
大正六年九月十四日恵三極郵便

物認可，昭和十五年三月廿五日

印刷柄本 ・昭和十五年四月

一日食行・毎月) 随一目盛行・ 第甘三時四smｾｂｾｾｴ 田町一日

- 帽4‘

ー一一..... 

、

建 築 ミ 電 力

建築1 1 ; 祭設備と節電… ・…ぃ・…一- …，…- ……. . . .…. . ，・…ー診 鴻 2堂

筋電左 大建築物……・…・・ .. . . . . . ……………… ....・ H ・....... .モ 白 装 平

tl tj J 制限の穏… ・… 一… ー… . .. .・ H ・・・・‘ H ・H ・.. .. …… H ・H ・. . 一本松珠湯量

片岡合長微量まの断… ……. . . ..... ...... .. ....・ H ・....・ H ・' " …・ …・…今 林 彦太郎

目白餓災害復興を省みて・. ...・・・・・・ H ・H ・. .. ..・H ・. . . ……ー-…ぃ ・・・島 影 治次郎

，'. i J . 獲塔ほか 2臨ー… .... .・ H ・，.....・ H ・....・ H ・……- …. .... ...・a ・.. … 新 名 種 夫

都 市 の 主 開……・・・一- ・…・……………・. . . . . . … u ・・ H ・H ・. . … 中 筋 滅 ' ) j

総鰻量E 事，ＯＧＦｪ［Ｎ ｴ ｴ 術家への勢、防災書室長 ｴｴｾ 級織せよ、ｴ［支の暗主総より

微 苦 笑 貧 困 な る H量築と重土台お : pf ぴ「二世E翁夜宮吉 j 摘re

ｾ＠ 献 ロ ー 1'- ・アイラント州掃海洋地方に貴奇妙る再開重苦言f 量E

事耳目E祭欄 古建策事R妙、 11¥禦部室イ覧 b、4軍事E

日 本 建 築 協

刀、

A

m
日



l

l
管

業

課

目

(

同

系

各

曾

駐

製

品

)

三

μ
同

砂

付

便

利

瓦

及

y

l

y

イ

Y

グ

・

フ

エ

Y

ト

六

同

島

態

用

化

工

株

式

曾

枇

特

許

ギ

山

戸

ソ

イ

ド

防

水

工

事

責

任

施

工

一

三

思

一

産

業

株

式

舎

枇

各

種

ア

ス

フ

ア

Y

ト

際

用

加

工

製

品

↑

日

本

岩

綿

工

業

株

式

合

枇

石

綿

代

川

・

各

種

三

星

岩

綿

製

品

一

三

足

セ

メ

ン

ト

工

業

株

式

合

枇

三

県

サ

イ

ド

リ

ノ

ユ

l

ム

施

工

(

床

制

材

)

(

絵

京

城

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

研

究

所

大

阪

化

工

株

式

舎

枇

田

島

臨

応

用

岸良

品

業

所

大

阪

市

北

区

中

之

島

五

丁

目

二

一

O

三 聾 即

電

話

土

倉

庫

用

電

話

受

信

整

銑

オ

ク

サ

カ

タ

γ

?

オ

ク

ヨ

ラ

七

二

五

番

佐

堀

，....-、ーーー旬、

七六五一

模

川

九二八二

四一二三

番番番番



御 使 用 i穣 ひ ま す
を

を

イ ト

:f 

モ，1. <ナ

ラ‘ :ー

資 材 の 保 濯 に 修 理 に

防 空 の 完 全 に 7



建 築
I.R 

l . _ 枇 曾

第 ＲＳ 輯第 Ｔ ｾ !廃 昭和 15 年生月賛行

間 間 国

目 ヨ失

片 岡 令 長 l改 選 の 断
ー ・ 今 林 法 太 郎

1

・ノ

1

J

、E

ノ

¥

ノ

、

.ノ

、
j

，
，

、

B

ノ

ー

ー

l

p

d

1

a

今

3

内

7

4

・

Q

U

'

d

'

t

z

'

t

・

'

t

・

今

‘
J

A

、

J

〆

t

f

、

f

k

f

、
、

/

k

f

k

f

‘
、

墜

平

磯

郎

夫

芳

・

守

珠

火

市

い

日

い

c

m
-
4

絵

山

石

，

F

R

柿

呂

木

影

名

・

筋

杉

モ

一

島

新

巾
て

U

魔

…

…

ゅ

…

t

v

h
l

:

}

 

恥

叶

巳

.

一

忽

ド

一

宣

言

と

物

.

を

題

E

備

築

詩

興

2

E

設

建

の

復

か

開

畑

頑

1

集

大

限

害

ほ

玄

ユ

電

!
と

制

災

塔

の

慌

て

正

予

L

1

J

A

P

H

P

E

4

1

A

U

N

品

川

A

司

R

.7

h

n

矧

副

司

川

q

巻

建

節

電

曲

忠

都

青年枝ー術家へのま鉢・....... .…-

防災委員合を組織せよ …田・ ・…・・・・・・ ・田・・・ ・ー…. . .・ H ・.. .. . ... …・ …・・ー…・…・ 111 

北 支の戦線より・・・- …………- …. . . . . . . ・ H ・-・…-・ ・・… ・・・・・ー……・…. . Jll， 

賛固なる「建築と itl:合J .  

微 苦 笑 一… … … … . .. .... .. ..... ... .・・… ・・ … ・ … … ・ー… ・… 律

事喜び 「二宮翁従話」摘記 ・・… ・・ ・・ ・・・ ・… … ・・・・・・・・ ー・・・・一…・ ・卒

吉正支 獄{!

里子 吉 f爾 (  41  )  

11 JE (  42  )  

問 A  ?雪 C  43  )  

林 i青 C  45 )  

凶 空茎 C  48 )  

野 縞 助 (  51 )  

野 一 雄 C  53 )  
ロード・ア イラン ｆＧ 州 南 海岸 地 方 に於げる再開後計 苦 ｴ ＮＮＢ Ｎ ＮＮＮＮ ＮＮ 一 Ｂ Ｂｾ

与古 建 築 新 妙主主

。y， ( : 象と? al : 築 ・・・・・・… …・ ・・・・...・・・・… … . . .. .. . .. . ... •. .. .•. ・・ 回一・ 0 篠 原 義 一

ミF新 建 築 欄キ〈

外 図 ・ ( アメ リカ ) S閃 rs Rcd' llCh宵貨if. の ロ ス ア y ぜ ん ス 支i占 ・

ユユ ー ヨー クの市街地 (1: 宅 ・ギー トラ;/ V 美術館の憎た工事 ・

マサチユウセツツの海洋の ｾ ＧＤＱ ｬｩＡＮｾ ｾ ｾＺ敬つ 住宅

イ貝 築 部 室便り ・ー (  55 )  

必".

H  
報一 … 一. (  56 )  



ｊＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ｷｊ ，ＮＮｲｴｉＢＭｊＦＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ♂ＮＮＮＮＮｾＮＮＮＮＮＮＮ｟Ｎ｟Ｎ♂ｾ、 ..... 風 ｊＧＭｊＢｾ

曾 長 片 岡 安 氏

経済使節として j度臥' きる〉

に ｼ 療し航前の一路卒穏無Ｚ ｾ 打

を雨阿 る

副司 ､ ・ＮＮＮＮＮＮＢＢ・ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ角 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＰＱ ・ＮＮＭＮＮＭｾＮＮＮＮＮＮＮＮＮｾ・ＧＧＧＭＧＧＭＧＧＭＧＧＧＧＧ圃ＮＮｷＮＮＭ ＮＮＭＮＮＮＮｏｉ ・｟，ＮＮ｟ＮＮ｟ＮＮ｟



片 岡
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長 i吹
ｾＯＢｾ＠

ｾ＠ の 震手

副l合長 今 林 彦 太 郎

本千? 長々} ｪ Ｍ 岡博士、此度命ｾ受 ｶＱ て ｩ 主〈伊太利岡へ経術使節として派遣せら

れ花の問月十日耐11戸間帆捺 f ，; I Lにて斯のl也へ鹿島立ちせられんとす、誠に慶引

の王りにて此名令長を? 戴〈子(・々 も? J l " 、不齢光: 誌とする庭なり。令長は十数年前よ

り私生析を殆ど放概して本千? を初め工業界諸閤暗の土ょとして叉商工令議所副令

頭に或は諸合枇軍役、信 )FJ ，Hl令長等、財界にも重きをなし最近lま専ら公人令の

＿こめ貢献問調二六時中川［の温る ＱＱ 反な〈東奔西走爪躍せらる 、 我建築界 ｈ ｾ 身とし

て枇者として術に見る人;絡識見共に高〈閥西に共仁ありとは7象而より東西相共

に認むる虞なりしが果せるかな政府は長に令長ｾｾ買すに資本家代表としてゼネ

ヴアに i反し、今? J l " ; 日伊税者の? こめ経' 向使節として闘西代表の重任を以つです.

誠に首を得? こる人選にて fP分なさ代表なるをf三ーするものなり。素より使命の内

寄与は在人の ＹＺ ＱＱ 悉寸る ｎ￮ に非ざるも必今 や充分にその重立を＿［ＡＺｪｾ ｾれ効を納めてＡ 1  

m度蹄朝せらる〉事を確信するも来千元三域に j工せ られにるの身全以って長; 主の

旅行に如何やと微ながら避を抱くものなろが既に蚊度ーに) c  ｾ米聞に欧 ｩｊＫＱ に ｩ 度作

経験を有せられ加ふるに平素よ ｢ 健康に十二分の ｉ 主主主［をせられ照 ｾｉｄ 罰金凌ぐ

の慨あり斯の政治家の七十歳以 k の人多きに比すれば令長も丹 1: 年の組なるべ〈

試を安じて可なるべきか、延々は同 IH度無事任務を* され a 日も -7. < 共j費刺 fこ

る英妥bこ相まみゆるの日を待望するものな b。

御不在中は及ばす' 乍ら令長ーの;色; 旨を躍して娘、てに 1"!f 蕗致すべきに就き手f，tこ御

安心を乞 i 、次第なり。今認に凶作史を締〈迄もな< rll 来伊聞は iil: 界の古者1¥とし

て建築に 、 美術に、工事の問として予我京都に似 ｦ こるＺｬ Ａｴ￰ ｬＺ地としてｾ尚〈商工

業産業方商に封し一時悲しく疲特せしも灰聞する) . i Jj に依れば最近同問の設展娠

b は賞に素晴しきものにて完全なる戦時態勢lま勿論商工業の股庇叉戦前に数併

するとか願は〈ば事情の許す限り建築界初めヱチオピア戦後の所前ムツソリー

ニ式m興の後を視察せられ令長の J { i . 越せる識見と相交へ新知識を吾々合員の? こ

めtこ御土産として共ニユース ・バリュ ーある第一携を本協合の10めに放? これん

事を懇望して止まさ' る鹿なり。

菰に長汀万里の旅程多 圭 トユの内に移り目出度御蹄 ｾＡＩＧｪ あ らん事ｾ重ねて一 同 ｴｪ｢

に祈っ て搬送の献と な す 。 ( 一五、三、廿八)



「もの〉ゐはれー」 へ の 追 求 し 道 徳 的 生 活 へ の 憤 憶 し 更 lこ延喜聖代の御字を

思慕 し奉って欝かれに、 と謂はれる源氏物語は、即ち、紘原氏の専横に自主? 掩ひ

っ入皇室を中心として、求道的な純情と、優美なる必構へ主の透徹せる k ころ

は、淘に日本: 民放の力強い思想、自守表現であると共に、亦? こ千古不磨の閤理的古典

のーっと して、 更に世界的驚異の的として、我等の民族的優越感を新? こにするも

のである。

たか っかさ. うAおり

「ー貴き家の子として、 官関心にかなひ、iJ ! : の中雌に矯り習ひねれば、事問

t : 民ぶれ

などに身を背しめむことは、いと速くなむ究ゆベかンめる。遊戯を ＺＺＧｾＱ みて、

〈わ cさく

心の{ をなる官降 l二上りぬれば、時に随」、世の人の、下には鼻まじろさをしっ

¥迫従し策色取りつ〉随」、程は、白から人と究えて、やむごと無きやうな

カろ ' " 冷イ

れど、時移 b さるべき人に立ち後れて、世衰ふる米には、人に 軽め侮らる〉

ざ え

に、掛り所なき事になり侍る。狛 lま才を本としてこそ、大和魂の世に用ひら

るう方も強う侍らめ」

の一節の如号 、源氏の病'をして元服を終へし我が子タ霧 lこ封し、切々 し 和 魂 漢

才 ｬ こ言及せしめ＿こる所なれど、貨は平安 Ａｾｽｊ 中期 の 橋り上れる貴族枇 Ｑ ［Ｑを叫 ＱＱ 児しつ

入げに教義こそは、大和心即も大和魂の根底なりと、雄々し〈も獅子肌し? こる

ものであって、我等は今更乍ら、紫式部のその楓興Tこる姿 lこ悦惚? こらさ' るを得な

いのである。

世は方に、桜花制漫、露峰宮土と桐f 1 i J ' -臨し、闘! 京は摘が上にも、六合に N1W: せ

んとするに際し、我等は「技術報闘」の至誠を ｾｾｩ さんとする戟 τ ｬ として、ままに再

び、i絡思反省し、我等の数多き古典的形象を透ふして、泌み出づる民族的大精11¥11
1

を真に把握する秋ではあるまいか。

1  J V  



建 築

長吾

町主

1. 建築物の機能的慣値

気 設 備

杉

乞 節 電

浦 豊

最近我閣に起つ?こ電力機僅は我々に何を教へ? こであらうか。今まで些程』こ感じ?こことも

なく無意識に看過して来? こ些細な 事 までも、今度程痛切に共の思潔を感じ ?ここ t はない。

彼の10階建の高層建築を日に数度も 上下し? こ首時の努苦を想、ひ起す時、始めて「エレ ベ戸

グ ｾｊ の有難きをひしひしと 身に感す・るのである。又あの 豪華を誇 る「ホテル」の「ロビ

ー」や大# 合提言でも部11苦い光の下では、何の感傷も沸か十共の美を J感ぜ子、山 海の珍味に

すら何等の味覚を起きない こと を経験させられ? このである。更に電力の停止せられに大劇

場、大映E書館五? 見 るに宛ら 手足を? 沌ぎ取られ? こ胴韓にも 等しし徒らに共の形骸のみを街

頭に描へ、交通機関の電力制限は阿鼻叫喚の地獄檎問者? 目のあ fこりに見るが如き有様を感

ぜしめにのである。

元来人聞は自然の恩揮に抑れると共れを感じない事が多い。我等は2芸家Lの有難さぞ1手日

毎朝感じはしな い。 蒸し暑い部屋に閉し臨められて肱 併を起 し 宝息 ｾｽ｜態になって始めて新

鮮なる空気の味金想ひ起すのである。丁度自分の身鰻 1) 一部を負傷しTこり、病祭に脱つ? こ

りして不自 Fll ｾ盟強して始めて共 の持つ機能そ如 ｬ り共 の効用ぞ新＿こにすると同様である。

矢張 b指 l本爪 l っと 雌も皆定められに機能があり効用があるもので、平常は共れを些程に

感じないのである。之と金< 1納金閉じくするものに日 7it 生活に於りる電気機能の恩世撃があ

る。今度の電力制限により利l は我々に共の思惑を再認識さ せにのである。我々は今まで人

類文化の殻建促進に役立つ電気の機能を徐りに過少に考へては居らなかっTこか、建築の機

能的僚値を高めるじ受持つ電寄託設備の役割ぞ過少に評倒しては居らなかっ?こかと今夏ら糊

祭主?新fこにし直し? こので ある。

建築物の‘優劣は建物の美概的償他のみによって評償せられるものではなし建物と設備i

t の綜合的慣値即も共の機能的倒値によって定u べきものであることは勿論である。斯の

如き 1悶黒占よ b最近の建物は比の機能的{賃値に重賠を置き建設される傾向に進みつ〉めるこ

主は我閣の資本家、建築家の覚醒を表現するー詮左で建築設備技術の一大進歩 と言はねば

ならぬ。従来の或る種の建物に見るが如〈、建築装飾のみに高金を投じても其の附帯設備

が之に伴はなげれば: f ! ，: の美術的{ 賃値は如何に高< e も建物j の機能は低下し共の効用償値は

J成す' るもので、共の設計は建物本来の目的を淡却しにものである主 言ふも 過言ではない。

特に今日の如〈電気服用の成い建築物を建設するにあっては設計・の常初より建築技術者と

附帯設備技術者 k が互に提携し 協力して始めて全き創作をなし得るもので今後の建築には

I V ?. 



雨者の緊密なる精J仲の協調 と融合せる技術とに 侠つこと切なるものがある。

2. 建築電気設計の要旨

建築電祭設備の設計に蛍つて は、建物其の物の美1闘を損せ十之に調和せる諸設備 を施 し

其の機能を充分に登揮 し得 る様深甚の注意ぞ挽ふべき こk 最も 肝要であるが、飴りに華美

に流れ共の豪華i ' 誇る より も寧ろ建設費 と経常費 左右? 最少なら しな右、ことに主眼を置 〈べ

きである と考へる。我閣の如 〈資源、に乏しい闘ではー草ー木、一滴の水と雌も空し〈せすも

其の用途を充分に考 r.t¥?: して効効的に活用することが技術者の責務であ る。此所にも徒ら lこ

欧米の模倣に流れす Ｇ 之より脱却して我園調特の境地ｾ拒き闘運の進展に資すべきものが浅

されて居る様に感十る のである。次に特種建築物の電気設備の設計に 嘗り最も留意すべき

恐見を傘げて見れば火の様である 。

1. 電気設備は耐火的指設となすべきこし

2. 経常的経費そ 少から しむ る設備 となすべきこと。

5 送電の安全を保設 し雌貰ー度ーを有せしなること。

Ｔ Ｎ 終末の設展を ｾｴ 象想、し設備には桐蛍の融通力 ｾｗ へ将来の機能的償怖を ｩｬ 或ぜ しめざるこ

と。

5. 照明器具の撰どは! ! 任lリj 能率に重黙を置き肱慌を! 感せ' しめす、建築の美槻を助成し得る

ものなること。

Ｖ 各常 に 油合せる ＮＧＡ ｈ 度全保れ Ｑ 明 暗甚 にし からす る 、 保健上 ー 行寄ならさ Ｇ る方式ｾ選ぶこと。

Ｗ Ｎ 配電方式は主回路の外に常夜［僚回路 、 街股回路等 ｬ こｾ分し 、 底分配電し電力消賀ｾｾ減

じ得る設備となすべきこと。

以上は設計要旨を抽象的に記 しに のであるが、之を一つ建物 tこ具髄的に表はす時には経

費や周囲の ｪ 伏況の矯めに極々の困難を伴って来る ｡ 建設立 Ｇ の不充分のｾめ己むを得宇宙初

の計霊を鑓更することも往々あるが此の場合にも精米の需要塙加、模様特等に l低じ得る融

通力の絵地を残し、日 進月歩の勢にて拓り行〈電気! 出用の j主を謀がな い様f { { : 蛍すべきであ

る。若し寓ー共の設備が現在の要求にますしですら充し得ない欣態ならば、共の建物は数年

なら十して重大なる機桂ｾ失ひ、効用慣倣の低いものとなるであらう。

上述の事項は今度の電気i!J11限に依り 更に痛切に共の必要を感じ?こも のであるが照明器具

の撰定 を 誤れ或は常夜［際回路の設備なきｾめ、 Ｗ 象定の首 ｩ 電成績を翠 ［げ ることが Ｑ ＱＺ Ｑ Ｑ 保 守 、

多大の経費を拶1¥ひ徐義な〈設備の鑓更を行つにものを見受りるは閣家経怖の見地より甚Tご

遺憾に耐へす・建築設備技術者の今一段の努力研議を望むや切なるものがある。

元来建物に施設する電気設備は絶封耐火の主旨に依り施工すべきもので、有も火災を惹

起する危険の民あることは最初より避〈べきであるは今夏ら述べる迄もない。特に劇場、

ホテル 、公合堂、百貸出の様な大建築物内には多数の人を常に収容して居るものであるから

寓ー火災を惹き起し? こ場合には莫大なる資産を失ふのみならす、貴重なる人命を共の危険
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に曝らすに至るものであるから 、耐火の賠には充分の上にも充分に注意を挑ふべきであ

る。周到なる設計ー と入念なる施工とに依り電気に起因する火災は絶割に除去し得るもので

あるから絶封耐 火の施工をなし莫大なる投下資本を保護すると同時に貴重なる人命の安全

を護る こと は建築設備技術者に耕せられ?こる責務であると感するのである。

3. 節電が建築電気設備に奥へた影響

昨年夏より今年始めまで続いて居る電力不足は我闘産業の上に 一大汚尉を印し? こことは

遺憾至極であるが斯の如き大幅の電力制限は世間一般は勿論電気技術者すら夢想、? ごにしな

かっ? こ事丈りに 、共の影響する所は民範に亦受げに損害も莫大なものである。建築電気設

備の上にも異常な衝撃を輿へ電気時計ーの不正時指示とか便所の使用不能とか各所に悲喜摩IJ

＿演じて居る。 此 等の内最も我当事に ｾｩ 援な影響を興へ ｦ こものを摘記して、後日の教訓に備

へゃう と思ふ。

〈イ 〉 建築照明上より見たる節電

近年我聞に於ては勉皐途上の製笠の1mに、近闘が急、連 iこi曾力Hしつ〉あることは悶民保健

ｊＭ［ 一大恨事であるが共の原因の内Ａ限度の不足が大きな素因であるとイ 言ぜられて居る。 ｅ 記 ｉｬｾ

程位向上の見地より泌度の! 照度を輿へよと の運動力;提唱せられ漸〈閥lでの聞に) ! 世度増加lの

必要を認識せられんとしつ〉ある際、電力制限の矯め此 の運動が挫折せられにかの税ある

は誠に遺憾の極みである。 一 日も早〈電力制眼が緩和せられ、勉墜に叉作業に充分なる !照

明が得られ自室: の如き明さの下に生活し得る欣態にならんことを熱望する ものである。

従来の j照明は「物が見える I切るさ」に止まって居? このであるが、最近提唱せられつ〉あ

る日月目見論によれば「物が楽に見える明るさ」を必要とするのである。第 1:表及第 2表 {t 見

れば野外の j照度と屋内の! ! 校度 k は賓に共の懸隔の甚ff しきに一驚する のみなら す¥更に我

等 ・ が日常貰際に用ひて居る作業商の ｊＡｦｾ 度は此の宇にも足らない Ｉｕｾ 態にあるこ ｴ ｻｴ 思へば‘

如何に我等が現代生活 iこ於て限を酷使して居るかを安uるであ らう。

第一表 野外の照度 第二表 捻 奨 照 度

場事
所 〔ルック λ 〉

仕 事 の 種 類 |  照 皮 … ス 〉

日光の直射する寝所 100.000 
讃干与

短時間塁手遁 100- 200 

長時間或は正! 日字諸物 200- 500 

野外の日{ f j ; 10.000 
滋色のもの普主主 100- 200 

室の北側! の窓際 2.000 

白色のもの長時間 200- 500 

裁 縫 、

普惑の告白. 合長時間 500- 1. 000 

言言の少し内飢1I 200 
黒色の裁縫刺繍 ト000以上

［ｉｾｩ 月の直射する場所 0.2 

，jj);記 普 遁 100- 200 

勉 強 100- 500 

晴天無月の夜 0.0003 

子供の遊び机 100- 200 
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に際 し最も見易い

照度をi . i ! 揮した入訟の割合 ( 誓溢人〕

照 度 の 段 階 人散の割合メ

100ルックスが夏いといふ人 11 

200 ｾ＠ 18  

500 ｾ＠ 32 

1.000 4β 

20 

2. 000 ｾ＠ 17 

5. 000  多

10.000 
4会

今度の節電の需め各「 ヒソL デ、イング」

百貨庖等 tこ於て従来の! 照明方法を境

更して居るのを見受りるに、首初の設

計 に 充分の注意ｾ梯はなかっ＿こことに

原因して居る場合が多し、。元来慌兵の

設計は共の形よりも! 照明能率 l二重きを

置かなければならないことは言を侠仁

11， いのであるが、或極のものは般男、共

のものの目的を淡却し徒らに流行をi阜

ひ、新奇ｾ街ひ＿こる結果 ｾｬ ￴ｦ ， Ｇ Ｑ 皐的燈具

を取付 げ居fこ感なきを得ないのであ

る。 1枚の照明用硝子を用ふるにも、叉 l 佃 の外球( グロ ープ) を選定するにも、よく共

の透過牽 、 扱散率ｾ知悉し不 ｬ 接的研究の結果 ｴ こ従ひ定むべきもので、漫 然 と共の ｩｬ 予のみに

捉はれて使用するが如きは柏会Iに禁物である。近時非常な勢で保用せられて居7こ建築化照

明の様式も施設する場所 と材料とを細谷J に研究し採用すべきで、共の所を誤れば返って有

害無篠のものとなる。百貨 j占の地階貿易とか地下織の「プラットホ{ ム」昇降通路等の虫n

<  rオー J レデ ーJ ¥こ使用する所は今一段と利接的 lこ研究する自余地があらうと思はれるので

ある。元来建築化照明の主限とする所は、建築 u合兵 とを海然 l羽融和せしめ美術的償1直を

高めるにあるを 、 節電の矯めに Ｍ 時的にせよ、硝子ｾ外し或は盛火然と鼻局部 のみ賦火 し

歩行にも困難な! ! 代l立となし居るが如き醜態を天下に曝すは共の目的を誤れるもので、更に

他の合理的! 照明方法を研究し之に鑓更すべき必要がある と考へられる。更に外球を JI J i .外し

て裸電球のまま直接Ａ照明を行ひ居るものも趨首の反射笠ｾ附するか或は透過詑率 の良 好な

生地のものに速かに取換へるとか進んでや| 皐的に鹿児する必要があらう。銘 4 ' 5更は乳色{ i i 'i

子と透拭硝子との透過奈の比較を示し fこものでめるが、字L色1ii 'i子は透拭附子の約5分 の! の

透過当ｾｾ有せす・ｊＡ ｜｜ｦｬｊｊ 別にはイ Ｇｪ 盛 ｪ 酋である。若し ｭｾＱ 別府硝子及タト球 の選定を誤らんか年 々の

之れにより失はれる電力の損失は莫大

なものとな b闘家の資源、を空費して居

ることになるから外球 l 伺 の選定と忽

にしてはならぬ。

( ロ) 工場負荷需用率の決定と節電

此の度の節電は電気技術者以外の人

にも工場負荷の決定が電力消費に重大

第四表 事L色硝子と透拭硲子の

透過事 と 機散手Ｚ との 比ｾ立

子 | 透 過 率 メ | 飯 山 メ

10  - 20 80 - 90  

50 - 80 70 - 80 

な影響のあ るこ とを数へて呉れ仁。各工場共自崩 して電力の泊賀' を I成する際高全の注意を

持 Ａｬ ひ作業して居るのに一 向 に節電の効果が暴力 ｚ ら ｩ ｜ 共の原閃ｾ究明しに所意外にも電気
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室内の鑓睦器の無負荷損失が i有首量に達 して居ること に一驚 しにといふ例がある。此れは

嘗初設計- に首り用意周到に計算すれば除き得るものであるのに不用意に負荷需要率の決定

を誤 b設備が過大であっ Tこ矯めである。

ヨたに其の比較計算の概PI告を述べて見ゃう o

( A )  工場電動機設備 500馬力

( 主として旋盤、 グラ イ ン ダ ヘ リ フト等のノH5!! 電動機D 設備のみ とす)

需要率 60パ{ セント

警き医務容量 100キロヴオルトアンペァ Ｓ ｾ 芸

( 常備切替盤底器な し)

援 鹿器 織t員

電 力 料

配 電 方 法

上 記設備に 於て は

2パーセント

1  1" " キロワット 」時 4鐙

j 二記号2崎E器のみにで霊長夜配電す

1ヶ月 電力損失 100似 合x 24 x  30 ｾ ＴＳＲＰ キロワット時

l ヶ月 電 力料損失 4320 x 4 ｾ ＱＷＳ 闘 一

1ヶ 年 同 げ3 x  12  =  2076岡

然るに上記工場の如き機械工場の旋繋「グライング ー」等の工作機に附属 して居 る電動

機の容量を調脊せるに何れの機械にも静慣 1-.賀使用馬力ありも大きな容景: のものが取付け

られて居 h ，設備馬力は多事〈とも質際運時の際は設備審最の 10 1パ { セント」以下でも

充分である。従って需要率は42 1""パ ーセン ト」以下 とな り、各機械 とも同時運轄しない矯

め多 〈の賓例に徴するに此の需要望容は30 1パ ーセント」依の場合が相官に多い。叉作業時

間 外の負荷は小量である から 別 に常備用 に小容量の鑓l監音寺を設備し之に切替使用すれば更

に電 力の損失 も少〈なり 絞貨がj成予るもの で甚ピ得策で ある。 上記の如き計算に依れば前

述の工場設備はずくの如〈 鐙更 し得るもの である。

I V  6  

( B )  工場電動機設備 500馬力

需 要 家 42 1""パ ーセント」

控国E器容量

主配電用

常 備 用

鐙 l慰器鎖損失

電 力 料

配電方法

上 記設 備 iこ於ては

75 1 " " キロヴオルトアンペア J 3基

15 

"  
3盛

2  1""パ ーセ ント」

1  1" " キロワット J 時 4銭

主鑓堅苦号にて作業 中 ( 12時間 M限定す )

配 電 し 夜間は常備 告さｾ 器にて配電す。



1ヶ月電力損失

1ヶ月電力料損失

1ヶ年 同

75 × 3 × l ー x 12  X  30 

100 

1620 

15 × 3 × 2一x 12x 30 "" 324 

100 

計 1944 rキロワ ッ ト」時

1944 x  4  = 77. 76闘

78 x  12  =  9336岡

CB) の場合は CA ) の場合と比較して電力損失は約字分主なる。上述の如く電力損失を

牛減し得るのみならす'配電幹線も制〈てi'Nみ建設費も減じ得るものであるから設計に首つ

ては周到に賓際の場合を検討 し高全を期きなりればならな い。特に大工場にては此の損失

は莫大なもの となる から 、慎重の上 lこも慎重を? 重ねて経情的設計をなすべきもの である。

4. 漏電による災害

漏電により起る災害の内で被寄の大なるものは建造物に封寸る火災主人畜に興へる死傷

主である。

前にも述べ1: 通 b周到な設計と入念な施工と により漏電は絶射的に防11 : し得るものであ

るが、之 lこ起因する災害が今向絶へない のは不用意の施工と取級者の布、注意とに原悶する

ものが大部分である矯 めでゐる。

第 5 表及第 6表に示す如〈我闘の火災に依る災害は毎年焼失戸数、激高戸 .共の損告: 傾は

数千蔦岡乃至数億闘に及び闘家の莫大なる資材を烏有に蹄せしめ 、桐' ; i l l ; 教の貴震なる生命

ｾ犠牲にして居るのである ｊ 与の原因の内電気に起因する火災も毎年 ＵＰＰ Ｇｴ ｛ｪ ｾ ｬ こー Ａ てって居る。

元来電気による火 災の原因は昔よか ・括して漏電と いふ言葉で謂ひ表 lまされて居るが、

之を詳細に検討すると直接漏電による渡 火は案外 lこ少〈寧ろ 電気ア イロン、 電気'k. f( t.辻、篭

熱器とかの熱源より可燃拘に燃へ慌がつ?こ間接的原因のものが大部分である。之等の熱iJ 点

に 可燃物ｾ近づり甚 ｦ ご し きは之ｾ援ふが如き不用意の取扱をし＿こ ＱＰ めに鼓火し＿こ例も卸会 ＱＱ

れやあるが、之は甚? ご危険で設 :J.えするのは宙然の事である。豆電球とか小型! 竜王i とかより

殻する熱量は極< 1放置である矯め瑳火の原因になると感す・る人は徐りないが、之を新聞し

長い時間蓄 積すれば温度が上昇 し て 滋 lこは殻火温度に達するものである。背からの諺に

「躍も積れば山とな る」 と言はれて居るが之と全〈同棋で 11::'1 ; 熱も積れば火事となる」も

の である。 東京 白木 屋百貨 ｊ［ｾ の大惨事も烹電球の熱が「セルロイド」玩 ｊｻ に引火し Ｗ こ矯め

とか聞いて居る 。叉「 カフエー J iヨー貨山等で「グリスマス」の装飾電球や陳列窓の技術i電

気器具か ら護火し ｔ こ例 も桐首にある。叉電気 ｮ ￯ｊ遣や竜策「ア イロ ン」等に則 ｩ 火 しに ￭ ｾｾ￣ 誌を

舟守にし? こり 、他の用事をして注意を怠つ? こ鴬めに火災を起しに例は数安11れすもある。之qJ

は全〈熱の蓄積といよ、概念に献けて居る矯め・で設火するのは首然の開結である。

此の外に電策による火災の原因と しては、電線の短絡接締結の過熱によるものがあるが

之は入念な施工 に より未然に防ぐことが出来る。 ｩｾｉｊ 場とか 、 博覧合場とか で ι 大惨事を起す
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ことが往々あるが之は舞華の飾物や陳列場が仮設物である主 いふ先入主の矯め識も予知ら

す・不注意の路工をし? こ結果によるこ主が多い。嘗然なすべきこともせす・に使用し? こ結果大

惨事を引起し 、 大建築物ｾ 次 憾に闘するが如きは、惜みても向徐りあること で ある。今日

の進歩せる電気技術を以てしでは絶封耐火の方法が如何隊にも考慮し得るものであるから

一 日も早〈電気による火災を結減し、闘家の資源ｾ確保し ｦ こいものである。

第五衰 我図の火災度重量及f員害額調表

平重 $11 昭利 8 年 昭和 9 4'. 昭和 10年

火災度盟主 18. 300 18. 585 17.466 

焼失1止平帯数 ( 戸〉 19.461 44. 364 20. 051 

平均焼失世帯数〈戸〉 1. 06 2. 38 1. 15 

損 筈 見 積 額 〈千 回〕 35. 897  170. 728 53. 91 1  

卒均損害見積額 ( 凶 〉 1. 961 9. 186 3. 086  

一世帯蛍リ損害額 ( 闘 〉 ＱＮＸ ｾ Ｔ＠ 3. 84B 2. 488 

第六表 火 災原因調表 Ｈ 昭 和 Ｑ Ｐ ｾ 三 ，}<'ヤ 合 も含む 〉

議 災可 |  市街地 |  村削 |  予B' i lr 原自 |  市街地 | 村 落池 |  言十

総 445 771 1. 216 虫!詰 燭 116  163 284 

浴 右耳 152 332  484 ヲ手 火 305 1. 136 1. 441 

燈 突 854 667 1. 521 ;会J、不始末 139 289 428  

汽車煙突 12 16 28 
ふ ｾｴ Ｎ Ｚ

火 385 1. 144 1.529 

焼 雄監 20."  97 301 火 消 宣宣 65 73 138  

官主 i窓 200 332 582 提 燈 81 486 567  

短 憾行 火 516 527 1. 043 火星書類t豪華を 3  8  

洋 燈 Ｒ ｾ ｲ＠ 112 136 紫 ロロロ 35 5  40 

:x. 会ド 245 242  487  乾 世主主第 160 167 327 

J!Jt 灰 331 1. 042 1. 373 -ji  :;、】 y
216 27 243  

ｾ並 設 536 406 942 ?出 類 267 60 327  

燐 寸 126 22り 355 セ ル ロ イ ド 59 10 69 

'iIt 昌弘 440 98 538 ヨ見 JIfl 53 8  61 

自然 草を火 47  63 110 機械摩擦 117 44 161  

雷 火 15 120 135 共 イ也 510 759 J . 269 

放 火 5B2 557  1. 139 不 明 613 437 1. 050 

7. 853 10. 482 18. 335 
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ｾくに電莱による人畜の死傷は意外の多数に上って居る。第 Ｗ 表に示す如 〈大阪濯信局管

内丈げでも感電事故が毎年 150 件に上り貴軍な生命を夫五、て居り全闘では恐ら〈此の数倍

に上るであらう。 一般に高! 匿の電気に接濁すれば生命に危険のあることは麿〈認識されて

居るが、 100 i グオルト」とか200 i ヴオルト」とかの低l l ! の電気tこ劃しては共の危険の度

合の認識が足らないのに原因して居る織に思はれる。

元米人暗に或る限疫の電流を過すとi J irll 絞系統の麻妻、筋肉 :刀牧数、呼吸の停止: 等の障害

が起り 、人韓中福部に致命的慣傷を興へ死に到るものである。此の限度は髄質によって異

なるものであるが大韓50 ミリアンペア程度の電流を遇すれば危後であると謂はれて居る。

従って 100 i ヴオルト」以下の低監の電気でも 50 i ミリアンペア」以上の電流を過すると

生命に危除である。

第 七 表 感 電 事 紋 調 表

( 大l仮遊信局管内〉

年 度| 事故件歎

昭和 9 年 152 

昭和 10年 I  161 

昭和 II 年 157 

昭和 12年 140 

昭和 13年 I  152  

第八表 感電事故原因別表

原 因 >;11  I事故件数

過 失

施 設 不 完 全

過失及施設不完全の

霊覆せるもの

18 

18 

8  

第九表 感電事故駿業別

職 業 iJ 11 I感電件数l

定 糸 工 9  

電 気 工 に 非5 る操業者 14 

非 操 業 者

人轄の電気批抗は人 lこよりー棋ではないが、皮腐が乾燥月k態では 50. 000 i オ戸ム J {)1.と

言はれて居るから、恨りに 100 i ヴオル ト」 の竜i}Ji tに接 i価しでも、入閣に流れる宮崎は約2

100 _ ( 1 ( 1( 1" ) ， J . ，' ，-_. ，.  ｾ｟＠ ｾ＠ J . . _  ｾ＠ �ｾ＼＼ＯＮ＾ ，＠
「ミリアンペア J ( 珂1 而 一0. 002) { i i : であるから危除はないが、活し殻汗して居るとか

浸潤な土問の上に立って居るとかして電気に援協しに場合は、非ｾＭｩ［ｾこ抵抗力 ｚ 少〈なるから

甚? ご危険である。皮j背jJ: 蛍汗して居るとか、雨に市; れて居るとかして漁潤して居る場合

は、人睡の抵抗は 10. 000乃至20. 000;- オーム」に低下するものであるから、此の欣態で 100

「ヴオルト」の電気に接崎し 7ことすれば50乃至 100 i ミリアンペア」の電流が流れ致死に到

る危険が起る。従って銑足の｛設で生きて居る電線を ｾ ｊ 平るとか、大地に接し ｦ こ鍛織物に戟つ

? こ依裸紘に踊れるとか、ir.}rl :1や潟地で電気作業主? するとかは危険千寓である。特に建築工

事現場で仮設電策工事の施工組漏の矯めに失ふ人命も桐常あるから、入念に施工し、取扱

者もよ〈注意して此，J) 災害 を未然に防止しなければならぬ。法律を犯して河の中へ電流を

通じ魚類を捕獲中過って感電し死 亡 し ｦ こ例を ｾ ￭ 主々に聞くが、之は科墜を ＱＡｾＱ 視し Ｑ ゴＺ古来と岡

9  I V  



法を犯し? こ罰 との官然

の起結 である。第 l 闘

を見れば感電事故が夏

季漁潤の時季に多いこ

とを知る であらう。

向電盤が高〈なれば

人種に温子る電流も多

〈なるから 、更t : : . 危険

である 。我閣の電筑工

事法規は此 の災害{ t ' 絶

封に防止することを主

眼とし て規定せられて

居るから 、此の法規に

従ひ入念に施工せられ

にものは危険はないが

電気智識の少いものは

成る可〈電流線より電 潟 1 図

監の高い動力線、両国日泉には絶釘に満れない様。注意することが肝要である 。

I V 1 0  

告リ

正百

唱 ， の

守録音 ｬ 主大均 ［Ａｉｬｾ 才とえそ雪↑部 ・ 電気技師

孝文 ｾＧＩｉｉ＠

1  rこんどの制電は非常な損害を興へ? こがま fこーi百得がにき謹'践 を得1二、 そ

の一つは冗篭整理uご、どこの工場でも l 拘IJDfljlJpXは冗電節約で行ひ得? こ、従*

それ? ごり j良費してゐ? この L' J

B  r日本の電力消費量 の 1 ｾｩ ｬ ｊ が浪費でこれが節約できる主なると素晴らしい

l 制でも 0 0億キロ時r:: から石茨に換算すれば0 0，:) 寓 トンといふ也たなもの

だ、 将来の＿こめいかに閥次を利ｾし＿こか分らぬ」

F  r今までは電慨を増せ燭光を増せと電気合枇が立体に憂身をやっ して浪貨

も増加し Tこ、 と ころが電気 工 〕 一 良重さがわかるとエレヴエ戸グペま ｬ 、 Ｒ ｾ ＷＺ ｲｬ こ伴ら

な〈 てもよ い、 電・股も少々 l培くしてよい、モ ーターの定まはりも注:志して停め

る k あらゆる方商に電試を大切にしr:' し?二、 ドイツは石炭が電源fごから下宿の

婆 さんさ へ無駄な電慨をつりるとカンカンに悠つにも のfム日本では汽車から

見 ても深夜間合に焼々と灯って ρ る、これなど節約 DIi!余地がた いにある」

J  r今後増水 して緩和されでもん遮局は是非電力品点j 運動を開始してもらひ

?こい、ま ? こ配電合枇も蹴倒的に需要家の討i電を指導してもらひ? こい J

〈電力告1j 限 ・技術家 lまかリの座談合よυ ・2. 2 1羽〕



節 電 ム」大 建

空会:

オ ミ 物

毛 呂

竺ごを=・

_! c! .  

ドヨ
千

今回電力調整令が施行されて全閥的に重大なる結果を生じ? こが時恰も事鐙中の事 とて緊

張輯制 中な る篤め 比較的手権限に貰行されつ〉ある事は誠に菩しい事である。

此責任の追求は既に 位論に依るものがゐるから岩々技術者・としての誌は此一大試練を経

て将来の此聞の難閥への準備に党分研究をする必要があると思ふ。

そ こ で吾々建築物内に包含されてゐる電気技術者の立場から今回の節電 ｾｩＩｾ 態が使用建築

物 に如何に影響しにかを考究して従供の建築物電気諸設備に到して‘ 再検討を加lへる必要が

生じ 、従って将来の電気諸設備に特に考慮: をする必要を生じて来? こ。

今回の節電様式を調任して見ると

( イ) 昇降機運持基教を減じ?こもの

(ロ ) 昇降機停止階敬を制限しにもの

( ハ) 換気機、排気機等を停止又は制限し7こもの

( ニ) 電殺を; 成燭、Jf，IJ 限、消t : ' f J : しにもの

(ホ) 強制的に電力供給業者が停電しにもの

( イ〉 昇降機運持基教を i成するる事が最も平易で行れ易い賄で一般には-1!i1¥之を行ってゐ

るが運輸能率もも! [i 竜率も徐り良〈ない。

( ロ) 昇降機停止階教を制限し7こものは( イ) よ b も徐程能率的には良いが之 tこは積々難

黙が生じる。

現在の建物を8階と考へる時一般的には第 4 附迄通過して第 51特日より 6. 7. 8附とロ { カ

ルにするか、又は第 6 階目よりロ 戸カルにする場合通過階の人々の室長る不{ 更は桐等なもの

である。

不便の公平 とか凝性の公平等といふ事から; ) きがへると油首いまし、へなし、から此場合 1. 3.

5. 7. 8階に停止するか2. 4. 6.8階に伴』するかのいづれかを探丹j すべきであると思」、。

然し( イ) ( ロ) の場合とも平常運樽に比」えれば運輸能率は低下する事は確かであるがむや

みに運特回数を多〈する事は笥 ｩ 電能率を低下し節電め意味ｾｊＮ奇さぬ結果となるから可成多

〈の 人を乗せて運博する様に考へねばならぬ。

( ハ) 換気機、排気機を停止又は制限する事は術生 |二百に影響する事であるから充分現

場の紋f患を考究して之を行ひ換気機の如きは同時設を低める場合蒸しオゾン護生装置があ

れば平常よ り多量のオゾンを護生注入すべき事も一方法であり運持を時間的に考へる事- も

一方法で ある 。
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(ニ〉 電燈による節電の場合は異つ? こ方法が積々行れてゐるが今回一番普通的に行れに

方法は減燭で節電となるや直 lこ低ワットの電球と代へ? こ様であるが昨年 10日頃から節電力:

叫ばれて昔時20乃至27パーセント次に 53パ戸セント叉45パーセントと累進的になる節電に

きた々に減燭も出来るものではなく殊に事務宗の如きものは、i成燭にも程度があるから質際

に於いては天床慨を泊、灯して、スタンドラムプに代へる事が最もよいが物資* l loの今日スタ

ンドも入手出来す・又之に使用する配 Ｊｾｪｾ 材料も今日入手困難である。

此減燭に要する電球代も純情的見地から iたして遡富なる方法とは去ひ得ないと思』、。

廊下、便所、階段、物置、湯沸場笥; の如きもので 2 ケ以 1-.の' kJ敏の場合は、電球の取替

よ b は灯教を減す・る事が最も安常である。

事務宗 ｬ こ於げるＨＱ叫母、 ｊ 成慨は ｈＧ ，ｾＨる＿ごり行はＭＹＭ天候共他の事ｉＧ ｍ に似てって時 ｉｪＱｊ 的に制限す

る事が最もよい、之は現に今回の節電 iこ首祉が行って好結果を得充分試練i ' 経て確信を持

ち得＿こ事 ｔ ごから御参考に述べるものであるが物資灘 ｉｾ の今日取特 電球経費は 節電量と共に深

〈考へるべき事である。

又節電が後日緩和され? こ障の手数と電球費を考へる時滅燭による電刻、取柊 l立後 b池首な

方法でない事が領かれる。

廊下般の多数ある建物 ーま配械を? をき更し得る場合は通蛍に境更をし夜間l警戒用 のみの灯火

を是非制定し置〈司きである。

殊に時火管11，IJ に於げる場合の高層建築物のトー層部灯火は外部に完全なる遮倣幕を有する

場合の他思はね方聞から仰視される質例を見て帰京の高 I音建築物の電ぽ設計に際しては充

分之等の事項を考 l設に入れて思ひ切っ f こ施設をする必要がある。

特に廊下灯の場合節電開係と閥聯して考へる時、従来の :ベ床般のみ t せす' 歩行商ーl二30セ

ンチ内外の側壁商内の要所に誼首なる Il¥J痛を置いて警備股或は停電時の7象備灯の設備は;是

非設置すべきである。

停電時の後備灯火は保光のない階段iこは是非必要である事も此際強調して世〈。

ー・般建物 J ) 表商にある外熔. 叉は軒灯は灯駄に比例して問械を多〈する事: はトー述の設に笥;

しいものであるが之等を繰作するにはレモ ー トコントロ ー) 1 . . を局し得る依 fLi 二を必要とし而

も簡単に之を取扱得なりれば定日未を僑さない事も附言して置き 1# ぃ。

大建築物 D電気機械設備に闘しては徐1 : > lこも多〈の希望が有るが本稿に於いては論外に

j蕊するを以って翠に J-.述の賠で摘 f作するものであるが機千? を得て詳述致し度ーいと思ふ。

( ホ〉 電力供給業者の張11i lJ停電l立法令 .J) 然らしむる所なれば何等異議を述べる筋合はな

いが各業者J待に異つ? こ方法で之を行ひ而も公平を失する貼谷業者停に相等! f I i 主の多事蛸で

需要家に興へる質的精神均影響の問異守; 誠に寒心 lこ耐ゑない。

何れ lこせよ今回は最初の電 } J 調整令夜勤であり持者共に初めての経験であるから杭んな

失敗も将来への導き敬訪1¥として苔意に解して. J : IM稿を終る。 ＭＫｃＺ ｬ ｩ｜Ｚｾｻ 主官 ｎｾ 技師 ・ 大攻ピノ ｌ
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骨三ト

馬主 力
止

巾 ド艮 の 話

本 松 珠 磯

1 . 前 が き

2. 我刻電力界の現; 伏

3. 電力制浪の経緯と震情

4. 電力制限の影響

5. 原因の検討

6.  将来の封策

7. 結 び

1. 前 が き

電 } J の制限はl l ' r : 年八月 オミからはじまり 、最も念迫をし fこのは年も抑つまつに 12月末から

本年 2 月末頃迄で、 3月に入って漸失緩和せられ、4月からは時制限の併? 自主? 見んとしてる

欣態である。併しこの itn約宇歳に渉り最も重大な社合問題となり、日々新聞紙面を賑はし

? こことは電 }J 界干希有の事であつに。

寧 ろ ジ ャ ー ナ リ ス テ ツ ク lこなりすぎに視のある本問題を取上げ、貴重ーな紙商; ; e汚' <1' は恐

の如〈ではあるが、本問題があまりに各種各様に論せ' られすぎ? こ槻あるを以て、問題の中

心 となる駄につき 、比較的公正であると思はれる数字を基として 、原因、貰欣及将来の針

策等［［･概略お請をしようと思ひ 、 政て匪才を臨みす ・ 建築ＺｊＩ ｴｬｴ 誌 の 御需めにＡ俗じ さ ｦＮ ｴｾ とつ＿こ

きた第である 。

向竜 J J mlj ¥及D 賓探は閥酉に於げるものについて述 、くfこ] ) であって、| 制東は開回に比し lf l

嘗梁であっTこ様である。

2. 我国電 力界の硬航

我潤の電力界は今日迄は比較的順調な経過を辿ってゐ fこと え』、事が出 来る。賦洲鞍令官

時は一般 産業 界の好況の篤、電力は不足勝であっ ｦ こが、常時は新規 需 ｦＮｬ ｩ に ｾ ｦ してこそ猛烈

な奪ひ合ひが演ぜられTこのであって、既送電のものを停止 するが虫f I き窮迫しに所までは行

かなかっ? こ。

一方監骨宵胞にあっては強力な監督懐を以て電力の供治安聞を命じて ゐる。 従って語々

電気事業に携る者も電力を 制限する如き 事は了解しｾｾし、所であっ ｔ こ。 ＱＱ ｕ［小数の人は各般の

事情より電力制 JJ 主力必至を信じてゐ ?こ様で、昨年嘗初より吾々も折々耳にし? こ事であっ fこ。

丁度昨年は電力界未曾有の大後革があって、即ち日本護送電の誕生により電力闘家管尽

力Z貰現をし? こ。元来この間家管I理は各方商に 於て非常な反主J が め れ 3 年に及ぶ論王手1の米

1  3  I V 



議千? に於ても賀に織r. !! な論戦力: 最後 まで繰返

されに事は }1ij知力事賀である。カベして議合

通過後 1ヶ年の準備; 開聞をすぎて 、昨年 4月 |

日より華々し〈閉山をするに到つ? こものであ

日本護送電は生れ?こ 許 bで電力制恨の

ｾｾｾ局にぶつつかっ＿こ詩である。 こ の 日本 一大

関策合枇日本護送電株式合祉の管朋. する 竜力

300高 キ ロワット

の概要は 、

販費電力

170 億キロ ワッ ト時 ( 全閣の販貸電力量

約う8s6')

240 寓 キロ ワット( 全聞の55

ラ6')

200 寓キロワット( 至宝閣の 70

?の

その地域は閥末、中部、近畿、中岡、問 除|

の始んど大部分を占め全〈最大JI住ーの九州、

殻送電子刊日: である。

更に地域的に殻電々 ) J の内容を見れば、

7}( 力

40寓 キロ ワット100寓キロワット閥東

120寓キロワッ ト100寓キロワット関西

40蔦 キロワット40寓キロワット共1也

となり大韓関東( ま水力 、関西は火7J を主主

って 、

水力殻電力
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してゐる事も明かである。

全閣の概数は設備に於て水力 450 高キロワ

ッ ト、火力 300 寓キロワット計 750蔦キロワッ トであるが、質 l探に殻生し? こ電力量は7K 7J

官、正棺 骨 院

250億キ ロワット時火力 50 億キ ロワ ット時となってゐて水力が! 壇倒 '11に多い。従来我医|電;

力界に 17}( 主火従」と云ふ言葉があって、天然資源を? を用ひぬ7}( 7J i - 主主 し、 担! 取量も少

〈将 来に多〈を期待し事Iliぃ 石茨に依る火力; 制定とするは問策にも )11民活する 所で、 今日迄乙

の方針により来つに ものである。

而して水力には ト同の多寡によって盟 水 ｊｴｊｬと渦水明とがあって 、 ｈ ｾ ， }J が一定 して ゐない。

即 ち多分雨少 〈水力不足する時は火力によって柿ふのが常であっ fこ。従って火力盤電所の

負荷主容は大組数%に止り 、外闘の火力を主とする闘のものと比すれば俗段の i1 ' l 遣がある器
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である。

3，電力制限の経緯

電力のE芝生は火力と 7K7) とからであり、水力 は7K即雨の多寡が問題である。火力は石決

が問題でこの二つを検討し之に設備の鈷を加味すればよいとｾへられる。故 ｩ こ Ｗｋ￨ 石茨の

黙より今回電力制限に至つ? こ事情引Itf 惑しよう。日本護送電の誕生首時に於ては、出資電

力命制 Ｚとの ｉｈｉ に多少意志の疏通を ＿ｾ［Ｚｨ し 、 ＿こ鮪がなきにしもあらぎる感があっ＿こ。

貯磁石茨に就て見るも電気憾の方針は統一購買により安〈得られるかの如〈考へてゐ f こ

様である。そこへｉＭＱ ｊ ， 資直前の昭和 Ｑ Ｔ 年 Ｑ 月 Ｒ 月の渇 Ｗｋ ｴ ［ｬＺ ｪ 刊誌・にきつく筒に水力の不足ｾ火力

に依って柿ふ筒、各枇共1羽詰の貯炭を消費し4月! 日、 日殻に引織ぐ時は貯茨が多少勘〈な

ってゐ? こ* * である。

日夜となっ fこ古手刀 の4月5月は雨多〈 一時救 lまれ ?こかの如 くで あっTこが、六月頃中間より

表商 化し て京＿こ ｩ 昂 Ｗ ｝｜Ｎ は日を迫ふて抜大し 、 主主に本州の ｉ Ｚ ｉｾ Ｎ ＧｴＭＡＺ 郁も甚大な影響Ａｾ受ける に 王 ｢

水力不足の有11姶火7) は、石炭の入手困難なる筋張電を制限せられ迭に闘西、中部地方にも

電 力の1It ll 肢 を質泌す るlこ至つにもの である 。

例年八月は渇7 k切で もな〈需用電 力も季節的に少い鴬に電 力 向ILl としては貯茨 b ｾＺｭ 首あ

って比較的凌ぎ易い月であっ? こ。

制恨宮崎首時の事自!j (ま、水力 は雨降らぬ局日に減少しj貯茨も誠に 心 許 な し 数 日 甚 忙 し

きは 2 日11iI :i) 所要量' 0 有するに過ぎぬイ'HJi iであって暴風一度末り 九州、| からの茨帖止れば大

停電必至の危機Ｚこ芭町してゐ＿こものである。共後部分的には昨 ［Ｚ ｉｾ があっ Ｗ こｾ色々の事があ

っ? こが、 それを過して年末の電 }J 重負荷時に五 b、本俗的の渇7]¥. 'i{O 迭に深刻な電力制限

が始められ本年 1月は電 力界米曾千fの混乱時代であっ Tこ。

'1女Ji:.r も己むな〈電} ) 調整令密接イ日して電力の誠! 刊を?規正するにy . 9  ¥こ の間石決躍得に

ＱＱ また ミ 万台 ｦ ブ Ｉ ｾ諜し 、折 からの ｩＺｬ｜ｪ に謀まれて ｩｾｾ く危機を切り被け得るに烹つ＿このである。

電力制恨力賞。附

以、 ｫ 電ｽＩｦＡｪ ｬ ｬ ｕｻ に五りし経符を述べたが次に閥 ｉｾ ｜￮ に於［する Ｑ ｜Ｑ Ｑ Ｉ 悦の賀ｼ際を数字的に製げる事

としよう。

閥西に於げる首初の制限集礎数字

8月22、23、24の3日の平均電力、 2. 300高キロワット時 ( 130高キロワット〉

第 Ｑ 次制 ｬｩｾ 8月25 日より、 64高キロワット時 ( 8寓キロ ワット 811寺Ji'，j ) 制 限

第 Ｒ 次ＭＺＱ ｭ 日ｾ 9月 !日 より 2，300高キロワット時に到し255寓午ロワット時 ( 30寓キロワツ

ト24時間35，4，%)  1111) 限

0 10月 III より 100高キロワット時上位竜

0 12月8月より更に 130寓キロワット時増電

B(c  3  Ｚｪ Ｈｪ ｉｬ ｉｪ ｋｬｾ＠ 昭和 15年1月 14 日より 400寓キロワット時1111)限
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第 4 3たj!i l]限 1月24 日より供給量 L 770寓キロ ワット時

第 5 3た制限 1月30 日より更に210寓キ ロワ ット時 ( 15前キロ ワット 14時間) I1川限

第 6 :; た制限 2月 10日より電力調整令貫施

大 関4割5分程度の制限

共: 妥を目豊から見て3剖5分2割5分 u 閥次制限の媛，仰が行はれてゐる

4 電 力制限の影 響

電力 制限は各方面に甚大な影響金奥へ? こ。概括的に次に述べよう。

(  1  ) 産業 k 今弐電力 jlil J限は数次 i二分ちて行: まれ fこので工場 lこ於ても劉策が樹仁子、

叉一時は産業;ま全滅に瀕するとさへ云はれにのである。休日 lま多 〈叉休日の職工賃金支持↑ 3

等; 極々問題があっ fこ。

工業生産額の減少については各所に於て調併されつ〉あっ fこから正艇な数字も出ると 思

ふが慨に 1割の生産減ありとするも大阪市工業生産相22憶岡 (11(1;1' 1112年〉から考へれば2億

蝕図となり電力制限を全然しな い馬の石茨の費用を見積るに 100関噸即ち 2. 000除寓闘で事

足り 、石茨費を如何に文桃ふ とも岡家的に考へれば大平IJ あると 云へるのであ る。

( 2 ) 治安維持J 二 小口動力を主とするノj、陶工業者に非常な精卵1
1
的打撃を興へiltt 内不安

を生じ Tこ。大阪市内主宰は屋外: 般を梢j殺し夜11' 11外山訪問の使思しきは; ぷ」、定も なく郊外方 l師

では夜液或は婦女子の危害地加lせりとの事であっ? こ。

(  3  ) 非常災害の悦れあり 交通機関の減率による ｩ 昆料Ｈｾ幸子し｜ 1!.9成ね!jt J ) 事故の如 き現象

を生じる倶れが多かつに。

又高層ピルデ イ ングにまｾしでは停電 目 、火災に封する危倹が大であ っ ＿こ。

( 4 ) 枇 合人心 lこ興へ? こ悪影響 生産者は電気の不足による不安におびえ工場持働者 iま

賃 金6割支給でも減l伐となるから他の方商に轄業しにも のが if 1 世にみると の事である。

停電による需用家各方面の会. な支障

(  1  ) 高層建築物

( イ〉 水洗便所の使用不能並に浮化せられし水の下水放流不能

( ロ〉 用水の揚水不能

( ハ〉消 火用ポンプの; 主将不能の翁非常時に於げる危積装慰される

(  2  ) 共他建築関係

(イ 〉立韓的倉庫の リフト

( ロ) スチ ーム ボイ ラーt#，作j羽モ ーター運開不能の烏暖房、炊事ぺ? 不能のものめり

( ハ〉 地下室の排水

( ニ〉 地 下事務所、 資自主宰の !!日明

〈ホ) 冷 厳 庫

将来建築の j 二にも以上の諸鮪に闘 しては考! 母、せられる必要がめると 思 』、。
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( 3 ) 病院

( イ) レントゲン不能

( ロ) 消毒器の操作不能

( ハ〉患者運搬用 リフト

( 4 ) 共 他

( イ〉電気域

( ロ) _ I - _下水道

( ハ) 電話局蓄電池

6. 原因の検討

(  1  ) 渇 7k

( ニ〉歯科皆療用昔号機

( ホ) 病室用暖房

( へ〉乎術用! ! 賢明

( ニ〉胎舶荷役グレ ーン

( ホ) 可動橋

今回の電力制限の最大! 京肉は満水にありと栴してゐる人があるが、必すe しもそうではな

いと思はれる。過去数年間の水ゾJ 護軍貫績を前の| 胡について見る に、月にすれば十11首謀い

月もあるが、年にすれば72- 73%程度のものとなってゐる。

今年の渇水は更にひどかつにので原因の一つに述ひないカ九 、っち渇水明の l 丹、 2月頃は

低下してゐるのであって従ポこの ｉｬ ｬｊｾ火力護電所の運特によって怖ひ事なきを得てゐるの

である。

要之石茨さへ十分であれば水力の不足は楠へるのが原則となってゐるのである。

(  2  ) 石 茨

前にも述べ fこ様 l二日投誕生の時石炭は不足気味であっ fこものが、共後石決の買付 lま事il]:

に思ょ、通1 ) 1:: Ｑ 刊》今、 ｾｪ 工符 Ｗ え石坂業者との連絡も闘滑ならや、石茨事態を銃窮迫せしめ

にものと云はねばならぬ。若し電力制限の最大原悶を求むるなら石茨の不足に師せしめる

事が出来ようと思ふ。決質不良の鮎も見逃し革ｉｦ・いｾｊｲであっ＿こ。共の責任の所 ｻｅＨ ま明言し難

い事であるが日設、電気時、商工行、石茨業者句: のうちにあると見るのが安嘗であらう。

(  3  ) 過去 lこ於げる護電所建設に遺憾はなかっ? こか

近東 Ｗ Ｑ＼カを主とし火力を柿給用とするの原則に惇り火力の常 ｦｬｬ 運騨ｾ行って水力の開設

を;官. ってゐ f ことも考へられるカヘとにかく、今迄は iR首の殻電所建設をなしてゐる。併し

閥家管却を契期主して建設計謹の質施は少し遅 i1 . てゐる棋であるから、 I例年及明後年 ih1こ

りに出来る殻電所 l主側めて与さ々 7こるもので、 この献に l立大いなる不安がある。

(  4  ) 負荷の急地

事費による負荷J ) 念檎は護電設備の椴 JJII よ' ) もノミである。このt誌に制限必至になっ fこと

云ふ者もある。

(  5  ) 共 他

先 、現下 産業部門ｾ鰭を通じて政府の計・重しに数字そのものに不十分の雲市があるのでは

あるま いか。
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官僚の滴詩的傾向 ;佐賀怖に到する認識不足が今日 の11)¥態を: ' Ｚｴｾｾ起せしめ ＱＺ の である主 云ょ 、

者もある。

内閣各省の協力が献けてゐる矯であると云ふ者・もある。

又日設そのものの無能によると云ふものもあれ之が機構改革を 呼ぶ者 も相官に見受げ

られる 。

以上各方商の撃を一階列悲し? このではあるが、何れが最も重大な原因なりと云ふ事 (1更

lこ十分な研究の結果ーによらねばならない。

6，将来の針策

手提間生産力描ヲ ｃｾ 十 諮Ｚ等 ー より凡て電力Ｈ主主して工場用動力Ｉの ｊＰＩ ｊｬｬ ｴ 立相常［争激であらう

と想像せられる。 電 力は制限どころではない、精力H負荷に! 舷じな〈てはならぬ、 その f誌に

はどうする.か。

言 i 、迄もなく護電力増加が最も ni' 要な問題である。水力の開設はどうか、我! ' 司包蔵水 j J

の牛は既に開設せられてゐる。残る所lま牛分であるがそれも交通不便且符; 算上問題となる

所が 多 いのであって之に無制 限な期待をおさ具 ｾｦ ，ｾ、事 ｦｩ￭ はあるが現下の問題としては矢張水

力の開設tこは最大な努力をしなくてはならぬと思ふ。

又火力費電日 ｊｲ も大いに新 ｳ 没又 ｬ ま榊［立をする、その ＱＰ の干 Ｑ ・ ｴ 誌は本年の ｲｇｩｾ ｦ ｾ によってイ ー 分に

確保に努力する。之も 首然の事ではあるが我段|石 炭の現JIJ 、は必す' しも紫j ，itt 主/1 11 ＧＱ 七ぬ。 即 ｾＱ Ｑｬ

巌量 200億噸として !年 l億噸宛使用する時は 200年でなくなる宮ーである。 111: し現下の 'h!i 勢，-

適応せ しめる 鴛、何とかして火力護電所の増設をやらねばならなし、。

何れにしても我間の現紋及計認純情に介する電力の確保に全力伝説すべきものであると

考へられる。

この他に日護機構改吸の問題、或は原料電気( 化製工業等に刑ふる電気〉の内地焦 U: 戒

は既存のものも大陸ーに移持する等の問題もあるが、今問はこの符度・に止める事とする。

7， 結 び

電力制限は今回突設し＿こものではあっ＿こが我阿の計 ｪｬｦＪＺＱｩ 術的電力持 ［ｉｭ 精力 ＱＱ と終ｾＮＺＺに於げ

る護電力摘充の問題を! ! 日み合せて%へて見るとき 、何れは起るj : U哩 で あ っ Tことの広が深

い。即 電力荊整令は何ｾＧｴ 11'1 さねばならぬ と7象想せ られてゐ? こものである。この乙とをプ 11}j僚

に見せられた。日仕官; 局者・の不慣れ或は計脅:のぼろが意外に中〈剛氏の前に全貌を現はしに

ｴ 云ょ、事も ｾ ｈ Ｓ ｋ ょう。

軒々はこの電力制限から電力界の将来の多刻lーである事' 5: ' ?: ¥I ｾ ， 有効に電気を消費する事

を研究し賀行しなりればならぬことを墜んにのである。現に工事に於ては |割 近 〈の電気

の節約をなし得 ｔ こものも相常ある様に聞き及んにのであるカＺか〉る結 Ｍ Ｊｾ十分活用寸る ｾｴ

が向来れば今回の電力制限も徒爾ならさ' りしを思ふも のであ る。

時2在者{ 主大阪市電気局電気部r . t 務課民
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幽 館 災 害 復 興 を 省 み て

島 影
山
石ヲた
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、

、
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・

向

円

品

はしがき

本 年 l 月静岡の火災に就いて想起されるのは l品目白- の災符である。大正よりの火災のl然史

l主大豆 12年 の閥 !Rの大時火災次いで昭和ヲ年:3月の曲目i(の大火、共顎年の北PH、松の大火' 1 ; ;

であるが 10年nnも粧 fこぬ1111にこれ等の災害の慌に物質的に英大のmoたをしてゐるばか b で

なく貴重な人命を多数4たってゐる事はF刻家的見地よりしても誠に; 良心に桝えない事であ

る。火災に制しての蹴倒的の防火針策を請す' る事( ま最近に於; する防長問題と開脚し最も緊

急: を要する軍要な問団であると間はねばならぬ。

×  ×  ×  

画館の大火の鼓火原因Ａまｾｾ首時首日の風速が然らしめに不可抗力か或は火 の 不始末に依

る過失か共判定に付いては批判になっ仁枝に記" 立してゐるが兎向原閃は JI': 憶の火にある械

である。場所は市の西南端詩人石川 I啄木の主主のある) ' ，: i Ａｦ ｩ ｨｾＱ の 近〈の民家の Ｒ 附家が火花で

それが附近に延焼しｾ l: 徐波が風下に飛火し? このが j;fc 1の埠火線である。1 ' 1' ，火色同時 lこiWpjj

機闘が爪到し ｕￇ ｬ ｴｩｾＲ 純と防火 ｍ￮ を乙川、＿こので ｩ ちろが延焼限ｬｽＦＺの術大と Ｗ 象 Ｑ 問しない ｊ ｉｾ 火に

依って防火ｩ｝ Ｍ ｉ 詰Ｚが ｩ 昆高 ｌ し ｪｾ 需に消火機能力［ ＧＱ ド ｲ［ｩｾＮ に減退し風 ｉ ＺＦｬＺのＳＺ ｕ 、 ｦ ｙｩＭとなＡｊ訟にあの大火

災になっ Ｑ このである。 Ｑ 月静岡の火災の原悶は小屋が火元らし〈それの Ｇｩ ｬｾ 火に依って蹴大

しに様であるあの依の匝l或であると防火の方法等 も必lii 't ¥・の際と同様なお: 路を JI I ( つに事と想

像 する のである。それでこの様に火災の: I 1 1li 大されに場合のE注目ーとレて先214へさせられる事

は消火と防火と 言 ふ問題である。延i焼7完I r.匹吉

の抗篠 ｅ 大し ｦ仁こ Ｑ場蕩合は如何なる方法に“依ミつて之を ｕ防方 Ｑ止 ｌ 二寸るかと 下育言号守 Ｍふ Ｗ事 Ｑ存手初力が ｾｕ 仰問Ａ日河 Ｑ｝ 也である。

現布に於ける防火機付 ｩ では如何とも方法がない ｾ ［ ｩ ｩ に思 ｬ まれる。これは従 Ｔ 屯から ｩ 徐 ｢ 消火

機関に頼 ｢ 過ぎてゐて燃える ［ＩＭｊａ 勿に約しての方策ｾ凶てなかっ Ｗ こ事に共のＺ主 ＱＺ る Ｏ｝�｛ rJ( 1があ

る様に思はれるが此陥では第2第3の災害は漁期し得る事である。

ｩＧｩ￭｣ に今此ｾに考へられる防火針策としては

1. 都市の建物は耐火建築にすること

2，地物を利用して延焼を遮断すること

此の Ｒ つの事柄が常 識的に ｉｈｍ ￎＧＡＡ｜に停かんで氷るのである。 ｲｾＧ が然し建物を全部耐火建築

にする事は正 Ｇｲ 想的 の火災防止の根本策でゐるが今日の我々の例人Ｊｾｾ怖では到底賀現不可能

である。現 在に 於て は都 ￯ｬｩ に依って重要なる ｬ［ｾ ， Ｉ Ｚ［［ｸ を指定し絶別耐 火の防火建築をやらせて

ゐるが l つの方法で めるが之れと ても只草に地附の上 に赤色で塗りつぶ して 居る 以外に は
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出てゐない。最近に於ては都市防空の必要から準耐火の建物でなげれば建築する事の出来

ない都市が出来しかもこれの建築に釘しては柿助金を交付して助成し得る道を構じてゐ

る。防空は勿論火災 ｦ 象防 ｊｾＮ からしでも各都市に此方法を講十る事は火災防止に Ｑ 討する第一

義的の問題であるまいか。

ところで地物を利用する方法であるが之は緑地帯とか街路に依って側商的に火災を一部

分に於て極限する方法である。之は国想、とする所は院i l I s 聞な緑地帯主? 設げるか或l主非常に

成い筒路 lこ依って延焼を防止・ぜんとするのであるが之とて大火災に於げる飛火の距雌から

判断すれば第二次的な 意義以1 : . ( ま持って居らないし今日付I 研究を要する事柄で あると思ふ

のである。とまれ此虚 lこl函館市の復興計警の根本方針を紹介し災害劉策への他山の石fこら

しめ? こいと希望し此滋に出撃をも顧みす・筆を起し? 二次第である。

l函館と火! え

F8列企画館は火災の都i ' IT と謂はれ てゐるので有名である。その火災に依る災害は| 明治一一ー

大正一一ー昭和1とかげで敢度え火災に襲はれ共都度毎に都市の大学を烏" { ' f に蹄してゐる。殊

に昭和9年3月の大火は閥東大震災に次ぐの災害であって焼失家屋は2寓戸に1 - . 1) 3千徐人の

死傷者を出しに惨事は未? ご記憶に新しいものがある。

この火災の多い第 ｬ の原因として建物の構造の黙と地 Ｎ ｉｉＧ ｾの影響を 恕げなげればならぬ。

同市は吾閣に於ても維新首時より知られに貿易港で ゐって現t F . に 於ては北洋漁業の策源地

である。主として海産物1 ) 集散が都市の経摘の大部分 を占めで居るのであるが斯んな閥係

から之等を貯滅する倉ｊｦｉＱが割合に多いのである。この倉庫は殆 ん ど全部が石出主かＺｮｬｾ 瓦浩

の不燃賀で建築されてゐて之に附随するを1: 宅等も不燃質構造'のもの が桐首多い。然しこの

不燃質構造の建物の在る医域( ; J : - . 定してゐる形であって大部分は海運の便利な海岸に近い

所に多いのである。その他不燃賀の建物の集関して居る所は市の中央部の路線式防火地阪

の中t: けであると槻て良い。この不燃質建物区域を境 lここ|じと南に木ili 建物Jの区域がある。

木造建物の殆んどが木浩下見板張の構造のもので民知: 造りの家が非常に少い 、累年火災

に遇って被害を象る所はいつもこの木造建物の医域がやられてゐるのである。昭和 9 年の

大火の時は中心部より東の方に芥ーって木造建物の多い部分が全械しにのである。共他のj京

国としては地形の開係もある。 l函館は割合に年中風の強いPJi. で9*に各は西北風が強 い! 欠〈

のである。これは西北側と東南 ｬ ｦＡｬ ｬ とが海である関係と それに 市の奥行が狭いｾ［に遮切るも

のがないので風は吹通しになる。これが非常に火災の延焼ｾ手陣ふ事になってゐると思は

れる。叉季節的に見て夏季ょ b冬季に火災の多いのは何んと 言つ でも第 1の原因は暖房小

火の不始末である。北海道は比較的薪や石一炭が盟寓であって、主主問の脅↑ 員; として何庭.7) 家

でもスト ープを備付げる。下j杏階級の家でもストープを全部用意するのが普通である。そ

れで 11 月より 4 月迄は暖をとるのであるが、この外にま t 3f:iJ遣を掛げるから自然的に家中

が非常に乾燥する事になるわげである。火気力Ｚ多いのに建物が斯ん Ｑｾｭ｜ 態なので一度失火
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すると 雲の中 で も忽ちに延焼する事になる。

普通雲の 中では火が延焼 しない様に考へられるが事宜はさうでないのが多い。それは屋

棋と 周園 1); 大低少 〈周囲な どは建物刀高さの字分位である。これは屋根に 雲念 上げて置 〈

と荷重の震に天井が下っ て戸障子力;開かな くなる し家の中の暖かさの閥係から自然雨漏も

す るの で 零を下ろすのである。又周囲は家が板張りの局 ｬ こＷｋが浸みて来て ｾｉｾ 紙を汚す恐が

あ るので退げ るのである。こんなわけで零 は多い割合に防火曜の j刊を鳴きないのである。

殊に融雪期である 3. 4月 頃 と か 11 . 2)=J 頃は火気は多い し建物は乾燥し切ってゐるから危険

此の ヒもな い と云ふ欣態になる。 ‘ この外一般火災に 1'-i する概念は l尉る敏感ではあるが徐 b

に 繰り返へさ れ る火災に依る被 ｾ￰ 干の矯め 、 どちらかと 言 へばあきらめを持って居るらし〈

「建物 は焼げるもの J e 言ふ織な気持から建物も比較的粗末なものを匙てると 言ふ 慣習に

なって居る し叉焼けて しまつにもの l二割する 執着の念が少い様に思へる。聞東の大震火災

に遇つ? こものは地震に敏感であると問機火事の被害を屡々被ってゐる市民は火事に謝して

は非常に敏感で あるのは必然であるカ: かうるあきらめの震か之に制する建物への根本針策

を等閑に附して居つにのは年はれ 1;' い事費であつに。

復興計- 霊の慨要

ｬ 函 館 市 の復興計撃は ￆ 軌を防火当社策に置き都 市 百年の計 ミ ｬ Ｇｬ［ｾ樹てにものであって 地 方都

市 としては非常に属大なるものである。内平手に於ては一般市医改正の整班計事: と 11趣きを

異に してゐる。市も我間最初の試みであると稿へられてゐるグ リ{ ン ベルト 計察、防火地

阪の設定、 ぞれに幹線問路を交叉せしめ? このが此復興計書の ffi: 要鼎である。グリ ーンベル

トは巾 員55米のものを整問地院内を 5 分割し? こる{ 立置に設り 、 それに 巾員 36米の幹制道路

を交叉せしめ之に配寸るに向路線式訪 火地区を l t 央部に設定し? こ のである。向之に公開の

配置は適首な件.置に散1 .Eせしめ共H¥i に不燃質の公共建築物を配置して手色濃J方火設11J1] を刊さへ

Ｗ こ計事なのである。 ｊ ｌ Ｑ 也計 予柱内 ｉｕ ｾ は慨して院＼ t主つにのが共の何色である。 f作何t町Jlt路持の大古剖部|日l分

は 11叶対米と以以、卜r_のものにしてあるの lは立 j地也方都市としては珍らし〈し、 乙れは火災時に於ける 1消肖 y

機閥の活動に{ 使E 利であるばか bでな( j 泣U現刻刻Hに1封すする安全 Iド|ド附'1生l七:をを?巧{地古也:し?七こも ので dあbる。

整理方: i : - I

以上Ｎ にますする計書街路の施行と ｬ 瓦域内整 ｦｾ｜ の方法であるカ［ 120寓I干のr6' ;i 1屯なる広域のほ

興事業はー ・地 方 都市 に於ては到底地行問主11ｾな ものである故 、 事業貨として凶I"ii より約 120

高 闘の怖J) J にf:f{ り5 ヶ年j ( ¥!の櫨椋事業と して、施行する 三日ーになっ? このでゐる。 k:! I 1! 司に克つ

て はｾ域内を Ｑ Ｐ 医域に分り Ｑ Ｐ の 医剥 Ｓ 差別組介ｩＢ設立してこれが事業を施行し 市 首局として

は外局として復興事務局を設り事務の統括並に帰等監'1まに首らしめにのである 。昭和 9 年

ＱＰ 月 曲矧復興第 Ｑ ＦＰＺ劃 ｪ 整ｾＡ日 組 合の設立に純き以 下 Ｙ 組合の設立認可ーに依り事業 ｊＩ 法目立が附［

定 し?こので あるがこ れ よ り先災害直後、直もに地区内質; nlj l立北海道忠l及市ih自係に 於 て拍ん

ど完成 し設 立 と同時に換地設計 に着手し にので ある。各地I瓦花ri砧表は次表の通 bである。
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幽館復興土地匡重整理組合各地直地積並一般戒歩表

ま也 l d J.i IJ 換 地T象定地地籍 減歩率

耕地一様獄 理 法 第

十該 'R; 第地一 籍J1l: 
十該 一営保第地二項符 冷 歩率

7中 坪 坪

第一地区区輩整理組合 97.305. 32 86. 584. 36 0. 1102 18. 137.00 29. 382. 00 0. 620 

第二地恒J . l l i jff 笠 理 組 合 83.219. 74 72. 272. 84 0. 1315 33. 550. 00 35. 263. 00 0. 497 

第三地版位4. 笠 d与 64.288. 68 56. 924. 26 0. 1145 28. 425. 00 39. 991. 00 0. 407 

第四地回 ｾ� ｕｾ ｪ 主 4会 66.574. 24 57. 375.64 0.1381 27. 737. 00 38.31 1. 00 0.381 

第五地区民i i l : ?- 77. 736. 96 67. 555. 56 0. 1309 24. 616. 00 37. 240. 00 0. 513 

第六地 庖 医 重 ?- 72.416. 84 59. 250.63 0. 1818 20. 006. 00 36. 273. 00 0.813  

第七地隔医i l I :
多

146.079.41  113. 059. 87 0.2260 21. 319. 00 81. 060.  00 2.802 

第入地 版bL6主主 多 66.812.25 57.367. 43 0. 1413 5.266.00 31.387.00 4. 960 

第九地 ｬ 沌 ｉｾｴ 盤 d与 93. 286. 42 84. 559. 17 0. 0935 6.8 14.00 45. 349.00  5. 655 

第 十 地 磁 区 霊 4会 201. 268. 40 158. 785. 78 0. 2114 14. 197. 00 85. 342: 00 5.011 

合 969. 088.26 813.735.54  0. 1603 190.067.00 459. 602.00  1. 418 

第

換地決定と建物移締計聾

主交

換地設計とは一定の規率に 依 b従前の土地に謝する按分底Jlll であって医劃整担Jl事業 中の

平岡作業として最も 重要な る事柄である。

換地設計も昭和19 年 12月末 より翌年にかげで遂: j (:Wi 捗 し?こ l攻、 その設計ーに基づいて建物

移榔の計査に着手し＿このでゐる。首時既に地区内には恨建 築が ｬ 寓棟以 ｉ ｾＮ に 注 し て居つに

ので砂押を要するも のが6000棟以上を算するに至つにのである。

函館復興土地匿塞整理組合各地匿内建物調査表

叫 加 ] I山 i 内 認 l 間 建 物 内 探 | 備 考

安珍 F耳建物取富士不要移博棟歎 木2主主ll :物 不燃質建物

第一地区 645棟 296Hli. 349棟 294j 'Jl( 2似 不燃質雄物 ト

第二 地 胤 739 190 549 185 5  

ノ、重石義 造煉 Ｑｻｾ 盆
土 l

第 三 地 以 1.20-1 600 604 575 25 i餓筋 コン ク リ

ー ト逃餓' 自治

第 四 地 版 985 543 442 )36  7  ト月

第 五 地鼠 1. 331 946 385  935  11 

第六 地 民 1. 136  80o  330 791 15 

第七地以 2. 018 1.349 (169  1. 33[1 11 

第入1也弘.， 933 778  155 777 

第 九地問 746 317 429  317 

第 十 地 以 701 424  277 424 

合 言l' 10.438 6. 249 4. 189 6.  172 77 
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幽館復興土地匡塞整理組合各地匡建物構遁別調 第 3  ;J覧

| 地 区 別 I鰍 歎I木 造I土 制i硝 I阪木骨港I石 造ー|い，石j ( 骨途||木: 賊; ク筋リi断と( コP  

7' ロツ

主総骨造 コン夕 日

ク溢

第一地隔

判6 j 4

3  
.  .  3  

.  

第二地極
8  12 

.  .  
13 

.  

第三地区 l 204| l m 4 8  17 22 2  2  49 6  

第四地区

期 |1 叫21 3  

8  .  8  
.  

12 
.  

第五地区 1.331

1  

1. 292:  7  
8  

.  
12 

.  12 
.  

第六地区 l. 136i  1. 108!  5  6  
.  

15  
.  .  

第七地区 2 018|1 1994|  !  3  
.  

13 
.  

7  ... 

第入 地庖

i;;j: 

.  .  .  2  
.  

第九地区

.  .  .  

第十地区
.  .  ?  ・4

.  

合 計

1. _  _  __  

10. 438 10. 085 97 48 3  3  103  6  

要 移 韓 建 物 用 途 別 線 数 調

用 途 秘 .);11

l 要 移 抑

制{ 数|野咋雲監=1延坪数| 持品

?。 土予

{主

よ時じ+  

2. 487 40. 877 53. 706. 71  21.59 

ア
2 、.  

ー II IIl O  910. 13  82. 74 

下 宿 屋 12 197 425.
1
6  35. 43 

1a 百
医 22 362 l. 040. 45 47. 28 

商 j占( 主 トシテ小間物持E4勿〉 l. 505 24. 737 43. 415. 14 2g. 85 

燈 草 3迂 j占 230 209. 71 14.98  

SL lJil' J.!i 20 339 3' )3.20 19.67 

ク リ = ン グr.¥i 13  213 391. 08 30. 08  

総 正也
)9I  6  098 155. 50 25. 92 

市
1もう 5  0. 82  637. 94 127. 59 

氷室言:t ll 主〈阪支出 7 含ム〉 4  0. 66 146. 50 36.63 

音 合 22 .361 572. 60 26. 03  

イ七 ｾ＠ tg 29 476 1. 278. 91  

材 木 }呂 558 928. 63 27. 31 

指 物 製 :盆 J占 145  2. 383 22.8fi 

製
*J  

:r. j a  10 164 61 1.30  61. 13  

機 t戒 コ: ヨnノ， 29  4i 6 1. 022. 67 35. 26 

大 コ: btf 13  214 339. 48 26. II 

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

4  

4  

制ii

ート 滋

.  

.  

.  

.  

.  

.  

9  
d  

2  
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而して此建物移特は復興事業中の立時作業の第 l 階梯でありその需には移椋に封する各

陣の計聾をしなりればならなかっ? こ。この移神計聾の適否は事業途行と最も重要なる開係

を矯すのは勿論である。

移鞠計撃の原則は土地の異動を主閣とするのである。即J奥地にませしては最も合用的なる

建物の移動を以って理想、と すべ きで極限的に従前と 差異のな い事を要求する のである。叉

計置の重要性は草にそれのみにあるばか b でなく一方経怖と椛援なる連鎖があるので劉外
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的には事業の進捗 lこ随って他の障碍となるべき開通も自然環生的に起って来るわりであ

る。それで この計重に就い て第ーに槻察すべき事柄は共の建物の持つ構造と業態の機能で

あっ fこ。普通一般的D 建物 iこ就いては左程でもないが .特妹的な用途を持つ建物にきI しては

相首考 l置を要するものである。これ等の建物は構造 1-. ¥こ叉業態に於て底冷法令の埴月1を受

げるもの であ るが砂押後に於ても法令にほ綱しな い椋ーになす事は勿論でゐるが、叉批!: 命生

許可上必要なる純設に到しでも治詰なる底置をしなりればならぬのである。又一商建物砂押

は復興事業粧怖の大部分を占むるのであるから最も経術的な計百iーをしなりればならぬのは

論を倹fこぎるところであるが、 これは主として技術的の問題であって、移轄すべき建物に

劃する工事方法如何に依るものである。即ち移 時 計 千 ｾｾ ・の要締 は 主 ｊ 外的 ｬ こは事業 、 ｄ 闘滑な る

進捗を目標としN 内均には JT主少ru{度経T f f YJ 工法なるべき佐保n とするものである。建物移

特経質は建物修時怖f' i t 究と休業倒fiUt 共! 也を合なのであるが その 内大卒を占むるものは建

物柿償資である。この建物 ;ilH' L ' t 貨の算どは I打首.fif f交を要する ものであって、共内最も厄介

なのは柑 ｈ 立貨の算ど基本をどめる事である。この算 ζｊμ 足Ｚは ｾｴｦｦｬ｜ 市に於げる常時の Ｗ ｩ ｉ 態に

於ての物償並に労賃のf 均' [1'1=5:' 1*るのであるが貰ー際的には災害j 也に於ては常に此物{ 質カ Z一

定しない放に之れが算. i : 必従決主 lこはHl ' &! ; 閃wl f : を1 ' 1 ' ふものである。これは一般災守地に於

ての一時竹現象でゐるがそればか b でなく物の需，他胡係にて鑓動力; 烈しいのでこれを定め

るのには慎重なる考慮を必要とするのである。何放なれば若し此算主基礎に訣を生じ? こ控3・

合には思 はまる悪影響をけ返すばかりでな〈事業の根本に躍朕を生す' るからである。叉診特

工事 に 到 す る ｬ つの進捗方策としてこれを高ｾに定める事は手段ではあるが遡首なる時季

を見て常態に復すべきものである。

この外に針外的 lこ聞係、あるものは附帯事業と 気肢の開{ 系である。附; 常事業施設としては

交通機関 、 通信機湖 、 水道、五 ｪ 折、地 ｲｬｬ 電ね Ｚ ｪｾ 等であるが之等は Ｍ Ｍ Ｚ ｬｪ 訂化合生活 ｉＭ Ｎｬｾ 於て一日

Ｗ こりとも ｾ￴Ｈ < 事の出来ないものでゐるばかりでなく中には f6: 冶をl ' I o j 、事がゐるので此等、D

移設に針しては後め関係首局と特接なる連絡を要 するのである。 三たは気1! 芸の14討係であるが

共 都rll に於ての雨 j倒又は積雪、2E祇等l " 調干Fしなければ事誌の質施に詰って思はぎる附碍

となる事があるので定分の考} _ ; ，' i i : l" ］ｴ ｾＱＱ＠ ｾ、必要は勿論である。以 ＱＭ ＮＨま移 ｬ 隊計智正釘する 一 般事

項に就いて略記 しにのであるが、事貰 k の事務系統としては可成俊行[ 多l岐なるものであ

る。 此駄に闘する組織と系統を準げるならば次の如 〈である。

i  ( 1) 現地jJl IJ 奇i 平 板 羽 1f

I  計書準備 t  (2) 建物工作物現 11網干F
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I  ( り 建物布Il 償

III fll H:賞金算定 {  ( 2) 休業例区f

I  ( 3) 動産1 oH賞共 他

I 百十葺準備

(  1  ) 現地 問IJ 量平 板調脊

これは最も 重要なる基本欄存であっ て 各 プ ロックを ｾ .l!ii {1i. 阪城 とし現在に於げ る‘各積の欣

況 ( 地喬道路測溝 工作 物〉 名手を平板とに作製する のであ る。

(  2  )  建 物工作物現形割安.

現 11予測量 i盃! に依 り建物工作物を貰捺する のであ るがこれに依って計聾原|通凶 作製する の

で 建 物 平 面 、 構 造融 自 ｉ ｊ を＿可及的精し 〈 制有するも の で若し此 ｗ ｊ ｾ ｜ ｴ に 桜 りがある場合 に は郷

ては復興計霊の宜施主? ば不可能なら しむる のである。

II 計聾

(  1  ) 移時群割

建物の移綿は蹴範 Ｗ よる 地 区を ＿全 般的に 一時 に 拶 ｾＨｾｊｉ［ す るｾ ｊＧ［は不 可能であ る 。 放に一区域内

に 於て移特 し 得べき建物 閥 係 Ｑ 祖 国会換 地と 針 ＩＡ ｾｻ し ー ｩ 品 ｼ 約 ＴＰ 棟 ｦ 立を単位とし Ａ 的 ｬ 手 ｼ 到 に 劃 して

割宛をなすのである。こ の移脚群害IJ に於て注意すべきは可及的j江崎、通路等に跨 らさ' る様

に制兆すべきであ って之を考慮せき' る; 場介は jlHiri にlZT して迎物が必要以上に澗倍して交 通

上に相首な障 碍 ｾ Ｚ 出ます 結 果とな る のである。

( 2 )  移特順位決定

( イ) 他群に到する 11闘枕

1洋と群とに於ての11阪iJ'l : {t> J t む、る事・は“ -1洋に於りる単位概数が多L、話に此11民位決定が泌切

でな い場 合は移特質地に際し思は玄る J見高Lを生じ場合に Ikつては辿物拶* 拘 :不可能 とさ へ

なるの で、 換 ｩ 也 闘係に依 り 止むを得な い 場合であっても後めよ血 Ｑ Ｑ 手 共Ａ也 ｭｬ 図の ｾｫ 況を考 ｬ 必Ｚし

宜際の移特に支障のな い事 {e見悩め 、しかる後に決定する のである。

( ロ) 移騨 群内に於げる順位

同一群 内 移怖 に於げる順位は連続的に順次建物j の診紳 し得る事であって先換地主地 に し

て質施 に支障なきものを第一次と して定 な るのであって、来i し換j 也に 泊世; 1;' るさき地な き場

合は建物の構造営業等を考慮 し此挫物を して一時現地 を撤去せ しめ空j 也とし第2、第3の順

位を定め通話なる 時 季 に復位せ しt J る 方法 を保 るのである。

( 3 )  移紳エ法i決定

この工法決定は移時計ヌ1: のrlJ 隔をなすもの であ って又芭 接的には建築の工費 及所 有者の

11LI人経 怖に甚大な閥係 をれするもの である i伏建物のJII，態を悌w. にう汚告を し決定 する の であ

る。 ーたに共工法の師類 とし ては c'j， の如き もの があ る。 J1jl も

( イ) 曳 方

現 在の建物を そ の ｊ ｉ Ｉ｜ 態にて曳方移叫するも の で あって 、 最も 縦 ｩ ｹ Ｚ ｩ ｦｦ ｬＧ ｾＱ ，よる工法 の ｬ つで あ
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るが質際に工事ぞ進める場合建物の構造を充分調捺して曳方に支障なさ様な工夫をする必

要がある。

( ロ〉 曳方一部除却

現存す る建物が共位曳方工法に依って移ql J ! J し雌き場合は、一部を除却し磁飴の部分i : ' 曳

方に依り 移1博するの であるがこ れに劃しては| 徐却部分の位置に恨撃なる注意念する必要が

ある。何故ならば除去IJ部分が動産移特に関係する事があるからである。共他は建物の粗悪

部分ぞ可及的に除去する犠にするのである。

( ハ〉 移築

順位の闘係と現在建物ｩＺＧ Ｑｾ 平瞳し換地に共催再築するのであるが 、 不粧情なる工法であっ

て地形の閥係にて曳方困難なるもの叉は他の工法より本工法の方が粧簡なる場合等以外は

可及的に 此の工法をilli< るのがよい。

(ニ 〉 移築一部除却

建物の構造又は周囲の欣況よりして- i 1 I I 分を除却し成立会主? 拶築するものである。

( ホ〉 一部除却

現在建物を単に一部除去pするのみの工法であってこれは他の建物をして不要移蹄とする

場合にも底々探肘される工法である。一部除去Pに依り 珪i徐の建物が危険の版れある場合又

は業態に於て著し〈道具i : ' 生子る時は考慮を要する。

( へ〉 特別移築

現形建物の商積を縫更せす' 換地へ砂築する方法で他の工法と実る鳥ll は原: J l予を鑓へるが全

胞の面積には鑓化を生ぜしめないと 言 ふのである。

以ヒの外向r . 1J 断工法があるがこれは移陣せしなべ事態物の換地先がささ地ならざる場合又

は道路等にて支障ある時でもがJ現在の建物をi放去して現地主? 空地となす必要がある場合に

用ひられる工法にして此時は止むなく現在の建物を一時曳方叉は解置にu ' O 他へj紋去し移

脚を 中断するのである。

本工法は移築工法中最も不経 ｩｙｾｦ なるものであるばか ｢ でな〈 中 断長期間に亘る場合は材

質に鑓化を生十るを以て辿物の刺衝なる毎月li えはJ巣地設計 J二に於てよ上むを得5 る場合の外

は用 ひき。るを得策とする。

( 4 ) 工事 日教の算HI

築物移特に要する日数lま各々仰|々 の建物に就き宜際所要日教を算出するのを原則 とする

復興事業の如け外事寸べ判ｾＨ数多〈叉構造Ｇ多様なるものにありでは事業の性賀川防 ｼ 々に付

7象定 日教を決めるのは不可能であるが一般的には普通木造建物にして業態に於ても悩めて

普遍的なものに針 しては綜合的統計よ b算出 し? こる数il!{ に伏って決定するのが普通であ

る。 し か し 木也建物に於ても桃浩の大なるも又は石造 、 ｾｾ瓦ｩＺＱＡｩ等の不燃質建物に封 し ては

各工 法に 依り 賀 際 日 蚊を算ＨＱＭ Ｇ ，するもの τ ある。又浴場 、 ｩ 祈勤務員削特 Ｗｾ＼ｉ ， 場等の建物以外に
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附帯設備を有するも のがあるがこれ等に就いては共附帯設備の内存を詳細に調夜し所要 日

教を算出するのであるが然し一般的に工事日教と 言ふものは次の如寺 内等より成立する。

I也院 名 | 鰍 数 l 一 一一 工 法 内 議 |  

奥方曳， てお Ｍｩｾ じ冷却 ｩ 移築 ｩ 移築一部除去 ｐ ー古 ｩ￭ 除却 J七 他

f 械 l1 線 ;;

ｾ＠ヨド

u

z

-

F

M

 

要 移 鱒 建 物 工 法 別 調

296 

190 

600 

543 

2  

3  
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( 5 )  工期決定

工期の決定は移特順位と筏接なる関係があ ｢ 叉その 常 設 ｩ ｩｊ ｾｩ ｩ ，主をＧ も ふ 汚 ｬ 色Ｚする必要がある。

殊に替業に浮動| 企ゐるものについては事季に於て移時可 能なる もの或 t. 1 夏季を泊首とする

も の等がある 此 鞘留意 し なげれば共貰施工事に非常なる影響Ａｾ及ぼすもの で ある。
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1IT補償金算定

(  1  ) 建物有nm:

災害地の復興に開する移時工事中木項が最も 援要な級幹をなすものである t 言っ て差支

ない。質際問題としては共土地に於ての物f出立に持賃の平均償絡を調査し夫に工法日数等ー

を掛酌して定め fこる係散を基本として算出するのである。 ヌド:事業に際しては調脊の結果木

造建物に針する有| バH金算定の賓例を示せばーづくの虫f I < である。

叉不燃質建物叉( ，1特殊織法の建物に就L 、ては賞費計算に依って之を決〉とするのを普通と

する。

( 2)  ( 3)  休業対に抗議共1futilifW

移 j1害 事 務 m I 捗 珠 ; ; L :t< 
第 11 決
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休業開償は共Ａ占舗に於げる常時貰 ｴ 金額及び夫れに従事者 数 Ｗ え共 Ｚｩ Ｉ［ｉＩｾ 態等を基本として

算出するのが普通であるが動塗有I l 院は普通往復運搬賀' を宜際 lこ主主主するのである。

以 j二の諸事項を綜合的に汚 l台、し移梓開始と 言ふ段であるが而も共工事は昭和 9 年 12月よ

り昭和 10年 12月末迄勾 l ヶ年間を以って全地区の移料{ 計霊そ完了寸べ〈後定し? このであ

る。

然るに此n日に於て昭和111年の秋北海道地方に於て秋季陸軍大慣習俗行の珪表があっ? この

である。放に首局としては本復興事業の I1犬況を紹介する絶釘 D 開示? である主言ふの で事 業

進捗に拍車をかり是非共夫迄に完成する漁定{ e 樹て、計・査の 丙共同を断行し? このである。此

結果見事橡定を繰り k げて本事業を遂行する事を得fこのである 。

移特賞施

移特質施の期日は大 Ｑ 曹に於て Ｓ 丹中旬ｾ以って開 ｾｦ￬ｪｴ 耳目と定めてｪｊｲ行し＿このであるが、

まに雲も桐嘗あり寒気も院しいので j判官; の囚維がfl さつに のであるよl、トーの如き関 係から 4月

の融雪期を待って各稲工事が一向に開始されに常に色々な問題が一度に惹起し 7このであ

る。即ち移轄に附随する附帯工事の瓦j町、水道等の工事は比較的寄与易であっ fこが電車軌道

や地中高匪電線等刀ｩＱ ＱＧｾ ［ 危後を伴ょ、工事は橡定通 ｢ 進捗しなかっ＿このである。その ｲ� lこ梅

雨期とな 91mもなく 12月 となり外業不可能となると言つ? こ好i ポで賞際の工事問1111は 4 )'J か

ら12月迄の 8 ヶ月であっ fこのである。か〉る閥! 系からして此仕事: 二従事する持働者も fi1; t: 

今{ 同であっ? こので色々と阻育英が生じ Tこのである。

叉移時工事に際しては自分の利条の筋に隣地主＿侵し＿こり或は叉 Ａｴｾｊｍ 十 の問題からして 他

人の工事を妨害する意味で故意に自分の仕事を遮征する様な事故は 11:
/
< あっ7このである。

殊に追込換地 tJ) 移榔の場合などは他人を侵す事は一得であるかの如〈分考5へ、勝千な了工- 事をを?  

する 1矯奇に謹 l仁こ共の一悶のE医王域 に於て紛f援憂をを?悶限; し了

ある。普通工事の場合は多少の遅延 l立大きな閲係もないのであるが此Ht な移料工事は次々

t 順次連領し而かも日限迄も定まってゐるもの は最初に於ての i主かの遅延も有後 iこなると

非常なる遅幣とな b延いては事業杢般の準妙にr ; - : J 響するのが常である故現場に於ては iritffi:

であるが親切なる指導監Ｇ貯を必要とすると忠ふ。向Ｇｾ・初本事業 ｬ ま 気候共 他 の 地方的事情 Ａｪ 等

の聞 係 から最初は漁屯の ｩｬｬｩ 捗ｾ見る事力 ［Ｑ ＭＱＺ ｜ 来なかっ＿このであるが漸 ｾ ｊＨ地方 ｉ ＧｩＧＭ ｊ 賛同が了解さ

れて来ると共に大なる陣碍もなく橡定の昭和 11年 8 月末には建物E多; 噂も完了し道路工事も

主要部分を終了し 、 グ リー ンベルトには樹木も部分的に移拙され ｾｦｾｾ 底的には外形ｾ整へる

に至つにのである。

本事業が僅か 1 ヶ年竿の短期間内に於て斯如き進捗ーを見? このは、世l待者の努力は勿論で

あるが夫以上精神的の激聞は秋季大演習御統此に仰京道遊ばさる 迫 j二陛下の首市行幸の

御率であっ 1: 事は忘れてならないと思ふ 。

昭和 11年 10月 10 日秋深き 北 海 道の平! 好に人演! 日伝御統裁遊ばされに
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堂 ト.陛 下に お か せ ら れ て は 殺 し 〈 復 興;1火山御尺覧のn本 i li ¥こ h 幸 治 ば さ れ1当初日小事 佼 屋 卜.

の 御 民望，事 Ｚ に御成 り ｩ え・ ｾｊＩ 首 ｩ ｬ ｩ を待ｉｬＺ遊あらせられに ￵ ［Ｚ［ｊｦＮ｜立本事業に批はる者と し て Ｑ Ａ ｜ｾ J-_の

光J業主，:，1啓する 次第である。

土ｾ， ¥油.

1( >1:1 nu  

以 ｢ 通 計Ｇ ｜￬ ｬｩ 復興事業も先成し ｦ こ のであるが ｪ 突きれ＿こる ｉＺｾ ｾ 剖は此新計誼ＩＩ［出， Ｑｔ の機 柿 ［｜こ如

何 に 反 映 し てゐるかと言」、事である。

防火 ｊ Ｍ｟ の 見地 からしては 他 動 Ｑ り ｊｦＳｴｌｾ 的には防火嘘 ｗ ｉｊ を整へＱＺ事で以前より は交 ｊ ｊ ｾｾ 的であ

る事 ー は勿論であるが 、 撃 ｙ Ｇｬ ょする 所 はよは ｊ 立に火災をして樹立 ｈ ｉ ＧＮｊ に防止 ｴ 百」、鳥ｾに荒黙が世

か れ fこ事 業で ゐ つ に のである。 本 質 的iW決 の 方 策 と し て は 現 布 に 於 げる 建 物の州: 浩を改む

る事 Ｎ である。 ｪ Ｇｪ ，＼Ｚて日 ｪＮｊ 火構造会主張寸るものではない。木と紙よりほる現在の柿迭はｾＩｾ気に

到しでも不泊首である。少く ｫ も ＧＡＺｪＨ は尚三 Ｑ とし外装ｾ 以 て之を相 ｮ ふべきである。累年に於

げる 火災 J ) 多 )..:. なる 1裁判: を 'fiみ る な ら ば 正 に ) L Ａ ｉ ｾ のー屯 に比 すべきでう互 い ては 建物 に到す

る愛着 心 の助成ともなり ｎｾ 々 ｈ ｉ 侠って完慢の効県を ｦ 告げるものではあるまいか、

最近に於て者 ｉ ｜ｔ ｬ ｩ ｰｽｪｑ のｬｉ Ｚ ｪ ［ 国よりして令官 ｩ ， ｾ ｉ ＡＧｉ Ｏｊ に者 ｩｬ｜ｔ ｬｩ ・ ｩｬｴｾ ＡｩＮ ｬｪＧＺＺ ｊ Ｚｭが出奔主して拷帰して出る Ｑ Ｑｲ

州 JL州北|勺に於て似|初 的 に も 将 又 1主 主'1りにも市要である /， ij"diに 於 て ー五Ij も 1，1 くJ 七時 1¥月プ}子IJ

ＪＺせん事を今史にｪＡｊＱ ｩ ｬ 品 ，｝ ＷＩ火災を契機とし Ｇｊｉ 時金行み切告する ｲｾ ｩ 以である。

';:ilee;- は大，t { . I('f!:ni1課 '(1m

日 後 下 期 業 績 不 良

討聖堂でＨＮｩ ￬￬ｾＪ と際 ｕ ｦｉ氏 ｬ により意想外の石炭合 ｊ 白貸し Ｑ ゐるので聞社 Ｑ ・ Ｑ 切の営業成総 ｌ ｬＺＮ

頗る泣討されてゐる 、 しかしで十五 H 聞かれに同祉理事合におい て報告され 1: 1  J1 米 まで

の管業成絞によれば、君主字( . i 貨 にl彪火なる数字を示し現在の状態におーいて は回目詰金支 1

1

1
1

，の

見込みないのはもちろん f'jt 却金支 Jド』も殆んど望まれな い状態である 。 ¥. 期決算は 2 3 の雨

月を浅してゐるがこの雨月による好調! 士絶望でめるのみならす、 さら に外図決対入による

莫 kJ;. る偵失が 1mはるので却って弘fとすることは必然でめる、同社では後送電合員t法によ

り Ｔ 分国ｾ，常の政的保 ｋ ｴＱ ｾ￭ｈＺ てゐるが 、 I 期決算にむーいてはいうじて政府保ii 査の限度 1: る4分

回目当 ・ ｯ 白カで行つ ＱＺ うへ、償却金も ￯ｏｏＡｊｾ［ 開計上し Ｑ :1) ;  1‘ ) 切にむーいて 1Ｉｊ 末よで の Ｒ 岩手 ｾｨ ｘＮ紋

をつ v げるとすれば政府の賃借は臨賞金約 1::'00瓜閲あーよぴ f'Kま[J 金 700 瓜聞に卜. 期並みと見

てＩ合計 Ｚ ｗ ｏｏ ，Ｇ 品闘の巨績とな，Ｉ 、 なほ今国外図 炭 ＱＰｬｩｾ［ ト ンの締入を行ふのでこれが Ａￆ ｫ な

る損失が決算に 1) 日{まるわりである 、償却をどの程度計|二するカ ・1 : ) : 不明でめるが、れとひこ

れをァ無償却としても政府気機 lま最低 1300肉闘はドらないわげで、 これに到し逮倍、大t泉南

省がいかなる態安をとるか頗る? 七凶されてゐる。 ( 2. 16. 朝日〉
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忠

ｾ・

盛夏 塔 ほ 台、
ー;)

ハ.，; 題

新 名 種 夫

一

過ぐる日曜日 の午後、大阪松坂匡刀，也、霊塔懸賞設計首選| 品l案民見合を見? こ。

既に『建築靴誌』 、 『同際建築J など にHHこも のを凡で 、 その低調さに失望を禁じ得な

いも のがあっ＿ こが、貨物 を見て ＭＭ Ｍ ｊｉ 督この ｊ 感ｾ傑〈せすには腐られなかっ ｦ こ。

』芥建設'力問的が、文部事慢に等主生命を? 婦げ?こ英霊を? ぽ! へ、; 00; 人讃仰の日棋とな すにあ

るの? ごから 、こ れは同時に古今未曾有の大事境み永久記念碑ともな b 、叉、! 昭和 lの時代を代

表する建築として 、 建築史上ｾ ¥こ特筆せらるべき性質のものでなげればならないのである。

この放にこそ、そ の建設費の募集は 1つの同民的運動となりその設計 |品1.7 ) 怒筑募集; 立米Tご

嘗て見ない全開民的閥心の下に行はれにもの であっ? こ。

我々は建築家として 、 この設計案が日本精;lir!I D 最高表現? こるべきこ主を期待し、新しい

材料と新しい構造法主によ る 、 現代日本建築が生み ｉｊｾ される抱灯のチャンスであると考へ

?このであっ1こ。ぞれ? ごけに 、首選闘案を見るに及んで、我々の失望は大き し 今 日 構造方

• • • • 
商では幾多の輝かしき業簡を訟げつつある日本の建築界の、 :な匠方聞の貧困 さをつ〈づ 〈

見せつけられ? こ感なきを得なかっ? このである。

我々は踏募困案 1. 700過の中 、ほんの一部である所の首選間集ほか 2.3のものしか見てゐ

ない。洩飴のものに如何なるも のがあっ ? こかは知る 11: 1もないが、もっと雌揮にして集制の

ある 、見るも のをして仰いで去る能はざらしめるといふ様なものが、首選案の 中に l つ位

あっても し、い様に思 lまれてならない。

僅か に第 3 極の佳作吉則餓郎氏のものが、 その単純索中卜さを以って村訴のノj 、忠霊塔とし

てーl慌の光明を投げかりで ゐ? こに過ぎ ないのは、何としても残念至極といよ、ほかはな い。

これは ー ー龍ｻ可うし＿こわ げであら う か。刷ＱＮＧＱＭば分離祇華なりし頃の懸 Ｑｾ 詰 ・選案の方が、も

っと理想を持ち 、少 < e も、 もっと進歩的‘ 革新c]句な情熱に溢れてゐ? こ様に思 1まれるのは

術者のみの i昨日 であら うか。

それ につけても考へられることは、こ の前古米曾イf の大事業遂行中の現在 円本に於て、

各方 Il'i iに限る 11副長停迷の訓予はー髄何廃に JJ j ( 凶があるのにろう o ｩ ｝ Ａｬ ｬ 凶 Ａ の興住の 儒 ｬ こ ｾ ｬｩｩ［ んで

前1
1に蹄 し?こ隼 〈も若い生 命、時を得て概花の如〈散っ?こ日本魂の押j輩、ーーー こうし1二死を

超越し悲 しみを超え fこ高度の生命感が、何れの1詰選案の何鹿にも見十uされなかっ fこのは、

銃後生活の 11毎院低調さと思ひ合せて 、返すがへすも残念の限である。

首選ｼ副案の何れを凡ても 、 な ｴｾｾ としての幽 ｬ 精霊隠さのみが設計全般を支配してゐて 、 主宇

叫針生の将来へl紫る高い怠誕の表現に乏し し 埼; に参持する人々は枇l間愛の高J誌を l巡十る

ｊｪ￭ ｪ に、ＺＹｾ翠ｾ悼む ｾｈｾｪ に のみ ｬ 出せられて しまふことを 筆者は選ふるのであ る。
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同じ合壌に陳列されてゐ1 : キー ;1- : 草地の記念培の潟良の前に立って 、 J占、霊塔建設の日的

の徐り に も 高 し 設 計 者 の 認 識のi漆りにも低いのに 寂実感i " すら禁じ得なかっ? このである 。

日住、肱 募 総 数 卜700 過に針し、我々の知れるものは首選案とその他靴誌に護表せられ7こ

少数のものに過ぎないのであるから、
こうし仁懸賞設計肱募集の常と し，て、筆者は寧ろ殻

表 きれない瑳蝕のものの中に多〈め期待と未練とを残すものではめる。株に 、
あれにけ索i

心に 、忠、霊培の民掘すべき将iilil ll (こ就L、て、諮問に文章仁 、:択 さ控築家群の指導幹1 J I t にらJf め

てゐ ｔ こ ｪ 手間博士が 、 間〈所放行 ｾ ｉ ｾ の ｩ 吹を以て、特に 恭平 ｆ に立ヂ＿はなかっ ｦ こことを Ｙ［ＱＱ るに ｈ ｉＮＮ

んで 、一 層 乙の感をi架くするものである 3

守 L
，、

今日 If 技術のE主要'1"1ーが日目埠せられ ーにことは嘗 て な し うと今日科! 支術といふものが判んじ

られにことも嘗てなかっ? こ様 lこ思ふ。

興豆車iの聖業i滋盆行の馬には、J赴よ臼手羽非|ド1 とも技J術桁の純

の局 lじこ:技支4抹術車苛i者の奮起をを::'1待4も守!i つとい」ふ、様なことカが: 、 あらゆる機令に、いろいろな人々の 円から

耳に? ここが出来る程に閉され てゐる。

成程技術者の需要は多〈 、技術品iJ i 系の皐 f，<:"(-:立l JJYはそ の卒業の l 年前j( 二、
既に干fi んど・7

の就職が} 象約されるといよ、現! I えである。

。 ｩ ーしながら、現 在員賓の ｲｊｾ Ｑ 床に於 て技術が ＨＱ すの限度に伶買されてゐるかと了干へば 、 ［Ａｊへ

方 lこよっては 、 今日程技術が馬民にされ? こことは嘗てない椛にさへ忠ばれるのである。 ‘

.  .  .  .  
第 一、政府の行ひつつある各砲の政策の根幹が倒めてゴ1"技術的である。いろんな統制政

策にしてからが、宜施せられて初めて、 それにぶつかつに技術者じよって、技術的に検討

せられ献陥が指摘せられるに 7えんで、結いて 修 i E が IJ II へられるといふ現1たである。

l つの統1111J がえが短期nnの 中 に 何 回 も 改 正 せ ら れ 、 叉i 1計111せられてゐるのは全〈この間で

あって 、
そこに多くの逆効果的な現象が減免し、統 ;!;IJ そのものの倒 11立をさへ疑はしめる lこ

立至ってゐるのである。

Ｑ つの原 ｉｾｊ に針する結果ｩＢ :l Ei i' {u( こ把握し、 官 ｾＷ 県を＿ ｾｉ［ 訴すべき Ａ 京 ｉｘ ｪＨ主 、 安市且粧間的な過 ｊｦＮ

こ 於てその ［ｦｌＲ 県に到達する ｩ 主主＿問志 、 主 ＱＴｊｦ 県 の ｉｧｾｾ［ｈ せられる ｗｉ ＡＨｉＨ立、 ｦｩｴ も ｭ 失の少い方法

でこれぞ除〈といふことが、技術の最も m要 な 使 命 で あ れ こうしにイ吏命i " 県すべ< . F.Jl I練

され 1: ものが技術者である。

にも 開らす、例へば電力統11i ! J の場合の女f I き 、 その根本問題の決定には技術者を参)111 させ

ることな〈 、
その失敗するに及んで、電力消1- ' ( 凶作J の 尻1式的役まIJ をのみ技術者にf ' I ーすると

いふが如きは、全く技術を殺して使ふも のといふべ〈技術 ｴＭ を Ａｗｩｾ んすＧること これより荏し

いことはない のである。

銭や木材やセメントの統11iIJ に就ても 、 技術者の分指せる部分は、 多〈は最も末梢的な後

始末であり 、叉計霊の破綻を摘縫する需の辻楼合せの仕事に油ぎない。
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技術の使命はもっとも Ｑ 悩拘建設的な方 ｉ 日 ｩ にあるのでめって、関市〔警ＡＮ ＭＺ ｾｾ遂行の［主火力 、 Ｈ J )  

1I I. I きは、ゑ 〈技術の消貨であり梢托でみると巧へるのである。

ム亡 、 ｬｩｾＺ ｪ ＡＱＺ特に ＱＱ ｾ ￯ＧｲＺ つこ と Ｈふ資 ｊＺＱ ; - ; ' : 般に沙って ‘ 生産 院ji r<' iの桁:賀、i'!: 、11i 併ドt ヵ:ヨモ< i"Ql; fJ 

3 れつづめる貼である。

今日多〈の工場に於て波術 ＱＱＧ に要求してゐるｊｩＮ ｾｴ 主全＼ｾｩｉｬ迎主義であり、最低Ａ立製品 の最

大量生産である。今 日の 現!I たがこれ金要求してゐることも勿論-i'i 'i守されないわけではない

が 、技 術 の FI的 UJ予!j. [.I j なものを迅iili に生l表するにあるのでめって 、非常 時局下 の一時的川

lこ合せ以上 l二、 何時 までも. J ll¥j主主義を持続する E いふことがあっては、技術の本質がこれ

を許 さない のである。

今日、 Ｑ 夜、 県を将来に ｗＡ 作する Ｚ じた州究への附 心 力 Ｚ 表へ 、 現賞 ｬ 二五 ｪｊ ＡＮｉｾ をＺ， ｊｉｾ め作る方向への

み、1止を号室げて話tみつつある詩械として、 151午の H¥町i( l n数 l幻ルレし、研究所の所凸は次第

に生産 工場 へ と 引 抜 か れ て 行 い

一 ・方 ｬ こ於て ｾｬ ｬ｜ ｩｩｬｩ 主義は現 ｊ ｉｋ 己￹Ｇ を得? とするも 、一 方に於て 1- .JlIlJを・ 1Sfj J に換へるべ

き高速なる研究をも 、こ れと:花行して進める 乙とがなくては、乙 の則r : uの後、日 本 は 段 術

或はその根底となるべき ':[:;1事の食休! を嘆かねばならない時機に子IJ j 主し 7μ 、乙と全保持し行

ないであろう。

同じ ft (i向 の l つの;衣れとして 、最近町j! 岱せられることは、 物の賀 にすすする皮術的判断の

無視で ある。技術が物 の質の 向 1-，｜こを ｕ 、て 、 如何に制加な努力を刊 Ｑ｜ ってボ＿こか Ｈｩｾ ，Ｑｉる人ぞ

狗 ｬ る。それにも閥らすＧ今日このｾＺ心 の 結果漸く到 ｩ 主し得仁川 Ｑ 賀も、既に生 ｊ ｩ 主 将司に於て、 五 日

に その配給 rlJ 介者によって 、幾多のロ ーワ{ ・ ヂグ リー のものに従質せら れ、而も そのやj

ｩｬ も公定倒絡の最高松Ａ準を以て取引せられてゐる現 ｊ ｩｊｾで あって 、品開の別はあるが、Ｂ ， ｊ -， ， 

品腕に於刀る品質の段附などは、質際の取引 lこ於て は全〈イlマ1: しないのも同級である。こ

の最 も中ー近な例 ti :>! とや摘に 見 ることカリ1¥米 る3

これに ますしては 、前人 の道徳 心 の猷除 ｩ＾ｾ Ｂ 測する以 前に、 公定仙術設ｾ｜ 二 関して 、 専門

の 皮 術的 知識を参ljil させなかっ? こ政I( fのi f 閉さぞ先づ' f . lむべきである。

これは全〈生産 技 術に於げる精特，:'I ti: の 無視で あ り、 「大ｾＺｦ ｪｬｬＺ 制的」時局製政治家の大 ｦｫｾ

ｬ ｊＭ Ｑ ｩ， 統Ａ｜￬ ｉｊ 政策 Ａ波紋の ｗＡ 天 ｼ は ・ー ， Ｑ こ誌にあるのでめる。政策樹立の根本に技術 ＺｘＧｾ 参有 Ｑ ・せしめ

よ。その正確なる分類と計算との恭礎の ＱＧ ， ｜二 、 去をての方策を打も Ｉ Ｇ ｪ｟ つベし。統 ｩｬｊｉ 問 ｾｩｦｦ の阿

ｪ 骨なる運行は ｾｦｬ ｬ 殻賠を主主 に見附すより ほかはTμ 、のである。

今日政I(.f は技術{ ' { . 不足のJi 幸lこ、辿成まえ育によって その榊 加を計 bつつある。 .J IIH主主義的

生産の促進が円的である。これも時局下巳むを得ないことではあろうが、一方に於て、最

小 目立伎の 100 書草分の l ぞも忽じしない科1の j E飾にして精利な州筑を、スその限度に正時な

似 ｦ ｬ Ｈ ｩＧ Ａ ￨ｬ ｪ 断を 、 時局的Ｎｊ ｉｉｈ 主主義の名の下 ｬ こ ｩｗｩ ｾ 耐する椋なＱｴｴＧ ｩ 向 Ｈ Ｑ 、 断乎これを 排 殺すべき乙と

を技術の名に於て: i 三院し度いのである。
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一‘

物資統制による， ｈｾ 、 十 の入手刻 、 ｬ 政人 の子不足による ー Ｑ ＩＨＱＱ の巡ｾ 、材 料、 ヂ¥i'.j 守r のfn与1-. i) 

-・・
から来る工事費の腕武等、建築工事に附して、施 :I: 七市 t1l業伐との1:¥1

1

，こは、最近いろいろ

な問題が起りつつ ある。

叫に 、官公署 ー では￭， ｦ ｾ 掃な契約規定があって、契約と同時に契約履行 の保詩金 主ナ請負人よ

り取る規定があるし、 請負契約 後 11諸物聞のm躍があっても、如何j なる事 ;li ' O; 技生しでも

不可抗力によるもの のほか、全て J M" 1、人の賞作に於て彪f I ¥! ，しなければならないことになっ

てゐるし、
又工期の避妊に釘しでも 一一 うとの割合でお}金力 q別主せられるよ年、 l l ihfiイ1可年かに設

)12せられ f こと言ーはれる規定が 、時局下の今 日も向、 そのいJ に泊 fl J せられてゐる Ji Jく態で、ある 。

これ λ 引こ附して 、 最近時局の ｬｾｩ Ｇｬ ｴ ｩＧ ｬＮ［ を狽羽して、 その Jl i. j，及ひの緩和方を ;i !i 負業 'K/J、ら W(

前してゐるし、 ＧｮＧ 憾の或方問｛では阪にその要求 の 一 一 Ｑ Ｇ［ 官舎零れて、 Ｑｾｾ 持金の撒版 、 ｦｩｾ ［ 局 の ｫｦ よ

Ｊ ，ｾ に約する 前 ｬｬ 負金制のよ合制ｲｴｦＮｾ認め＿こ向ちあるといふことである が 、 貰昨 今日の ｾｉ ｊｾ Ａｾ に於

て、事経設生前後に作 C，n 1二次号l'帯に J占、質仁 、工事を? 進めて行〈とし、ふことは、全 〈嚇P:}f.

Ｑ｜ Ｎ Ｑ の刻 ｨ 事であって 、 ｪｬ Ａｪ 負業 Ｇ ｦｩ￞［ 設 ｾｩｬ ｩ］ ＱｩＮ・の内存に従って契約しＡこ以 卜 Ｎ 、 あらゆるＡ様性をＧ忍ん
。. .  

でこれを履行するのが常然であると寸る侭米の，i i ! i H規定通に P L 4でく行き力、ねる多〈の事

'I il; に紡着するのである 3

従って、現場に於げるト ラフソL の!変数は時局前に数惜し、
こうしたトラブノ1 . . ｾｽ｜ＡＺｍ ￼ して

工事を進めて行く nには、
工事推 Ｇｌｬ｛ 手 ｾＧＨｲ Ａｊｬ から言へば ［Ｍ［Ｎｊ 時局的 ｲ ､ ｈＧ ｴｴ 方 Ｑ Ｚｊ ミ ｉｴ 日 ｉ ｊ に 巧 Ｑ Ｎ ＮｊｪＺ す る とし

て市!江ごL人の責任感は時局前より も却って- .R倍強いことを要求せねばならない乙とになるの

である。 この意味で、
この際 i米諸金を; 町長すろ とすれば、生1t 築主 (fti j(立Jj' pt  f!iJ によって前 Vt

人の す ｦ 任を間保すべきである か 、 叉 ｚ 事Ｚ婚主［ ［ Ｗ￭ Ｇ としては、イ ｩｾｾ 嬢 ｮ 月ＨＮ L て工事の正J i ' oi を71明

し、数多きトラブ Jしを解Uとすべきであるかに背しむのである。

言 λ 、 ｪｾ もなし工 Ｑ 引の遅砥 ｴ こして も、材料の 経更にしても 、 今日では、 ＷＱＱ Ｑ 負 人 の誠窓 に

も開ら子、時局がこれ を'i 徐院なからしめてゐる場合力: 非常に 多いのではある。

併し? ごからと 言 って、工事: の 技 術的E 阪と工'. j明の遜 ' :j ・とは{ 飽くまで請負人の主任に於て

なさるべきは、時局 F と同i も常然であ って、
これに到してはやす等かの 収でJ11負入力 ;1¥任 ?

執ることが赴ゴ Ｑ ，とも必 ＴＲ である。析し ￭ｾｾ 持金といふものが時代 ｾＱ ｜Ｚ 挟 ｦ ごとすれば 、 ＮＺｊＺ ＺＮＱ ， ｊＺＡｬ 後 ［

i背負業組合のねえなものぞもっと強化し て、 そこで責任を執るとか、 何等かのw任保持は作]

うしても必要である。

7マλ 、迄もなく '11' 公替の工事;iT負規定なるものが既にn引 に遮 1¥の もので あり、刊に今 11 の

如き全〈新しい統 ｪｬｩｬ ｊ Ｊｾｾ 州への過 ｩ 度 ｊ 聞に底すべくもないことは、ヲｴＺぅ ｽｾｴｾ Ｚ ￎ仏し得る彪であるか

ら、
乙の新しい時代にT起する% には、ゆくとも 貰費時) _ ; i ( に近い方 r｜ ｾｩ ｬ へ 、 これが検討修正せ

られなければならないと? 作者も方へるのであ るが、 それにしても 、 工事完成に針する ｾｾｦ￘ ｬ

業; 1 ) ' の責任保持の問題( 立、依然として残るものであると思ふ。
ヲ使 級者 ｩＭＩＮ 大 ［ｊＨｩ Ｍ ｩ ｪｾ｟Ｇ ＱＨ育 割Ｉ ｾよ 設ト忠良
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都 詩子

今、我問の建築界を見廻して、最も正し

い時流 に乗って、 目的の定つ にコー スを歩

んでゐる建築は、官胞の それに就いて云へ

ば、なんと云つでも: 甚伝ー符の建築であら

う。Tこfごに' 斤臆建築界といはす¥日本中の

どの方面ぞ見ても、この涯f言符の作t!?1程 i憂

れにものは他に見 ｲｾ ・らないように思はれ

る。もう古い活になるが大| 波野・ JWJ に建つに

rjl 央郵便局の脳会の如きは 、 その; 豆イ古学[の

，数ある作，吊の中でも最も優れにものといへ

ょう。この作品を過して見得る 、作者の、

精 Jlilll の盟J かさ 、技J 1j の確貰さ、建物の)I-]j 主

に針する完全なる ｊＺｾｬ ＮＱｦｊＱ ｲ 等は 、人川 の 、 この

世に於げ る 表 現 の あ ?二?こかさを感じさせ

る程のもの である 。簡単と いふか、省 111告と

いふか、 ともかく憎いまでに nl ( 伶て』が

行はれ? こ後に成る『民 JI lこ近い その奈は 、

正に建築が翠術であることを質読してゐる

ものといへるであらう。人々は、こ の建物

の去、側部に 、物足らなさを感じ 、或ひは 、

ｩ 主〈南からの望見に釘する ｪ 血 勢， ｾ ｉＧｾ 考慮 のｾ ｾｾ

如を感ゃるかも ｾＺｉｉ れない。然し 、 一度びこ

の建物の背後にまわって、 そのft 髄を、 そ

の部分を眺め? こ場合には、何人も全幅の賀

商 ｴｾ ＧｉＧｉｽしみはしないであらう。ヅくし、なる背 ・

摘、ひさしまっ? こ肉附き 、 その包守与するで

あらうところの内容を通じて、持に建物自

ら蹄動せんばかりの、m々 し? こ: J I針円は、 Mii

lこ大阪市の包蔵する汗，気その ものをー表現す

1'1 3 8  

の 玄 関

中 筋 蹴芳

る姿といはねばならぬであらう。特に、 -

Ａ ｀｜ｾ賛嘆 して おかねばならぬのは 、 その優れ

に外装の色彩である。何人が、か、る色彩

を撰搾決定 し＿こ か 、 ￮ｬｾ へて ＱＱ りふところでは

ないけれども、か、る色彩の質現は、剖則

的なも のと いふべきである。従来、建物の

外装の色彩は、 多 〈、淡色系か. 或ひは、茶

摘色系にきまつにものの如〈 であ っ? こが、

近頃にな って、建築家の色彩への欲望は 、

ともすれば、か〉る従来の慣習を打似せ八

とする傾向をみせて来てゐ? このであるが、

その試みは何れも失敗であっ? こ。こ の郵便

局の色彩は 、 であるから又 、 建築界の色Ｇｾｾｾ

への動向を l明確にし? こともいへるであら

う。判から 、 タまで、ま Tこ四季のそれぞれ

に従ひ、或ひは、天候の兵合に肱じて、こ

のタイルの表断力; 色々と色艶: を鑓へるあり

さまは時に井上前なものをきへ感じさせる ω

;東海道線の容は、列車が大|坂騨を1- 1 '， て阿へ

動〈と 、 この活物の美しさを充分に味はふ

ことが ｉｉｾ ｾＨる 。この建 物は、僻ＱＧ ｉＧ ， ＧｩＨ ￁ｪにある

列車や 、 煤煙や 、 それの，ｩＲ Ｚｾｉｾ 設 ｾｊｉ ｊ なる動き

と、よき ｾｊｾ ｊ ［ｦＺＡＱ ｾなすのみでなく 、 すぐ円の

下にある遮断機 ゃ 、 パラックや 、 少し ｾＡｕｬ

て杭? こはる数僚の 卜ー家や、運河や、 そこに

浮 く丸太や、訟には運1"J を行 〈古風な舶泊ci

とさ へも完全なる司麻日をな す。しかも 、 ど

んよりと陸つ七、大阪の空に包まれて、い

ささかの不調不11 をも示さぬ。美の原朗自T調



和にお〈ならば、この建物の如きは最も美

しき建物といはね ばなるま1 . 、。すべて、 表

現的環境は、常に作者に諮りかけ てゐる も

のである。

土地が、或ひは既に 人工の)11¥はつに土地

が、建築の作者の企l品l性をそそのかすもの

である。であるから土地及びその他よりな

る環境は、作者と φ聞に、互に作り作られ

る開係にある 。

その開係に於いて、土地及ひ' 環境を完全

に把揮しにこ の建物の作者に して、始 めて

か〈の如〈成功するこ k が出来? このであ ら

れしかもその把握寸ろところ の土地及び

環境を翠なる梅悶の一角としてでなしに、

大阪市を把短し表現し得? こ駄にこの作者の

功績が認められる。元来、大阪の空気、大

阪の空は、一般的な臼本の空気、日本の空 t

は大いに呉るところ のもの である。紳戸主

か京都主かの、明一色の都合とは逮ょ、主い

よ、黙を、建築家達は既に意識して、 その空

気への調和を求めて、建物外装の色彩へか

なりの試みがなされにのではあっ? こが、遂

に、こ の建物程の成功は見られなかっ 1この

である。こ の色彩は正に 、建物外装のー特

期を割しに。然しここではかつての黒御影

の建築外装への最初の使用も、同様の意味

で讃へちるべき 事柄であっ? こが、後に続い

て使用されに黒御影がその最初の使用者の

外は、その最初の使用者の如〈充分に生か

して使ふ事が出事す¥却って、拙劣なるも

のが多〈製作されに事を省みておかねば

ならない。黒御影でも、こんどの郵便局の

色彩でも 、貫は、 その取扱ひはなかなか困

艇な代物なのである。誰も彼もが、同じよ

うな定 ｾｊ くを以つでかかる企Ａ歯ｼをなすことは

制 止すべきではないげれども 、 それらの織

でに成功を期待することは 出来ない。

似て、この建物が、かかる美しい皮膚を

その注しき骨体、快き肉附きと併せ持って

環境と完 を なる調平 ｉ ｉ ｾ なし 、し かもその環

境が腕大なろ 、 ま＿こ前 ｉｾ Ｚ 芭 ｪ 楽寺 、 大ｼ夜可 ｪｾ 表

現するといよ、こ E に於いて、ここに 一つの

問題を考へてみ? こい。

我々は 、よ< 11都市の玄関』といふこと

を云ふのであるが、我々 のいよ、『都市の玄

関』は、一種どっちをむいてゐるかといよ、

に、通常我々の持つ、各都市の玄関が、果

して、正賞なる向きにあるかといよ、疑問を

持 fこされる。今恨りに 、大阪市の玄関とい

へば、無論、大阪牒に外ならぬのであるが

その玄閥としての騨舎は、普通、都市へ入

る場合の交通機関への玄開である。大阪市

を訪ねる 人々 は、 交通機関を捨てると 、ふ

りかへって見る事に於いて、始めて、そこ

にこの都市の玄関が発立するのを眺める事

が出来るのである。これは大阪市のみでは

なく 、我が閣のあらゆる都市がすべて、 そ

うであって、我々は、我が閣の都市の玄

閥なる語に 、 ギ リシヤのポ リス的園家の者jl

門や、北京の者f¥城の城門を想像する こと は

許きれないのである。 しかし、隣舎を一歩

/:11て、 そこに 、 その都市を ι代表する建物群

の心優しき 11次迎 を受り得るならば、 それで

騨頭の問題は解決される。理粛は湿潤とし

て、 そこに何等不都合はな L、。りれども 、

深〈考へてみる必要のゐる事は、都市 を訪

れる列車が、大抵はあまり美視を呈 J てゐ

ない。都市の裏面のような街術を抜けて、

3 9  I¥' 



ヂ ｉｊｲ ｬ ｩ から投げ「 ＱＱ されにＩｪｪＺＨ合 Ｚ ｝Ｉそ 乙ＺこＡ，ｾ Ｎ る初［

ilj の 出 ー 印 象 ! l 、 す べ て 隣 合 J ) 説 !白iで し か

な い 。 東 京 、めii 省、，1(，'"l j 属 、 京 都 、大 阪 、す

ベーて 、 叫ｴｦｉＡま騨合の京市 ｩ へ 、 ｍｽＺｾ かにへ っ て

行〈ように ｾ ｵ Ｚｳｴ Ｈてゐる。 ＱＧＱｾ 論 ［［ ｉｊ Ｊ が ， ｵＮｮ ぱ

北然あるべき ｼ二 家の ｕｪ じよ って 、 ｨ ｩ 見 ｜ｬｾＡ 立絞

め ら れ、 偉 大 な る 建 物aJ) を貌を? 牧さむべく

i) ない。げれども ‘ 1'. iI e 'i) 件 Jc f，' W!¥j に於い

て、制 ｴｾ 待 ｬ 立、主 Ｑ Ｑ Ｈ Ｂｊｬ こも郁 子＿の謀らしい ｫ こ

ろを泊り 、 沿 っ て 建 つ 位 物 l立、多 < Ａま Ｗ 干 ｾ

IIi J けて、 J令1 ( . ¥と榔へてゐる。せめて、者¥¥i1j  

のシピックセンタ ーに 入りこむ虫 ｊｉ き披ひｾ

百 ｩ ｜ ｾ ￯ ｬ Ｇ ｪ ｾ ｩ 記 ｊ 的なＺ申告Ｚに ＱＰ Ｑｩ入すべさことを捷ｉＡＨＮＧ，

す る 。 今 FI都 一11'j計- 警の多〈は、騨 前}o'( 場 に

Ｉ ｊ ｾｙｩ をお 〈、 そしてお ｾｪｲｴ 針住ひの Ｑ り ｩｦ｢ に主 ｊ す

る車窓民自? に就L、 て は あ ま り i従〈考へな

い 。であるから 、 ｾｩ ｾ ｩｬｪ ｾ通過する放容は、

ー たｼ［反はさ ｔ こない 、 京剖 ｾ ! まさ? こない 、 1， i1i /{( 

もtT7H 1 も少しもきれい ではない、色 、 こう

印 象 し て し ま ふ の で あ る 。 ま fこ、際 会 に し

ても州! f 付' ら吐き1 : 1 ' ，さ れ に 依 存の 節- .-1":IJ 象

を、 も っ と 有 効 に 捕 へ る 必 要 が あ る 。 そ れ

に は 隣 合 を ど こ か ら 見 て も 、 美 し くするこ

とである。円滑UをAI 自[ として 、あ と を=IT而.

ffllJ 伯i としてH l ，jくに t及ふなどは以 つ て の. ' } で

ある。

かかる; 的味で、，，¥ト央!l i llf 挺局の雄物は、 こ

こ に い ふ 都 市 の ぶ 闘 に '1';: 置 す る 建 物 と し て

す己分 その 務 め を 思 し て ゐ る と い へ る 。 そ の

美 し さ に 於L、て、引に lTI印ーの美し い と い ふ

こ土、ま仁川 ［ｴｩ￯ ｜￯ を Ｇ ｋｾ 見してゐるといふ史 ｦｩ

に於いて。

結論として了1: ｾ七の 『都 ｩ ｜ｪ の瓦ｼ捌』への相

念を少し＼ｦｊ多正し＿こい。者 ｜ ＱＱ Ｑ ｩｩ ｪｩＭ詩 Ｚ従が 、 ｾｴ

合と幌i ! IJ建 築 鮮 と の¥i¥11こ抱く汚! 色: を、隣 令

と今 ｉ ｊ 車 、 者 ｜ ｾ 市と Ｇ，ｩ ｉｊＴ｛ e の ¥1'，¥に 移 す こ と ケ 提

唱する。者117行に就し、てのかかる考慮は牒令

に 就 い て い へ ば、 l牒牒合の当笹釣5汚I者剖|R!T市|打I耐貌と 剖 4糾州lリl  

司市王曲

t，:i'附'j'汽t九ii潤問7なよる 1附F坑L場{はま、 百 ｜ｾ￯ 1  j に1討する 一 つ の 反対:

ir:柏句{ ¥，: 剖で あ る 。 人 々 は そ の 美 し さ を l米は

よ、? こめに 、色々の不便と弘: 痛を沼、ばされる 。

ｈ 央 鳴が説、識の ｾｴｾＱＱｾｦ といふ掲ｾで 、 際 Ｑｉ に針して

俊越な io: tfl に あ る こ と を 、 こ の 場 合 引 き 合

ひにI - J l して、 者¥¥'i¥j 計 設 の 動 向 を fj[: せ巧ふる

ことも無駄ではないであらう。

与量王者は: 9: 苦sI(J 営側部勤滞

琵 琶 湖 水 面 引 上 げ 問 題

I V 4 0  

B  ｲ ｩｴ ｴ 合 ｫＮ 衆Ｂｉｬｉ ￭ カ Ｚ ￱ｾ 宵 ｦ 坊のノ ｫ 而を袋 、 ｦ 七させて ＴＰ ｬ ｴＮｾ キロ のＺＱ ｾ カヰＡｪＢ Ｑｊｏ i ' ! まかれと政府に建議

し? 二本」

A  rめれ ば無から 有企伎す' るものでわれわれ専門家の限から 見る k 一顧の{ 賃値もない、

内務省案によると ! 年' 11の流廷に平均して 100メこれを'7!<.憶に利 用し 1: いといふのだが館

需泌沿域の降水量流 Ｇ ｊ ､ 置は卒竺 Ａ して ＶＰＰ ＨＱ個 、 これを・完 全 に利 時｝しでも現布の ｉ ｬｬｾ 力 Ｔ 億キ ロ

時 にさ ｃ に ｬ ￭ 意 Ｗ Ｍ ｆＭＡ 為キロ時ｬｩＧ ￬Ｑｊｕ する ｦ ごりで ｾｏｾ［ キロなどどうしてどうして 、 しかもこの洲

町を2 メート ル引 1'. げ るにめには 5'1宅前の計箆.で 2千 /A凶の巨資力旬、る J

D  r;l u窪、} ; 、阪榊の工桜井iJJ'(，、i佐: 飲用水の供給 と一緒に百十註すれば抹算駄に蓬する ので

はTよL、力、j

A  r字治定、京電; でもう技術的に綱貴tj r- みでめるが、治水、 !二i]l: i誌な どと 一緒 iこやる の

ならで きなし、こともな力、ら う」

E  rl約州、朝鮮は治ノk、削減、音量f且t を一緒にやる方針で、内地で も木曾川の計 主主は こ

の方針によってゐる 、要するに現在の7]1:カt!f .J 授は位気Tごり同様にする時代でなし 、、 危気ど

りのノjι 力関誌をは行詰つに J ( 電力量IJ 限・技術家ばかリの座談合2. 21 籾 H より〉



Se3r S  Roebuck 白貨苫はシカプに本官を有L ，通

信販震に依って今日の大をたしたもので白貨官たし

ても位界でー，ごを努ふ豆大続日英のものc ' ある。

ここに掲i f たものはそのロスアン ゼノL スの支倍 σ

白貸占の設計とし て飯めて指示に富むものである。

その第 ] は自動車許車場の巧な配置である。自動

車を白パーセン トに利弔するアメリカに於て( ; ) : . ，駐

南場空〉芯さ如何は白ー貨告のｾ栄成筒を正 ｅ 有するに宅

るものであり ，Sea rs  Roebuck 白貸苫の澄栄/ j . ) ，主

の重姿頃自の中に，駐車場を充分E置くするとし、ふこ

とが加へられてゐる。

このロスアン ゼノL スの庖に於ては，敷地がクエス

ト・ プーノL バーノLから約 2階n低いのを利有して，

主要縫物。屋上を駐車場の一郎に明ひた鮎，註自に

値する。

主要鐙物の中央にはエスカレ ーターがあり，屋上

からはそれに依って費場に通じる。 f屯雪量ヒ号f 1 に々買Z

ｌ 、品物ｾ引揚げて車へｩｬｬＡ搬する線な設備がある。各

駐車場は夫々 2 つの大通に連絡し，睦1 : 1 ' 担能j j ，合音1

'1  i  5 盈でんる。 トラックは)]IJV澄から ] つの駐車

場。下部へ遜ずる僚になってゐる。
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建 築 家 ・ J onn St 油 田 Re dde n

9吏 師・ J o! m Ger ar d Ra be n 

矯澄筏締・ Ol i ver G ， B Qwe Q 

1  I V  ( ア メ リ カ ) Sears Roebuck 百貨底のロスアンゼルス支j吉
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場寅

天井ダクトz f ' 問団

第 2 は全然窓がない黙 であるが，これは既に激年前にこの Sears Roebuck の1自の底に寅猫せられ試滋賀のもので

大鶴 次の燥な糠燃に立ってゐる。

]  ) 窓を有する百貨庖でも自然光紛10手IJ13せられてゐる面積は緩めてE監かの部分であって，大部分は照明1に領つ

てゐる ＧｃｬＧＡｉｊ｜ であるから，Ｚ寧ろ縁切 ｾ Ｎ ￧ ， 自然ＺＩＧＨ［線を無視し全部人工党線に依領して計 ｭ した方が却って合現ＺＧｴＭｊ

である。

2 ) 空気調整' が窓 てコ廃止に依って花率上〈行はれる。

日) 窓光線を笛にしないだけ陳列由旬宇治にやり易くなる。

外車Hは窓のなし、ととを正直に表現し，ショウ ウイ ン ドウとバノL コェ ーとに依って箪調を限ってゐる。大通側のショ

ウウインドウは 2 ! IWになってゐて，夜間It 傾姿に照明せ られて巨大な看板の般を呈 L. 自動車やパスに乗った人の 注

怠を葱〈。パノL コニ ーは 1 つは庭l週明家具などの屋外陳列に. ] つは自の 2 階から直接舛に出る通路として利用せら

れてゐる。

最後に注目すべきはこの箆築及mN鑓設備が全て商品の陳列を主として設計せられてゐることである。 格調がそと

から創出されてゐるととは勿論であるが，隊列室内部を受〈筒鼠に無袋銃に取扱った鮎，陳列鍾や陳列捌を 2 ・:l の

傑 ｗｾ に局限して望書 ｬ じを避けた勃など，総て顧客の註怠を商品に集 中せ しめる腐の周到な る 注意である。

銭紡コ ン クリ ー ト這 3 階建 ( t也階 J宅) (Archil eclural  Forum.  Feb..  1940よヮ〉

主 要 費 応

サ ー ピ ス 者s

下 部 ト ラ ッ ク 置 場

階 段 電

エスカレータＭｾ

フ ア :ン ・ ノL ー ム

サービス ・λ テイシ ヨン

百 号 外 資 場

1

2

日

J

5

H

7

8

配 置 捌

t  Il tt I  I  ｾ＠ .6 T  T  

，〆' イ
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士 士 一 -_-" -':"' _.. 一- ---__.. ε--

= ι  ←一一一ーでn

鍾 鰻 寂 ・ J ohn St oke・Redden

妓 師 ・ J ohn G 町 . r d R. ben 

傭這銭飾・ Ol i ver G.  Bo we n 

Sears Roebuck 百貨庖のロスアンゼルス支庖( ア メ リ カ)
2  I V 
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ＮＮ 附弔問 ｩｾ

2 勝 zr 而 関

衷 仮1/ 外 都

正 面 ゲト WI

1  1I}i' zr 而 閥

ｾ＠ !li! 1 ' 綬君主

地島幸 zp 面 姻

雨買1/ の治った制度L 、盟主:也に鍵てられる市街池淀宅l士，多 くの場 合，幣; ; 1) . 使弓I

持千;p. . 選別等が中央部iこt寝中せられるのが前であるが，この建物 t、その普通の伊i

ｾ出て ゐ なし 、。 が，唯 Ｑ つ 特 Ｑ 置すべき事 ｡ シ ー ソ ー殿'0II l : i ' 殺を使 った[ft!i Cある。

そのmに次の1紫な便利が生じてゐる。

1  )  1併 D 借家の部分に持主7) 調腕を全〈遜らないで遼ぜられること。

ｾ＠ ) 必繋があれ付建物を 7つの111家叉は{昔事務所に分離して使ふことがH : l 来る

こと。

現庄では 1 ・2 ・.. 勝;i 待主の住宅に .1也瞬は事務警に，そして ・1併は借家に

使ってゐる。外部1はグラス ・プロックに道協側は備色のスタツ コ，裏側は煉瓦を

三E調l : l てf十主げられてゐる。

滋骨燭立 ｅ に煉瓦のカ ー テンウオ 【 ノｾＮ容積 ｍＮ ｏｏＢ立刀択，工費 Ｒ ， ［Ｎ ('i'(I鰐c

CArchi tectural  For um， Feb..  1940より〉

、ア メ リ カ) = . ユ ー ヨ ー ク の 市 街 地 住 宅 限計ｾ・ ｍｩ｣ｨ｡･ｬ M.  Ha r e  外5氏 3  I V 



I V 4  

ゲL 部q
h 拘

ｾ＠ ｾｐ ￬Ｇ前 ｪ 悶

I  I軒 zp 開 聞

( ア メ リ カ) ポートランド美術館の噌築工事

ilflj (i 陳 列 ;fI

:l ｉｾ ￮Ｇ＠ 廊 下

この五術館1110.:2平に建

察されたのであるが比J ! '

J osephine  &  Sol o:n on  

Hi rsch の過程。干棚Jを得・

それを記念すぺ < . 同じ建

築家.v手に依って培菜され

たものである。

zp筒測定〉斜線をJJ 1I i してあ

るきs分が在来のもので 泌

された敷地にもi孫俗古り; <

13.. 在来の分の在史認を損わ

ぬ際，巧みに結合された。

1  ｾ持出 ￟ 1、

建築縁・ A o E.  Doyl e 及そのー黛



F号 外 明 段

居 間

どの住宅はマ ーブルヘッドの有名なヨッ ト・レー スの行』対1る海岸

にあり，岩献の上に建てられたものである。背而には道路があり，そ

とを往来する 自動車¢騒ぎを| 紡ぐため背聞には懲 り窓を設けず，他方

海岸の仮Il fi 出来るだけ覗野を鹿 くするため，関口ilsを大き ぐL ，且，

ヨットレ F スをみる鴛にはE雪上パノL コニーに出て，完全に眺められる

僚に考へられてゐる。

苧 ｭ に て特記す べきは，家族の主 なも の ｌ 玄関Ｈ， ｾれ が叉，手洗所

の涯〈に設けられたのも風号室りと云へる) と， 別にして使明人などの

矯に怨所に入口を設けたこと， 玄関に入って居司や食堂がまる見えに

ならぬ際E 心したこと，居室主f 5 は出来るだけパーチシヨ J を排したこ

と Ｒ 時 ｜ｬＧ ｖｾ 霊奈は海に閲し て設けられて をり ， その ｝ つの室からパノ ｌ

コニーに直 Ｎｾ出ら れ る附設がある。屋 上に は電話があっ てレ ｆ スの模

様が室内随意の所で聞かれる様になってゐる。

健奈は岩燃の上に態ってをり， ｾまｬ￭｜ Ｑ Ｇ ￬ 石造， ｾ￭ 由組 は木遣である。ゲ ｩ

部に出た 粍及 び 附にあ る際な手 閣は銭盟，外環は 自然石ｾと Ｑ 鞍板 張ペ
ンキ塗，階上の板張と階下のものとは手法を嬰へてゐる。

(Archi tectural  Record， J  an.  '40 よワ〉

2 !1}.yzp而岡

OECK 

1‘  εー・ 6・'. ' 0.

Ｑ 一一 ←ｾ _ _ _  ， ｾｯ｟ 一一平

I I符ヲp而闘

( アメリカ) マサチユウセツツの海岸の岩磁に建つ色宅

建築家・ Royal Bar r y  W iII a  

協 同 ・ HUl f h St ubbi ns 及 Ma r e Pet er  5  I¥i  



古 建 築 新 抄
(14)  

東 大 寺 法 華 堂 ( 三 月 堂〉

建築は簡明優准な生際の天苧本館は常 ｩ Ｎ ｾ の絶品奈ｾｾＧ濯家曜日函 ， Ｇ ￩ｩＮ 布

御 脇立は日' ) ' 6，月党菩薩，天卒の貧層 J二云十対1 る三月堂.7. ) 内陣と

そは建菜とO! l 像とのかもす湾主告と融合した時f-l( i阿美術と宗教.7.)夢

の世界である。

上醍醐察師堂

賂奈は平安争期，本管.'!M

ftlU如来は同王寺代で‘ 鐙菜より

は綬分測る頃風貌姿態。怒

l宣明快さは鐙物の僚式をよ

く調和してゐる。組入天井

を受ける科狭間にある議股

I i 鐙築史で有名な常代星野博

の手法に成る ものである。
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イ弗像 建 築

、p

._ 

Ｍｲ｛￬ｊｦ［な七掌伽 ￬ｈ 内にＭｪｳＺ符 ｾｦ 荷へてはじめ

て! 照合なす。目lldii 0 4' ｾ ｩ ｩ 仰 ｅ ｚ で，品ｾｻＱ ｊ で現

示きれるのが超過であるが湾には精渇をもっ

てきれたのもあり， I1際- mもあり，堂 I' y&''a: に

よってl i 備隊ならぬ他の事匁' f i '物をもって本

館とするとともある。

的11濫:i 母音主であると同時; 三本線あってら似l

盤でんり4 ' 聞と建棄と !主従つ- C! i j ( iして/ ' j へる

ことの出来ない密接な捌 Ａ 名をもっ 。 健司 ｾ｣ 本

線開像との調和は際式のみならず積々の怠床

からしても霞要であり古代の￘ＡｬＧｾには こ の知

甚だ自然に且つ巧妙に出来たのが多し、。



中. 寺金色堂

堂の内外金慢に漆を塗り，銀銅をちりば

め 金 活 引PL ，金日趨形統合具を打ち禁ｾ

を下げ慾築の工嘆か工聖書の態寝泊 zp 畏に於

ける按原氏三1-1:の策t揮を傾けて唆る中館寺

金問堂は格やかな平安調文! じの穫した最も

美しい態穏でゐり美術である。本館t土問繍

陀知] 飛で，叉内jjj申の宇tには ! ご絶句IlDi 惇絡

があり，本惨を中心として海士のe 想を現

Ｑ むこ現ばしたも のであった。日 ｪｬｾ 量は［情痔移

し餐へられ音のま L でi土なし、。料供習の蕗

股は ｭｊ 事 ｪ に ｾしたのと同じ 〈有名な手法を

もっ一例 である。

妙心寺三門上層 ( 矢沼憎士. . )

ヨ可Zコ上層J土南栂寺でも大徳寺でも東福寺でも知恩喋でも内

部はこの湿り美事にｦＧｪｾ色で袋耳目さ れ，後 からさ王有の 一 部にか ・

けて長い須蒲壇を設け，中央にお樗却さんを安置し左右に縫漢

さ人をｬｕｬぺてゐる。， ｾ の三河ｻ主 桃山袴代の作で前の三例とは大

分時代が離れそれだけ種々の駄での相逮がある。併し惣菜とf期

日震との調子の一致はどこまでも鐙りはなL 、。

7  I V 
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寧 楽 屋 家 具 裳 飾 定

大阪市西E商嶺虹遁♂/ 三四( 本綿漏電停謂〉

電話11 )! ;@) 二 大大三、 士九 二三

6  HOURS CONCRETE 

1:2 : 4 71ctt65 Ｖ 開閉 ＲＱＷＧ ＱＮￆｾ 288 4- IOK，ノ保

1: 2: 4 71，f t 45 6隣朗 300" ，ぷ 288 ＵＸＰｫＯ Ｏ｣ｾ＠

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す

I V 8  



iJW _ ヒの問題や図際情勢の推移 に目を< (;( ':> * 型新

耕の年 技 術 家
主

円

と技秩序迷殺と技術、生産カ撹充と技術、物l ! VJii 十

""、

術等の新しき Ａｬｾ 制ｾ縫立 Ｑ して 、 図家鋭、カ載のＭｾ

としてどしどし意見を妥表し、賀行し、聖戦の目

繭
士

口野中

的主主I&. に溢巡しなげればならないのではないだら
皇紀2600年のま車しい新時代を迎へ背年技術官支

うか、新しき時代の技術家l主政治を論じ、級官撃 を
の事時 k 題して、主として若き技術家害者凡に呼び掛

熟知し、事業経替に線主義しれ社合人でゐ h、政治

ヨ誌でゐり 、経i殉象者でゐ h、' l l l 業家で d) ':> 、事業

げる接持舎を得 ＱＺ 事を＿ｾぷ。

歴史的重大意誌を有す る光郷ゐる 2600年{ f 迎へ

1: 吾々は、去年より一つ年寄になり、昭和13年よ

2誌でゐって且つ技術家でなげればL 、げないのじゃ

ないfごらう力、そうなるのが嘗然でなりればなら

り: 三つえら〈なり 、事鎚勃軍首の昭和12年よ b三つ

ないでめらう o 過去の技術家は係りに縁のT の力
も苦苦手を重ねて来1: 0 JJ-bの 3 年間の事後下に於げ

持でめりすぎれ様f f oJ叉今迄の技術家出身の質染
る辛苦は過去の技術家主主がl庶つれより以上のもの

来、代践士、大臣、遠が技術家でめる事をか〈し自
が有り 、 それ丈に吾々の技術に請しての自信{ f 伶

ら習得しれ技術を棄ててしまよ、秘な概念は大いに
「右の上にも 3 &f'- J といふ1: 事は慈賞であらう。

禁ててか h らねばなむない。吾々は技術準公を摂
診の知1< 僅か 3 年の苦手苦でめりながらホ. の時代に

似して代総士として立候補eB衆叉資総家となる功。受付つ〈可きバトン含いつでも甘受tH;!:.: Q 索主主が

が ｈｾ 沫，ＱＮ，［Ｚ＿［懸をす ｦ 寸る以ヒどこまでも技術家とし

での代議士や筑' 治家でゐり大臣であり? こL 、もので

ゐる o W: mI の新秩序往設に遡遜しつ h ゐる今のH寺

出来7こ事を喜ぶでめらう o 1ごがそれ丈で i的思し耽

溺しではならな L、。

吾 h は過去 3 年間にさ停ひ・1咋 f二事情{ f 技術のみ留

代 l主、技術家の資力{ f 示す絶好・の総合であ b、来
めて記憶する だりで lれ 、りない。叉投衡のみの採

5l! ill 殺の完成する攻のl時代へ滞りなくパ トンを波' ; j ( に留めでは L、りな L、。吾_ q . ( ま過去の内外の問題

さねば' ならぬ捻右左して運命づりられて来? こ以 1:.
を綜合しれ技術の組系な盤側1し、 ぞれを記録に礎

tまり たきな事ｾ＿ｦｴみ得られないのでゐるが 、 吾ん
しであ・かなげればならな L 、D

の ｬ 時 代に於 ても努力し ｔ ごし 、 によって穿をｾ ｈｾ し花 を
そして束郡. 新料、序建設の大事業の完主主 主凶カの

! p ミカすことも HI. 取る伎衡のi時f¥'; であるの膏等はペ増強と聖戦に必要な 生産力朕充言 十 誕の達成のＩｾ に

Y 合j在つてなち技術の級感1 i 勿品昔、宅見J 正耐: 合に存安献しなりればならな L 、。妓術が絶強的に必要 k

不正寸る 11本の! 文化的使命、取引の』江主としての 日なり 、岡家総動員甘宣告1J の主流として笠録され、幽民

本の使命の，限本原則をあ! ，ゆる角度から: 攻先し、の技術に封する認識を? 泌め捻術の枇合.，. 11;' 磁) [ し

f長術家の地位 Z'[ii[ i'. - I 1しじる clTI JJI 年に、社合のめ

， Ｇ ，ゆる Ｉｪ ｩＱＱ ￯ に於げる問先立 ｾｔｩ をみ 、 ペン金持って迷

'!l). ii <  �ｾ ｟ｱＮと意凡ｾｾｾＮ［ｩＺｾす るｾ の均に ｊ ｬ ｢ の＾ｴｽ ｾｾＱ 品

技術家の地位が向上しTごして旅? 二乳伐に於て、久

;I ' f 来に於て; ' l ! ! 1iーな日銀でゐるからに・0 吾々は今後

に於て単 な るt宣術の探求のみにとらわれることな

t v 

当ＺＡｾを・大 いに利用 しなげればならない ｯ Ｑｾ［ ぃ ｴ を術

4 1  

＼ｾ戦の目的達成に必要なる閣内に於りる政治料



家の; 鎗に明げで <tごされでゐる機なJ l h の頁を無駄 ン金持って容〈者でなげればわからない fごらう。

にしてはならない。寄h は専門的な技術の探求、

研究による新しき構造法の舷立、 そしてゐらゆる

図家的、社舎的、文化的使命の攻究、そして東革

新秩序の建綾、生産カ蹴充への協力等苔々の仕事

は多事多端であり 、 それ等ｾマス ｆ ー し協力する

官言多謝。( 15. 2. 8)

防災委員曾か組織ぜよ

尽には吾h は、 l  時間 1:分間の日院もないや h と

げる事は容易な事ではない位でめる。だが軍隊主主 隣岡市の大火災に就いで、少しばか b所感を? 述

活に於りる研鈴は顔を洗ふ蝦もない程の辛苦をつ べるに営り、先つ' 、招災者に深甚Jなる同情の念を

まねば立滋な軍人にはなれない事を忘れてはなら ま楽じ得ない次第である o 新聞紙によると 、6700戸

ない。 の家屋が焼失しれとの窃: であるカヘそう t:' t . する

吾々は科書容に主主する桜慌を持ち技術の事門i ' 習 と Ｓ 前人 からの家の なｾ Ｂ人 ｨ が Ｑ ｐＢ ｽｻｾＱ こ事になる

得して今日に歪1 ) ，{ ，尚キ聖戦に遭遇しその目的主主 が、どんなにして、このその鍛しい誕きさを凌いで

成に遡巡し、技術朱公をちかつて努力しようとし 居られるかと思」、と、建築家として、何とカ考へ

てゐる以上、これからの技術家は、どうしでもペ て凡なりれば相演まぬような認がするのでめる。

ンを持って法理論を理想として、机上の無軌道的 平時とは迷って、どうせ充分なパ手ツク材料は得

な計m: をなすものに封抗して大いに走塁1: ねばなら られま L、。老人、子供、家財を失ひ、衣績にも

ないその災現が絵りに幼稚であり 、チ : / 7・でめり 食事にも 、不自由な事でめらう o 幸ひ、静岡市{ 注

文義的でめってもかまはないと思ム、ペンを持つ 近〈に我が図の主要材木産地 !c控へてはゐるげれ

セ遠慮な〈番いて凡る事t:' 。その内に苔等の目的 ど い 時 節 がl時節fご、とても充分な材料は得られ

も苔等の地位も総立され、向上されると信じてや るま L、。それにつりてい本誌の昨年 4 刃盟主に、

山口 正

まない。寄が恩師はどんなつまらない雑誌、新聞 新名稲夫氏が、 「災害 J と題して、夫41占ふ以

でも投稿を頼まればすぐに熔じて作文の練習のつ 全員ム2323k治会点: 金4i 、と述べられれ事を

もりで容いで米? こ。それが今ではどんなに役立つ 忠ひ起こす。新名民はさすが大都市の建築の首脳

? こかしれな L 、。活字になる事の喜び、そしてどん にげめって、提案されるところ、短めで賀際的で

な場合でもお〈することのない白信を持って意見 全〈結織な思ひ付きでめる o 今回の静岡市の大火

を! i 表し、容〈事が出来る械にな h、大いに勉取 に蛍って、 i卸枕の官ってゐる事に、夏めて践を打

になっT二、と諮って <t -t1: o ' t!fく;潟 lこは大いに勉 つれ次第でめる。で lふ早港日本中の各都市がそ

強しなげればならないが、 その労金おしんではな の人口の何分のーかに営る戸数の7こめに、災害に

らなし、。若き技術家精君吾々は L、つ温も務給でゐ 備へでバラック材料ｾ用意しれらよい事は云ム迄

る憾ではないでめらう 、やがては技師にな b、重 もない事でめるヵヘこの材木の貴重な時節に 、各

役にも又それ以 _t の地位にも努力次第ではなり得 都市がそんな ＿ ｟ｉￇｾ始め＿こら、材木監さんは目を白

られるのである。吾々はなれる 、 なり? こい信念企 黒せねばなるまいし、東半球の 111 4 を裸かにして

持って生活と戦って興廷の大事業や生産カ績充に
10年間新聞雑誌をn刊 し て い ま だ ま t:' 及ばない

協力し 、 技術を以て日，ｰＨｾ苗主主してゐる以上 、 ペ ｹ でめらうロ今となっては、各都市がめいめいにパ

を持って参加せられんＮＮｾ 切 話してやまな ｌ 、 。そ ラック材料・ｾ用意すると い ふような事は思ひもよ

れが純米どんな に役に立 ち叉思ひ出となるかはぺ らぬ事、 そんな大賀溜は出来な い相談であるし、

I V 4 2  



木は 山に生へきしておげばこそ 、年毎に成長もす ラック材料{ 立、 その翌日には念迭され、 3 日目に

るげれども 、挽き創って后底に貯へれのではその は、6700戸のパラックは早くも建ちならんで，j1il災

保管 に 愛用と紳緩をｾされるだりでも大しれ無駄 者は心も安らかに 、2 j ! - 常の活動に従事し、復興の

でもあり 、又、 ょく考へでみれば、 そんなにまで 第一歩に騎みだせる 、 といふ風にするのでめる。

する必要もなさそうでめる。 従来の知< 1  都市の災害に謝して、会図滞h 浦

そこで、主主ー者は、資際的な問題として、かかる 4 から救援材料を運搬するといムような事は、 園

災害への倫へとして、各都市がめいめいでなしに 民一致協同の精紳的美風ではめるりれども 、叉常

数都市、戒ひは、 i 地方、成ひ lま、 l 都市とそれ に東京大阪の負nき待種の都市が大口の救援を引受

に廃する数個の衛星都市の如き組合せを7以って、

1  I間の防災地匿 を樹立する事を提唱する。例へば

げるような事いそれぞれ理由のゐる事ではあら

うげれども、図家的にみて一小部分の災害に謝し

京阪紳を以って、京阪紳防災地区、伊豆牛烏の会 図家の機能に一時的にもせよ 、異常の状態を長す

市町村を以って、伊豆防災地直 とするが如〈に 、 る事 Ｑ ＺｊＺイ也の産省 ｅ に影響 ｦｾ 輿へ 、 又現在の刻 ｉ ( 、 四

各防災地慌を制定し、 その地底内の自治競勝合協 図に敵のH艮を感じてゐる日本としては、敵に j花を

同による 防災委員舎を組織するのでめる。そして 掴まれる恐れがめる。

この防災地匿の防災委員舎は、想像し得る各積の 災害 lま避け難い。それへの備へを固めよ O 防災

災害におし、常に遜i t なる滋備を考慰する。その 地直 を制定し、防 災委員舎 を組織 して、 常に俄想

考慮は即ち 防災計窓であって、地区内の滞分的災 災害に釣する演習を怠 るな。と司王者[ 土提案する次

警に! t i して[ 主、残りの部分の l坊災俊闘を? 動員する 第でゐる。

ま?こ、 l  防災地民全滅の場合には、他の防災地ｾ 上記の中央防災委員会に 中央防災倉庫、各地方

の救媛活動に劃して指導的地位に立って、迩絡及 防災地置に地方防災倉庫を必要とする司王は無論で

び質施に智るロといふような働き合目的とするの めって、 これらに就L、で詳述しなげれば、 この突

である o ブむい従来行はれてゐる救綴方法も大骨量 のｾＧ際問題に漏れれといはれないのであるが、そ

はこんな風になってはゐるのでめるが、最者の挺 れli.!!IJ の機舎にゆづり 、 ここでは、その防災倉庫

実は、 これを従来の虫f I れその時その時の成 b行 の立健化に就いて少し述べておき Ｗ 二 ｌ 、。ｾｉｬち 、 何

言式にまかせ子、滋賀に、明般に組織化する事な 時起るかわ から ない、或ひは永久に起らないかも

のでめる。例へば、今回静岡市で 6700戸焼失しれ わか ちない災害に倣へて、 その材料金;怠j草の rl' に

在日ｾ 、 各種の場合を想定とするｈ￭ｴ習を 、 各防災委 眠 Cぜておくの[ 土勿惚ないし、無駄な司1・でもある

員舎は猫自に 、叉! 隣接防災黍只0 " と共同で研究し から、その代りに 、 その戒る部分ｾ姿合鎚へすこと

でおく。そして、 それら伝統絡するすこめに 中央防 ころのバラックに主主ててしまっておく惑である。

災委員舎を殺げて、救援作業に電複、手絡等のな 最近来爆 ｒ 若手イ牛があつれ崎 、 挙者はその法草 ｉｾ 者全

いように 、叉救援作業の放に闘家の主主ー専なる機能 見書草つ7このでめっ1: が、その滋基盤先制ふすべて

に障害のないように 、闘家的な考慮{ r 'llll ". k する 。 災害地j!! 按 l町村の盤校、公舎堂、寺院等でめっ1:

鰐岡市の場合ならば、解岡防災委員食を' 1' 心とし もつτ 如何に、 それらの建物が非常時に役に立っ

て、近接防災委員合間の打合が行はれ、 その打合
かが併j るのでめる o で、 ここにいふ防災愈庫の立

案に、中央防災委員合の合意がめれば( すべてこ 穏化として、平素lま他の目的に使用する雄物を遊

の穆の連絡は即刻敏速 lこ行 Iまれる〉直ちに 、盤1祷 っておもいき' といム l時には、忽ち椛災者滋t1t 用

から 、瀬松から 、甲府から、沼津から 、必要なパ のバラック代りに使用するのでみる。然からは' 、

4 3 1v 



どんな建物がその目 的に そ ム か れ 、ふ lこ、 郊外皐

舎 、 青年道場の虫 ｮｾ は格好のものかと思ム ｯ 都市

皐校の虚弱児童を時期{ e [ 浪って郊外に移し健康教

育をな す郊外壁色合、或ひは都市背年が歎日 間t . ' 代

る代る 郊外で鍛錬i決育を受げる管年道場等は何れ

も、非常時に不用のものとなり 、而かも多数の媛

量産会用意す る ものであ るから 、災害避難用として

は、お説向 きであらう。 待に、 蛍面の大問題7二る

防空協践として、空襲時‘ 年少見主の郊外遊難の問

題など併せ考ふる時、こ の倉庫立鐙化 lこli ー憾技

術的な府究の償値がめらう。

叉、倉j家主? 殺げる? こめ に要する大Tよる 11t 用をい

くらかで も節約するすこめには、倉庫内貯蔵材料に

忙しい。むしろ 、交遁貨を支給してで も、近郊裁

ひは隣接市町村へ分散居住せしめ るならば、災害

時、L、かばかり事慣れれる 、而かもその災害の影

響を受v! ｾＮる強力なる雇傭者ｴＮＧ利用し得 る かを忠 、

ふべきである。 (15. 2. 11 )

北 支 の 戦 線 よ り

尾 田 正 智

2宮地に差是りまして支那建築を多少丸ましれが之

に謝して感じれ所を記して凡主すと( 勿論自分は

営地 を見7こ5とげです〉先づ現存の建築物としては

経糠的償践を持7こせる必要がめる o e. いふ王与を 凡でが外貌に捉( まれて相i ¥無理な構造をしてゐる

逆祝すれば、例へば、何かの萄・業に使用する材料 と言ム機なものも海山有ります。

として木材〈それは了皮パラック月としても 1流用

し1! t るような〉が、一定の期間の乾燥貯蔵を要す

るような事がゐれば、その木材を、 その木材が乾

燥中の期聞を::-sr 庫貯議材料として認める o そうす

れば、いさ' と いふ時 その材糾を防災にf反り向げ、

その＿二めに起る該事業の ｾｪｦ ｬ ｖＪ には ｒ 台後すると い ふ

風にするのであるが、 これに就いては縁者にもよ

い考へはな い。

めらゆる制度に人的素因 η 重要である事は論ｾ

階数は二三階程度が多く貴金り高いものは宥りま

せんo 之等の建物の構浩は 、柱、梁、床版と言つに

骨筋コン夕、リ ート で接骨量は全部 ｅ 東京ｾです。ぬ工

ｬ ま骨組を ｬｬｩ って後に部長 ＧＩ［ｾ でも ＺｕＧ Ｎ げるのです ｯ 煉瓦

には内地製のす( j ; 煉宝石 と支司[1裂の奥様叉とめります

が多くは支那ｾｾの厚 Ｔ Ｎ Ｕ 籾位巾 Ｑ Ｒ 樋位長卒 ＲＵ 粗位

で個々に大きさが迷ふので正取には言へませ八。

然し之等はl漸次攻瓦されつ、あります。

比の室経態的な機滋なるものは結局砂利、砂に乏

まれな L、。この防災委員合に於いていその委員 しく夏貨の粘土が比較的型宮で有る事から起る自

の技術的自¥; 分を諸嘗する 、建築技術者の居住分布 然的現象? ごと忠はれます D 内地を出軍をする時は随

に就L、ては卒素から充分考へておく必要がある o 分コンク リート 建築に聖書して期待を以てゐ? こので

R¥l ち、技術者惑を l ケ所に集合居住せしめぬよう ありますが現地に来て、 それは徐 b鰹卒な考へで

にせねばならｾＮｬ ｯ 偲りに今 ｬ 都市が全滅し7二場合 あつれ. 1 j l . に紙付きまし? こo 現在使用してゐる砂と

その都市の建築家が全部この古ｾ市に居住して居れ 言へば川砂，山砂 C7 k 洗ひと汎混りのま' : > ) と 3 穏

ば、 それらの建築家は全部取災者となる関係から に使ひ分りてゐます。先づ川砂は非常に少いので

際泡; の慮世、災害復興などに重苦し、カt . ' 殺がれる 驚く桂高僚で有り主要勝進部に極< 1 : 主力、使用し、

であらうことを考へなりればならな し、o JW" I ? 白 水洗の山砂は比較的小なる建物等に用ひますがJ k

F台骨量はその J問書する建築家をその都市のみ に陪伎 洗ひすると使用すべきところの砂は緩く僅かにな

せしめ子、近郊成ひは隣按市町村に分散居住を終 って大部分は溶りて流れて ｻ ＺｬＺｾひ非常に乙 ｴ ＺＺｊＩ［不

闘すべきでゐる。開悩に )j きりる英大都市の、市変 総務、非能率的です o 1.11砂は大惚土問コ シタ リー

員の居住を核市々内に強制せる 如き は恐もまれ甚 トの畿な Nf に使ひますが斯様にして結局は大きな

I V  4 4  



貧困なる 「建 築 三 社 合」

建 築物は窓てら れな い事 になりますo 餓筋は充分

清科二

とは無いりれ どもコシク リート 骨材の様に窮して

ゐな い様 に思はれます o =t il$! 立、殆んど リプパー

を用ひ僅かにスF ラップのみの丸銅を用ひてゐま 筆者の手許に 、圏内にて月々撃を行される建築に

関する凡ゆる雑誌が届げられる。接合或は協合なす。結局、此の コシク y - ト骨材全如何に峨需に

得 るか叉は如何にして之に代るべき材料を得るか どのl朝協力 IJ ｾ苦行されるもの 、 新し ｌ 、建築の紹介

5ヶミ「ーとしれもの、建築に関するお材料の府告を多

く蒐め綜合カタログと云つれ健裁のものなと街々

と言ふ 問題を解決せな い限り高j替差E築! 主的衆共に

m: つ認はな い と思 lまれま すが)1'1 ; の悶雛な問題含解

決 すべき技術を持合せてゐない事が甚だ残念lこ忠 徐々でゐり、夫々の編総方針に主主いて夫々の待 Ｇｩｾ ＱＮ

o生かし用紙@ 訟の折柄ではあるが、なかなかの

活況を呈してゐる口 他の図々を凡ても之程多種多

機な建築雑誌を持つ図[立 見つかりさうにもない

これは非常時局 l、にありながら 、我が図7l i 1l :祭文化

lまれま す。申落しましれが砂利は山から栗石を出

都市と しての営地の民家は貨に原始的なもの許

して劉って使用してゐます。

りで都市の美を7設してゐます。所棚、構造聖書官豊は絞

が |止界的ノk準に迭しにこ c .，. ¥邦家の然祝ni 面して

木式でＷｬｬ［ｾ 、、 厚さ一寸位の煉叉に依って竪憶に摘

も過言ではめるま L 、。

裂に積み其聞に混を埋めて堅めれ要主 主なり出入口

1:" が、 こh に去はんとする庭l主我が「建築と社

慾等lま少〈恰皮土蔵丸7こ様なもの詐りですから火

合J が他誌に比べて、絵りにも見劣りし、係りに

災に主主しでは殺害が少い様です。

も貧困であると云ふ事変である。

営地に 来て火 災を聞いれのが儀かに一回1:" 1tj 之

筆者も合員のー員であり 、又、哲喜納幹事合( こ

も小火程度で糠んfごの1: らうと思ひます。何しろ

の幹事合の能力については後遺する〉の末席を汚

年中 にて殆んど ilii 風と言ムものはな〈無言合地震等

してゐる者でめるが故に 、殊更に「建築と枇合」

の愛しさが自につき 、一種の義憤すじ感じ教えて

な〈之が先に比んな危険? ごと思はれる構造を平気

でやってゐるのだと思ひます。

手: に気温は正月に入って以来矯民最高 2度最低

×  

ぬのE主交を草し7こ攻第でゐる。

×  ×  零 下 2 度と言ふ恕皮です o A  r. t 太陽さへ有れ! i 大

後援かで小春を思lませる様です G 雨 11昨年12月! 主 -
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斯様に穏々の駄から依り天窓に浴してゐると 1:1:
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が、未Tごなされ十i炎き失還を感じてゐる。
，ーとして明日の東亜建設の然 に努力してゐます O

中野、山口、尾間 の各民の原稿は早くから項殺

して1 &1こので め りますが、編帆の都合_ l 二掲殺の

遅れれ若手を比慮に御結び する 次第で す( 編純係〕



ならぬo かう云へば至怪簡単にして、今夏編，tl1:方 自LA4誌であ ること そ疏然と意識して、編終営

針がどうのかうのと騒ぎ立てる必要もないのであ 路者の求むる慮ゐればそれに望者して必ゃっくすべ

るが、これは餓りにも漠然? こる 云ひカにして、こ きことにすれば、今か Gでも遜〈はな L、。必. . " ゃ

れだげでは取付く烏もな い 編繍営E寄者が迷ムの 誌面生皇宮、i授N<H して清況を呈し、各方面から好

も無理からぬことである。

筆者思ふに、 「建築と社合j 1主、編特営E在者が

合 員 の 然 の 雑 会 で あ し 叉、舎員各自が白もみ岳

誌であると 、認識すれば、続続営E在者の抱く苦衷

も自ら解決されるのではなかもうかと信す，る。昨

今の雑誌をァ見るにつげでも 、合j員の然の雑誌であ

ると去ふ感じがや、もすれば薄らぎ勝ちで、合員

も亦自らの雑誌でありなカ旬、比古ヶデ在然とよぞ事

の機に見主主りの態でゐるのではなからうか。

今、舎員 名簿ｾ見るに 、 建築に関係の工皐↑専てと

の殆んどをァ網羅し、官灘、製校或lま民関空宇社、事

評を7以って i31えられること必定である。

×  ×  ×  

t:' が、一言附 1rJ1Jnへ? どきは、誌腐を飾る玉稿な

るものは、 それをすくす〈と育む温床があって こ

そ始めて育つものであって、無 味yit 野なる慮には

決して育つものでないことである。

×  ×  X  

きて、 「建築と祉曾J は如何なる過待。を経て編

帆後行されるか、合員の大半は御存知なからう。

ぞれ放にそれについて、一言説明しておかう。

協合には 12名の常務役員があり 、 そのうち 4 名

務所の幾多の 1を秀が: 出足の如〈居並ぶに、 「建 築 の常務が編 ｾｲ ｪＺ ｾｪ 脅営し 、 その ｮ こ編斡幹事なるも

と社合」が之穫の内容しか持ち得ぬことは、係り のが 16名めることは合員官官君も御承知のことであ

にも情なきすぎゃしない力、、この罪は何れにあり らう。先づ編精常務にをいて月々常番ｾ定めて 、

やとの論議はさておき合員にして今少し、 向らの その営つに者がその月の繍持計霊ｩＮ ｾＱ 二てる。〈こ

岳会であると自省し、嗣 時E緒につ〈す慮あれ れにはその都度編 t降常務舎が際1かれてゐる 0) これ

ば、; 乙程も愛国 になる管がなかっれであらう。 に依って定められれ漏判官十撃に基き、編靴幹事合

×  ×  ×  が聞かれる。 JW編締幹事が召集されこの言1・貫主につ

由来、 1怠築協舎にありで何か事をなすに、建築 いて通常なる執筆者がなきかと絡問にめづかる認

皐舎で はどうのかうのと 、接舎に謝していき、か である口編偶幹事として各方面の人材を集めてを

遠慮気味が感じられてゐる o それなるが銭か、夫 きながら、正味の編純計箆に? こつ' さはること、 7こ

々の雑誌を比べてみるに、 「建築と祉舎」はまる v 之? ごりでめる。北もこの幹事には各自分捻する

で「建築雑誌j の: i l l i . 耐を汲む感じがあり 、 その上 外園雑誌の献認の仕事がめってその業股が月々の

加ふるに、 「建築象研究J と君事する加子を、 「建 誌上に俊表されてゐる。

築撃令官命文集」が準合正員ぶ配布されてゐるが如 それ放に遁ーべんな編純幹事合にをいて、 幹事

〈、協合々員 ( 賛助員を除( ) に菌E布してゐる。 主主中の集ま、なる頭脳から捻出されれ光栄める執

品吾と卓岳は各自の毛訟が示すが立f I <、 自ら自 筆者に 、夫々執筆依穂状が設せられ、心ある人 l主

的が異りその使命も; f l ' . B1I 箇iのものでなげればなら 苦手稿し、心なき人からは断はられると云ム次第に

ない o f ! l 、協合に ありでは 、濁自の立援でその使 て、集つれ原稿は編総常務において目 を温し、 そ

命を全うせねばならぬのに 、感舎の民似ごとを す の後は編斡事務員が慮理し、印刷工袋、に廻し印刷

る機ではその存在の必要も問題になって来ゃしな 製本されて雑誌となり合員の手許に周りられると

いか。 云ふ段取であ る。

放に、協舎は協合猫白の立場 に立鋳旬、合員も亦 つまる J慮、編斡常務 l主代り替こで月有の編純計
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設を7こで、編純幹事をータザぴ寄せて、よ き執筆 でめらう。昨今. t f b } g に紹介 される新? t l t 築の乏しき

者がなきかと撚関する。これだげの働きでは「注 こi : ! : J : 致し方ないが、 それでも月々 l、 2は紹介

築と社合」が貧困になるのも無理ないことで、編 されてゐる。これらの図内新産祭に綴いて、外関

帆Ｇ￬ｩ￭Ｇｾ在者よ 、 もつ t 害時情を持てと叫ぴ? こ〈なる。 雑誌からの紹 介がめるが、比等の編松方法の怪め

×  で抵抗劣なこ とでめる o およそ雑誌としでは生命と

筆者の知人が紳戸のとある靴底で、 「よく光る も云ふべき口t舎を無浅にも抹殺しれ形にめる。

靴ズミはないか J と問ふれ虚「女中や子供に躍主力、 雑誌の瓦を扱いれ時、 そこに惹きつげられる潟I n

してゐれんでは光りませんよ 、 自分でやらねば駄 でもめれば和やかなものになるものでめる。一一

目ですよ J i: 、 そこの主人からきめつげられれ話 ?こと ひ中持みの位置にめつでも 、一一叉、些細な こ

がゐる。宜なる哉。この言葉lま何事にでも遁用す と乍ら 、大して入用でもない潟挺が大き〈かへつ

るのである o て必要なるべきものが小さ〈のせられてゐ 1: 1) 、

種子を日弟、 1: ¥" げでは何等の楽しみもないそ 戒はl j ! - 面闘をのせるのはよいが、依りに綿少しれ

の育ち方から1 1 1 : 1 ) 方沼、充分に注意をし、7kやJJ l'l 然不鮮明にして剣勝に苦しむことが尽. 々ある o 今

しをやるとカ害虫を除< i : 力、稲h なる手入れ、 一段と此方面に努力を資され、改善されんことを?

心使ひをして後、それを 取入れる ことになり、 そ 認む次第でめる口

こに於いて始めて、ものを作る紫 しみが味へると 叉、卑近なる f却を捉へて、筆者の希認を述べれ

云ふものにo !:f 、 2 月読の橿原紳宮外苑笹原道場の新しい建築

×  ×  X  

今の編 ltQ: 過穫では 1: ¥" の種子百事きの仕事fごりで

あって、 その後{ ま7Kがi問れようカ:nl'l しが不足して

ゐょうが、何等おー榔ひなしの部iがある。これでは

充貸しれよりよきものが資る筈がな L、D

編寺f. 幹事lま恐ら〈箆少でも編ぬなる仕事に興，刊よ

そ持つ者ーから撰ばれてゐる筈でめるから 、 これら

の有能なるユ タツ 7r 動員して、後段の育て方、

取入れなどの仕事にまで手を伸ばして、有意義に

利用すべきでなか らうか。合員の; 絡の雑誌でめり

叉白らの雑誌でめるから 、 それらの惨力金惜しむ

者ばめらう筈がめい。

×  ×  ×  

物の紹 介 について v ゐるが、比建物lま最近として

はかなりのマツ Z のもので、3l... 、建築官十設から去

へば全〈主) I ' しき分野のものでめり 、各方面から期

待されてゐ? こものである。これがめれ1:' げの紹 介

で簡単に片付ーげられてしまっすこのは吉宗りにめっげ

なきすぎる口これについての殺計者の抱f f i . a " 聞〈

のもよからう o :;;X; !i 編斡営 E督者の悶察犯をのせる

のもよからう。もっとものを' 情操的に取扱ふの考

へがめれば、何として ¥" { ，誌面を飾ることが: 1' . P1と

れであらうのに。

まして、申すも 長きことながら 、極限紳宮島事a "

降りてよ h、話'r 宮参道に並んTこ冶; 造りの J ; ｾＧまな

ｾＩ占の姿 ｲ 見るにつげてい建築家として 一一こ

用紙飢簡の折柄 、 食重なる誌面を ｾｴｬｕＨ して拡ｽご れなどを? 都市計重症の仕事左云ふのであらうが 一一

相演まねが、二三附言し? 二L、こ とがめる。 担任ってゐる者があるものか、組元二千六育年伝記

殺でも使えがめらうが、 月々の雑誌を手にして ; 念する外苑整備でめるのに 、 めの削態ば何せ' う jt¥'

先づ、闘 を封建しませて呉れるのは口絵の潟民版で きるべき 、 これを取上げさ' る !i 、編締官路者の熊

みらう。記事は後から落着いて諌むものでめる D 感伎と去はうか。何と 云ふ ? 青葉し、雑誌と云ふも

同じく i 1 r t 築と社合 J a " 手にしても、先づ、自主ナ遁す のは i明戒を巧み に捉へなげれば成功 しれれめしが

のは口績に代るべき中指みの新建築紹 介の潟民版 ないと 。
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笑
北

口微

時 Ｑｾ ま外閣の者ｾ市計笠に関する文献が誌 ｴ にの

せられてゐるが、 それよりもお膝元に火がついて

ゐるではない J戸、百の外図女獄よりも、橿原の現

主主田津

状の方がどれ程我々 に もすこらす庖多きか i測り知れ

A  
ないし、 叉、 2 う云つに無能者とも 云ふべきその

戦時下、在住築材料の不足: : t 営然過ぎる ζ とで、

苦しくなればなる穂、穏々の考案が、人の到に浮

ぷ ο 風慾に1代込んfご金物カ; 得らわなくべると「モ

蛍事者の教育につくすべきが 、 協 ｊ 翁 ー としてのｾ［務

でなかむうか口

話 はつ いに徐談になつれが、グト閥雑誌な正晴海紹

ｽｾ＠ ｾル ｊ { r 仰に流し込八で立浪に代用さす D 鋼板

[主 トタシ板に、 更に人溢スレ ートに、 縁側の化粧

介する 事の可否! 土さておふ 、同 じ凡るな C 印刷の

鮮明なE霊祭雑誌の向1引を凡度くなる。 この方 が女

献 抄 銀ーと共に懸宮で到れり 費量くせりの鮫がめる。
庇[ ま、f仔上まで叉の腰主主とすれば、却って風致も

検して金成板の節約となる o ..t 下窓の分銅が得ら
「建築と枇合J t士記事責悶であると泣ベ? こカヘ

その貧困を押し切ってまで、別に「建築祭1沢究J れなりれば、雨聞きでも引濯ひでも苧ゐ寸る。金

属製の坐金[ ま陶製で我慢する。窓枠やサッシコーで
o震を行する乎lま1工いと思」、 D 筆者浅摩: にして rli]t

も競い餓板 0 7・レλ しれ綾な嬰なものより 、檎の
と干生E築主語研究」に掲殺される記事の築と社合J

コぢヵ; はるかに耐久性があることは、慨に取付げて

める主主4坊を調べてみれば r) i 知子音の仕事はしっか

差異の卵j 断に苦しむものであるが、官余りにも皐術

的なものにで「建築主社合」では厭fごと jf [ l 絞る方

には、! J r 術関慢である7 t I ! : 祭事舎の雑誌に投稿耳目品、 りしれもの」と誌にでも合鮎さＧｾＱＮる口古釘の打荷Ｎ

しをィミ庖で資る時代に代用品も賞用に; 出するもの
として、比際「建築 t 社合J t主記事賛困、まして

がｦｬｉ ｉｔ 々と市場に ｉｉｾ て来るものは嬉しいことでめる「建築豊島研究J を潔 ' i官主主して用紙飢餓の折柄、

B  
「猛築と 社合」の内容充賓の目的逢riX. に越迭すベ

竹筋 コY クリ ート に就L、ては、私 の知る限りで

l主、明治40!.1三知人M氏 が、 ゐる人の敷地の土手の

きでなからうか。

もう一つ、雑誌の生命はパシクチユアルに殺る

ｴ 云 ふことでゐ る 。 市井 の本屋に賢るべきで Ｑｾ い 土明めのー滞に使用しれことがめつ Ｑｾｯ 営時のも

のを近く掘り出して見7こし、と考へてゐる。これは

相常面白い報告が! 日来るやうに忠ムo 怪い構造、

今

し

、

ー

ム

μ

そ

ふ

，

e

、

迄

し

れ

る

'
r

、

ふ

リ

J

J
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め
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d
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・

則

か
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細

; 単常な用途に 1士、こ れで津 111である。今治がせ・ぃ
よりも絵りに頻々と後行が後れると第 3 種郵便物

認可の取消される Fコを心から恐るのでみる。心待

? 二〈に織の棒念総りやれら に使ひ過ぎれ傾きがめ

C  

る。

ちに 待つ雑誌が定まつに日に手許に屈げられると

愛しきものな がら心築しい ものでめる D

Ｈ編料幹事合に罷りＱｉｾて待問にはあづかるが、
電動力を＿無ｾＭｩ｜に消総しれ結果 ｬ ま 、てき めん憶朱

時計が男 ｩ もな い のに 、 到る民主で不支の紙をべ Ｑｾ ベ

れ にJl} j られてゐる a ものの去へな いl時計にし てみ

希翠 5ヶ注べる告余裕が興へられす¥ 物云 lまねば腹

ふ〈る、わきＧにで 、 政へて駄交をｾｾしれ次第で

ある。妄言ゐれば、 合員の錫の雑誌であるとの
れ! 王、 自分の不始末でな〈電流の不足でこの有機

{ 主定めし心外であらう。心サトながら 、こ れでは何と

念頭からの こと故、 立告と せられよ〉

も'111:問機 に持して申縛がないと、燃料不足やひで

りを憾んでゐることであらう。人間の智脳も、自

一 一院主主記念日誌す一 一
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然 の 前 には、 時として打ち勝てぬとは憐れむべき

かな、と そしられでも致し方めるまい。 Tプカヘ 叉

無 考へ な人もある。める銀行の営業室の天井に 、

格 問毎に 電燈をぶらさげて、;.t l;[キとえ在日中貼 lをし

て喜 ん でゐる。その電燈が締〈なかれ 、 事務ＧＵＺＮｬｬｾ

る机ヵ ι は ＳＰ Ｑ ミ以じも掠［ぃ虚でｾｾＡ Ｎ や ｌ 、 てゐるのは

一健何を照すのカ: 目的なの力 、 時節病のんき千 l-!!J

この七なし 、 風力 Ｚ 夫弁 ， ｾ￭［＾ 島｜ＱＱ， ｾ寸王国るのに時間では

と鼠の足もとを・泉づかはn て; ) 、?

いつも自分は、説教がまし〈 、法 ー叙の節約五、す

す め る。今始まつれことではないカ ヘ イルリンの

アバ ート で玄関の電般は、 九イツチ合入れ 、f界全

開き、 階段か エ レベ - (7 ーに足全力、げると自然消

燈されるやう に ｮｾｾｾ てゐる白これが絹逸式か 、 ｊＡ ｐ［

駄を省〈改善! まか〈ありすこL、。立話に必要がめれ

!;f 、 もう 11支Z ヰツチ ff 主はせlf 足る J ついでな

がら 、こ のエレベ - IJ ーは自動ヱ巳で、 ;); ' ーイ! こ府

Ｈｾｊ 守 、 乗客め い めいが押しが担ンでｾ ｾ ｾ作するのだ

から 、 !']III れない間合ものはまごつか される。これ

は 伐に 10年も前の認である。

D  

電動 力 i;>q食ふエレ ペー F ー もある務所では、場ー

千:11-:. は不経療にはな るが、7. k ! ，g 式に改めではどん

なものか、 巴里のセクレツカ寺院に昇る i母、 叉l士

"'f' }レ セーユ の ノー トルダムの昇降機 lま・?努またと笑

へばそれまで 1:' が ・今 も っ て * 霊 式t:' らう。( 10'.1三

前は確か に そうでめっ1: ) 東京の馬場先遁り慾郵

船 合 祉には同じ式の L のが30&全11'- 自ijl[" j寸りであっ

1:0 ブむも 4 れは水量に関係することで現殺の水道

の 賀では、こ んな機械を却j かすには飴りに支質で

もつ7こL 、なし、。勿論{ l ii }fl7k 1 : 雑用水とを然ね? こ*.

道 lま7J ' - ' i i 1 : の優れるに越しれことはないが、貯 水i也

ｩ 沼通袋置にｾ大な費用を必要主する。この大切な

水 で、 大小使を流し、戒 ひ lま道路の馬奨 ff 洗ムて

は? こまらぬ。その助、 巴里やマルセ ーユの水道は

河 の7kを殆ど 、 そのま〉 に近 い程 度 に引 き入れれ

もので、これなれば道路や、ど ぷを? 洗ふ にも、 ふ

人t:' んに惜し氏もなく使用される。多少語j ; 衛生的

の鮎 l主主ぬがれないが、 それを家庭では、水佼の

績に小型込 ｗ ，民ｩｉＡＡＡ ｾ ＺＭ［Ｇｻｦ取りつけておいて いくらか支

質の ［［ｉ､ こ ｌ ， て佼 Ｎι 。伺し生水を，ｾ主ｾ ( 次土ない習恨

の'1，賀も恐いからではゐるが〉でものり 、 生7kの

代 1) には ・z ピア y ・土云ふ蒸溜水がめる (' .( こ. t1

Ａｈｸ ひＡ￬儲泉であー つ ＿二かも ＿ＩＱ ｾＱ 1，:. 、〉米闘にし同

キ波大きな) i 1 l 人の君事潟水f ，: 交ってゐる 。我 凶 の 大 都

市でもこ A な 渋frtii にi ! H、ものにすれば、7 ki枯の心、

間! 土手:¥'=c.; 成じ、動力と宮崎に用ゐる官: f J 主の起; も火

い に節約l)ql '，氷る o この項のように大荻ぎせやと

も治明 、 不便も多少 ｬ 討を利され 、 俳に断水の Ｎｴ ｾＺ 令

の大きな不fえはー j帝減るわげでめる。

知人N 氏 l士、 ，，" JI .. 七 一ユの ホテルで、便所入口

ffi';ものー!符 に取{ 寸! r t てゐる勲滅音寺、I ! [ J ち 、用促後日目

l' に1I ' .)u f 便所内百! ¥! 土消iをする短めで簡易なもの

会見て、早速 ｲ ，Ｚひ求め 、 自宅に ｪｦｾ 付方守主主宮 ｚ 命社

に相談 しれ底、な んのかんのと王I D. at を控ねて使用

不 可 能の 土、今日に到つ1: ! : . のことでめる。苦し

その i降員長抗って、無視にでも取付りて従いれ C，、

今日大 ｌ 、 にあが ｉｾ ｻ ｩ ＿ＩＢ つにのに 、 と過ぐる円燥笑し

7こ。

E  

:z，u析も 、対立図には、なるべくメ ート ルの fl ・が即j

か子、それで能 王 将 Ｑ ＰＰｾ Ｇ ［ !:. L 、」、火口や部分♂，が阪

資されてゐる o N氏 l主、 これも取付げに い k 千j jd:

にil l. げめふと、係員 lま料金が少傾で能率がめがっ

ては、 f;r祉は立ち行かなくなる。なるべ〈無駄の

めるカが希' At::: 、 とそめま〉お流れに終つれ。と

ころが昨今は l 粁 1 ｾＡ干 、 火口合法 ｌ 、 だり 、 似合滅

IL しi : 9"  m置き' まわるとは、笑 ll: のI決りでめる。

それでも 、 まt:' 憎まれ口を 1: 1: . 、て立わる係員が

める。日く 、 合 社lまヌJ貯をなるべく多量に使用し

てI尽き? 二L 、口 併 し 今 U 燃料節約図筑の紋に沼・ふに

は、 なるべく・… ・云々 と、 10年前のことを忘れて

ゐるとは不可解な申し開きでめる。

F  
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銅がお債で節約ど ころか中 h 手に入らぬ。どこ ＱＰ 年前 ・ Ｔ ト ンの百 ・ と云ふ ｬ 女を ｾｗ かれれと記

も悶綱領以上る一方、手のつげようがない時、 向 憶する。土木の力商に[ 士、大t . lt朽‘ 政しでも訟も別

分の家の附近にある人が稔話舎新しく施設して、 に怪しまな L 、。これは代ヰ.u}; J [ っぽい険tt J:趨蛍

10 日も{ 主主はな い内に 、移叫し? 二口無論低音吉博 lま である。そこで述物の方でも〈絶無ではないカワ

取外しれらしいが、外線はそのま h 雨に打? これ スケールの大き な、 ョy クリート迭のものは打伏

夙になぶられて、一向外しに衆な L 、。主主に 18ヶ月 しのま、で一向差支へ 1 a 、ヵと忠、ふ D 侍に主主〈か

を過ごしに今日依然としてそのま』でめる o 取外 ら眺めるものは尚更である o Aつ戦時下の今日、

す費用と銅品部O尺の差 引債伎は別問題として貨に 新に :H来上るものはひとつには記念にもなること

もつ? こL 、ない是正シする口何時めとの人が億話そ架 であるから、コシタリ ート むき出しを穆殺しれ

殺するか不明にも拘はらす、その第合を見越して L、。強かならぬ換算で無理を7すれば不自然になり

そのま h 打ちすで、めるのは気にかかることであ 勝ちで回舎娘の厚化粧! ま考へものD 建物の内部の

るo 能率司言語f : ; の設備の? こめにはキ自営の費用をかげでも

C  外観はそのま、が却って奥床しいと いふもりであ

自分は 5 ｾ汗かすこまつれ貸家のひ ｴ つに住まって るo 何時も官官題に上る 、ペルリンの内閣の建物の

ゐる D 門燈は向ム 3 間雨隣に 5 ケ所にらみあって ｾｊ 脅工事 、 在来のものはア皮東京馬第先の育 ￭ｬ にあ

ゐる o どれも 40銭の月俸定額放、 うすぼんやりし つ? 二宮明治生命のような形式、 これに建精しをし

れものでめる o ! : ころでこの 5 ヶ月庁舎 2 ケ所又は ? このでゐるが、 さすが粁おは揃へであるが、他 l士

l ケ所に集めて、桂ぞ高〈訟で、且つ明る〈して 全〈自由な手法で何のともはれもない唯コシク

も3 分の 2 位が料金で事は足り要領がよくなると りート の打} j 1 しに近い践に慾の穴がめいてゐる続

考へるが、 なかなか話が綴まらぬ。家主が家賃の 皮の質に吹雪長なものでめる ｄ 新奮のｾＮ照美にはＭ

ｾｉＧ に割込むもよからうし 、 叉町舎がなん ｴ か戸 Ｄｉｽ 寸脊妙な鮎も あるが 、 Ｗ､ｴ ｊｾ しを必要としれ営時を＿

に相談に廻つれら合理的に節約がr 1HI<、御園の7こ よ〈考へでみると第 ｬ 攻の臥 ｊ 州大戦後猫 ｾが非常

めになると思ふから 、 10年も過ぎてしまっ7二。こ 時代に工を起しれものであるから 、 なる穏とうな

んな例は到る慮にころがつでゐること t:' ちう o こ っ' かれる。勿論図家としては、れとひ非常時でも

の際思ひ切って受理し? こL、ものでめる。 文書号その他の方面の施設に古余裕を示すことは、他

H  閣に針する誇り として貨に客ばしいことであるが

米松の使用制限時代、西洋小屋組は、足寄丸大 建物の外姥に ｆ イルＺｲ ｕｾｩ ｬｊ ， 右を＿積みあげる位の

でまにめはせること o 6 聞や 7 間持ち放し屋根も ことは、 }.)II に忽; ぐ必要はない 何時でも出来るこ

見レート程度にはもって月日、t:: 。工場の如きもの とで、 それより 、 その建物を使用 する容の! 日も

はこれに限る。勿論こんな朝飯前の工夫は定めし 早い方が利 余でめるロ向 ｉｬｦｾｉｊ 日へておくが、めの内

随所に施工されであることとは考へる。決して自 閣の建物は lE司王の天井が馬鹿に高い( 凡そ 15凡位

分が使用して、好成績飲天狗になっ仁左云ムので ? ) の会つめて階駄をァ 2 階射して居るあれりは大

はないが、か〈して米松や松材、又は杉角材の使 いに敬服に値する射でめると 、 K 民と共に感嘆し

用を節約することは目下の念務と深〈感じ? こ。. ，こ。

時節柄こんな行き方の建物、つまりコシクリ ー

コシ ク リートの建物はきしめ7二b、外昔日の仕上 ト打放しの堂 ?々 こるものの、 l つや 2つ位めらは

げは御化粧な し打放しではどんなものかo K氏が れでもよからうと心ひそかに期待してゐるが、ど

I V  5 0  



高f皆から国内全丸張る必要はあるま L、に、と返すもこれも回全媒の厚化粧よろし〈で統制i ドに苦心

返す ｌ 位置の撲定も梢物留には不調和な事務所 ｲｾの創作を見で失れよとばかり鹿 h し〈報道される

L 、遺物でめる。待に時局と思ひ合せて古士官十な心百円
のには、 あきれるの外なし、。

をする。妄言多謝。 ( 15.2. 20)

或る稲物園に多分 銭 。 ｾｾ ( 一昔日般骨力、〉 コy クリ

摘記;一二宮翁夜話」再びート 構造ら しL、頗る ハイ力ラな事務所 C，L  ，t 、産物

が新築され? 二o a寺局恢設備が不可能でま使用らし

'』，

，l
t

'

'

 

r

A

 

出荷野2f-
いとは惜しいも のD 柿物閣に I:!: 立源な事務所より

ィロ舌 rl' に土木を望書とされれ言111えの l 官官を昨年 3
温室その他が必要、現ずEの汲室li 肝高f造力、に20尺

J1 ｾＭ［Ｉｬ に摘 ｊ･ｾ 、 ＿こしましにが 、本 年 ＱＱ ， Ｂ説日 ＲＶＰＰ ＧＺ ドにとても熱砂足らす¥ 面積も随って小規模なもの、

おりますし放温而知主1;' の意に 従 ひi封 印 、? こしれ次
植物のでかし、もの は堵・繋ｈｬ＿＾ｬｾぬ ｄ 海外には、軒高

第です 9
しか も l 官[ ; にギ十ラ リー のm50尺- 60尺に近い、

〉内の数穿よま摘記せし従詩の目次容ですD(  いにものさへめる o?!.. めるものは '1' 央のド ームの

盛会熱帯縞物質とし、右側を? 温帯、左 f[IJ] { ! >高山杭 ＱＮ翁日く 、 フＮＮ［に暴風雨ゐ ｢ 、 是をｾ｛坊がん匁に 、 四

時に大木を' 宇宙ゑ、7k勢の向ム援には、午特に蛇警官

を' 殺り 、海岸に' ぷめれば、飢杭に柵営住ト〈 、是れ

平日Ａ土ｾ用の物なれども 、 暴風雨めらん時のｾに

物或ひ ｉ ＺｊＺ冬静と ｾｩＺ［ ＮＸＧＩしれ ｌ のも める。火自然の七

地の傾斜金利用しれベルリンの柿物周( 混1交の手1)

'/J( 用{ f 惜し主す' して修主屯するなり。云々( 3 ノ35)

用〉の温室lま: 気の利 L、7L殺す十でめる。そうしで四

挙花伝咲かせてもらひ7・L 、捕物図に花がなくでは

物足りな L 、D この事務所の段物の1 ! ( r: 1の泌分かを7
l 翁と1 Ｈ 、 ｪｬｴ の ｲＱＧ 、 刑台なす材木 ｬ 立 、 持 ｉｾ 目角なり

然りといへ共、夫、 人の) 0 に閲角なるヲjc {r>生せ' 1"-植物自慢の方に但しれなら 、 どんなもの点、と、消

放にり微苦笑し Ｗ こ ｯ 高山 ｴ ｪＨｪ物の Ｇｾｊｦｾ も可なれ又侍に

ノ 3 9  )  昨今では察車の] i f f 究も必要にせ土られてゐる。女

l 翁臼く 、十1" が深 IJI に入って木を伐るは、材木が那から来るつまらぬ翼きが事後部Iの数十倍の高f l 1i、

有l i : <にて fえるにはめらす、 炭 焼 が 炭 を 焼 〈 い 炭あるものは全く入手 出来ない土のこと 、 戎ひ l 士卒

が好きにて焼くにはめらす、 夫tL布11 も炭やきも 、索はつまらぬ安債な獲がな〈で瞥昔! まこまってゐ

共職業さへ勉強すれば、 白うtu，自然 に山に 登り 、
るそうである。

; 長の魚も 、 .ffi.の1l!-j'-楽も 、浦い市も皆自ら 111に登る
植物園に事務所を見物に行〈のではな L、D 梢 物

なり 、奇今妙々の |止の* といふべきなり。 ( 4 /  
の研究、或ひは花の容に ひ1: りに 、或ひは海外力、

[  8 )  
らの友人を案内するのが多数 を占める o . ，ごから 、

ト大船の帆柱、永代の橋杭などの，l ( n草、大木と い事務所の建物は差支へのない程皮に止めるのが急

l 粒の木の質よ b生じ、 幾百年の星籍企へ ど い
ましL、。且つ永い間使用せぬま h とli 驚〈の外な

経て 、 ｾ曇風雨の革賊住を ｾｬ 変ぎ 、 日々筏ｾ ｴｾ 市 ｓ 託金主 ｅぃ。外閣では、外感の仕上げをめと迦しとし先づ

八で長干寄せし物なり。而して背の木の筑.のみ長育内音 ｅ を ｾｻ￯￫ 用してゐる↑ ｗ Ｔｴｯ 官官がめつ ＱＺ Ｐ これカＺ自先生

するにめらす、今の木の貨と L 、へど い 又大木と
の要求 ｻＡ＾尚 Ｗ こすれめに人のＺ｣ｲｾｻＡ＾働かせれ結果でめ

なる疑ひなしo 背の木の賞今の大木、今の木の世Eる。倫ついでながら、この』事務所のllt 物の位置が

I Y  

後 |仕の大木なる耳J {e、能々緋へて大企茨ます，、 小

5 1  

i' 邪l ち子、速かならん事を? 欲せす号、 日夜怠らす，勤

簡としては文好すぎて ' 却って植物ぞ凡るのに耳目

もっと片寄せて建てる べきで、 中央 δ党になる 、



むるを肝要とす。 rむかし蒔〈木の賀大木と成り

にげ り今蒔〈木の賞後の大木ぞ J ( 4 ノ3 0  )  

1. 翁臼く 、 山谷は寒気に閉ぢて、 EE降り凍れ共、

柳 の H芋開き初む る時十ま 山# の雪も 、 谷 h の氷も

皆 夫 れｾなり。叉 秋に至り 桐のー奨若年ち初むる時

lま天下の背楽は又夫れ迄なり 、夫れ Il_t界[ ま自略し

てJ ! : ま子、放に時に主主ふ者は育ち、時に逢は 3・るも

のはｾ古るＮ，Ｎ ￭ Ｎより。午前 ｉ はＪ向きの家 ｬ ま 、 Ｂ ｾれ共 、

西向きの家はｾｬｊ ， 午 後 ｬ ま西に 向 〈物 ｬ ま日を受げ

東に向〈物はi婆るなり o J l t の浬を知らさ' る者、惑

ふて我れ不湿なりと L、ひ、1止は末になれりなどと

歎〈は談ちーなり。 ( 4 ノ3 5  )  

! 夫れ仁義雄智を家 に諮ふれば、仁 は事長義( 主梁な

h  、強 lま柱なり智は土重量なり 、 きれば家の講穣を

するには、棟 梁 柱土皇室主 云 : J 、もよし、家をア[ ドるに

は先っ・土皇室を据え柱を立て梁を? 組んで、棟を7上る

が如く 、議穣のみなすには、仁儀罰選管と云ムベし

之を行ふには、 f包謹義仁左 次第して、先づ健全磨

き践を? 行ひ義を踏み仁に主主むべし。云々 (5 ノ31)

1. 菊田〈 、大雨の時弁7. k . 海るれば、洪水めりと知

るべし。洪水の時t:i: 天より降る而己にあ ら守、地

よりも濁〈かと忠!ま る 、殺に 、弁の7.k盗るうもの

なり。叉川音 ＱＲ に随 っ て ，問 。 Ｇ ｾＨ ｉ 時 ｬ 主、大雨 ￨ ｾ 、へど

も洪水少し。川流に逆ひて風の吹き上る時は、必

十洪水めり 、知るべしo ( 主主篇ノ 1 9 )  

ｬ 祭日〈 、 ｪｪ 位を ｬ 以て踊械な論じ 、 月日ｾ以て吉

郎l 伝説く事古より あり。 111: 人之を信す' れども 、こ

の送迎めるべか ら子。繭脳吉 l予J t主方位日月などの

闘する以にめ らや。之を信す' るは必ひなり。悟造

家lま本来無東西とさへ云ふなり。夫れ繭xmi 吉凶[ ま

己々が心主行ひとの招〈所にｾミるあり。叉過去の

因縁に依りて羽毛るもめり、或る智識の強盗に遭ひ

1: る時の敢に「前の |り: の借りを' 返すか今貸すか、

何れ報い U. 有るとこそしれ J e 詠める遁りなるべ

しo Ａ必すＧ迷ふ事勿れ。云ｾ Ｈｾ妥結 ノ Ｒ 9  )  

1. 若者日〈 、我が進l土勤{ 針衰の 3 つにめり 。勤と は

衣食住 ｴ なるべき物品を勤めて産 ｌｉｾ するにめり ｯ

f念と l主選出しれる物品を放さ v るを云ム。諜はこ

の 3 つを他に及 l宝す含去ふ o 云 々 〈浅籍 ノ4 3 )  

( 3 月 ! 日記〉

埋 草

回

目

X

員炎

時代遅れな而も手前味噌 Tよ詩で恐れ入るが、共の昔宣医者b; 千年の古都王械の地から建築の

小雑誌を7査を刊しれ事が有つ? 二。それでも J苫頭で京の採さんが買って舟 られるのを眺めれ時に

は探もなく嬉れしL 、もので はめっ7こが、而し先読の切角の心君主しにも拘はち子、敢無く三f辰

してしまって今以てシャツポではめるが、納本するや否やJ じ筋から御uf-ぴ tHしを受 り7こ口勿

論建築の出頭で慣れT ゐr から気軽に飛んで行つれ所が、先づ新 聞紙法に則って刊行する司王

それ と内容 に風獲の怖なしとしな い個所が有るから削除する事、 と云ふのであっ? こ。塁手術技

裂の研究を本旨 とする建前から出版法に挨つれもので、勿論{ 呆設金が積める身分でもなかっ

1: し、宮然Tごが、来先生から株に獄いれ論文が問題に成つれの 1::: と忠ふ。所で風起草の方は官E

に箪・者とし ては意外でめっ7こと云ふのはカッ トに車単純しれフラ y スの1' ) i ; る火家の線穏デッサ

Y がよ〈ないと云ムので、 之はI t e刊 の笹集から採つにもので、認可君事では宥りませぬかと申

上 ＱＺ 所尖の考が頗る認織不足 ＱＺＧ と 云 ｛まれ ￮ｩｾｾ 々 ｴ して識され Ｇ ￬Ｚ 。その御言梨 ｬ ま大程認可演のも

ので い それを轄潟しれ も ｅＺ 合 、 ｾれが Ｕ もつれ感の炎現と成つ Ｗ こら用拾な〈祭止するもので 、

同じもの は一つ しか無いぢゃないかと 云ム事でゐつれと思ふ。成 f;l J ｦｾｐ 尤な話 ｦ ごと感 心 ｬ ましに

もの、 、 それぢや切角の雑誌も代なし にはなるし、叉? こ得:稿家 各位にも申採な い事に成る 。

そこで間短のカッ トが果して その様な感がする かどうかと相常の管美論( ? ) を吐い1: 。結局

この白面の誉主主を初い放とでも思はれれのか、今後は充分糸を付げるやうにと云ふ事にH克っ

てホツとしれのでめっ? こ。英後幾星霜、展覧舎などで態を眺めてゐると念に英の時の状汎が

限に浮11- 1:' りして、終には、今 頃はどうして居 られる だ ろうか、定めし後逢されて居 られる

こと Tごろう主恩つれりする。

こんな とこ ろにも亦?こ編純の苧さの一面がある。( 北川生〉

I V  5 2  



こ〉に掲げれのは、既に圏内資源委員舎との協 暴風や高潮などの災害に依って受りる損害l立、最

同事業に依って、大いに Rhode. Island  9'i'lの; 絡に 少I畏に止められ、 従って之に伴ム課税額の減少を

貢献してゐる J ustin Hart zog 氏 が、同州計註局の 遊げる事が出来るでめらう o 砂嚇のうちにめる砂

依頼に賂じで言十笠しれ同州南沿岸地方再開設の土 績や腹水池がレク y = 戸シヨシの矯に言十m: 遜 hに

地使用副置並に道路網言十査の兄ケツナである o こ 開設されるとすれば、現在又はA守派有効に利用し

の計笠築は 同地方の本絡的復興問題に| 閣する多〈 得 る 波 面 積 は 益 し 〈 増 大 し 、 又 砂l舟の上とか、

の要素を紛争j に考慮の上、現在この地方に

存在するt条件を康〈研究して出来れもので

ある。

この言十輩を完成する第一の目的は、 1938

&p 9 月こ の地j H: 襲って荒廃の地主化しれ

様な除風の奴後より人命金保認し、財産の

授失ｾ防止 することで める。交通の車高級よ

りの解放、海績の娘紫施設の槍jJ 口、 )1主税額

の増加、 Rhode Isl and の住民や絞行者の利

用する施設の将来の披張におする用意、

Local  R esident の生活や地方都の設展、 さ

う云つれものは、第 2 の間短なのでめる O

Rhode  Isl and の南海岸は、 ¥Vatch Hi l l .  

¥Vesterl y Weekapaug.  Green Hil l . Mat unuck 

及び Poi nt J udi th 等の竪図な岬がめるので

可なり不使なものでゐらう と忠はれてゐる

が、事変海岸線がｾ化しない事 ｬ 幻をかであ

る口数多〈の美しい砂fli やF付近に散在 する

鴎水池 ( Sal t Pond) を公私の用 に供し得る

様に開後し、住宅、サ Y マーノ、ウ耳、ホテル

商 底街や娘幾街等ｾ全地域に渉って巧みに

臨置し、災害に童話して安全でめる様に敷地

を定めて行〈の に、之等の都合のよ い地礎

的係 ｦ 牛 ｾうまく利用する事が ｈｬＪ るのでめ
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Fl g.  1  恩草子以前の Narraganselt のIsr

Fig.  2  州宮tm馬擦による Narragansell sml 討m

発 Iミe・devel opment Pl an for Rhode  l sl and' s Sout h Shore;  by S .  G.  Ti ni kham ( 州前主主局技師〉
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低地の、波浪に主主しで防禦のない11日分に住宅を建

てる事a ' 制限すれば、将来災害によって人命の失

はれるのを防止する 事が出来るであらうの

見ケツチに示されてゐる様に 、 現在める海自主 ｾｴｲ

C  S  hore Road) 一一 l 鋭路線一ーは将来も利用さ

れる。そして海演E的‘ ら讃迭に遁じてゐる多 t の

道路は、 必要に燃じて設りられる他の道路と共に

そのま』浅される。かうして一方では乳夜及拘束

の交通関経に解決公奥える一助と L なり 、他方叉

有事の際には海演より避難するｾの安全にして立

つ迅速なる遁路となるのでめる。

新公共地域の指定

従来或る地成はその土地の性質により、 父最も

合効なる使途を考へて、 言f 重油1に於いて、Mi sgua

rnlcut や Mat unuck に乱られる様な公共地域を指

定してゐる。海演では建築物は浴場i 、Pavi l l i on，料

理庖 CCabanas) ポ ート ハウ丸 、桟橋、 自働率百足場、

等に限られてゐる。その他は忍周に供する潟の関

綾地域として指定されてゐるが、 こ』では住居専

用地、商業地 、 法暑地等の閲溌カｻｾんになるもの

と忠はれる。

縦書 ｵ 寄ｾ明鎚な風光に沿って ｬ 時 ｈｾ し 、 主主に ｬ 士大

洋の雄大な眺a . ! ¥i " 奥へる Ocean Par kway に まで

置を良させる案も将来の披践す十II 中に含まれてゐる

言十症はt'f:に Westerl y の阿J が M isguami cut の公共

海語ｾ￡Ｇ獲得しれところまで ｩ 並行し 、 経設を ｦＧｬｴ ふ公

債の俊行許可に闘しでは目下総合で審議中でめる

Narragansel t  の町では凱ーに公債を緩行し、浴場

の経笹に従事する許可を受り、更に Narragansett

Pi er の冷築計盤を遜めてゐる。

民間企業組合による伎宅建設計袋

州 首 十ｾ局では現在、約 ＵＰＰＭ Ｖ ＰＰ 戸の住宅を建設

する潟の民間企業組合の編成営計家中でめるロこ

れ等の住宅は院に半ば組立てられてゐるもので、

2 部屋乃至 3 部屋の鐙室、浴 室、居間、 玄閥、 食

堂、J官接、 サ ーヴイ λ ノレ ーム、 之に燦房、照明、

給水、 及? 旨. 主主冷蔵等の諸殺備、主主ぴに之に附随し

て自動車 1 ｾ筆をｊ｜ ｬｮ蓄 す高 ｅ 草原￡Ｇ有し 、 住居地域で

75! 沢x ＱＵＰ ｾｻ の敷地に［盛てられる。向之 ｬ ま各キ潟

筏使刷捕を有する口この百十j I f に於ては必要な土地

11、現手E この町の行政管以内の制限地域に土地金

所釘する人身と の交換規定 に基き E停入によって行

はh る。

少|附翠: 局 "E ! : p1:}逗の購入者に支扮ひ得る鈍闘で

部屋富士とか、必要なf廷宜施設とかに華社する一般の

要 求 釘! お足 する様な、又一般に 、夏季居住者の過

去及川米の人員の¥';'U合に際じて現代的な住宅を、

践でも自信を以って支抑ふJ j .与が 11:¥*、安心して

所有する惑が， Ｇｈｐｉｾ る嫌に股備をと ｨ のへる械な標

準い主め、更に将来こ〉に( 主む人々力、議る待定

の海海を? 使用し得る f地利 によ って自分の土地 合他

人から迎不穏に侵略されないで、各自の厚生の目

的に そふ様に努力してゐる。( 星野一地〉

由量E昔は大限府絡号事線勤務

町 四 日

Ｏｾ＠
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建 築 倶 楽 部 室 便 り

上方噺 笑 脳 亭 松 1鴻 師

1. 晩餐命

1. 曾 旋 2 闘

以 上

備で管日の衆舎者は30自主名口先づ三浦幹事より

幹事長代理の閲舎の挨拶ゐ h、終って浪速津の郷

土研究に遺言旨深い南木芳太郎民の紹 介 めり 、 南 永

氏の講演 に入る。同民は尖灘署He傾げて面白、お

かし〈上方詩の沿革に就いて話され 「上方話は一

元来建築f具幾昔日は昭和7年5月協曾員中の有志に 極の風{谷氏でめって、や〉もすると落誇が煎歳に

依ｾ d苛立経理年のードに創立されれもので、相等の殺 医Hl IJ される傾きのあるのは震に遺憾である o 之守

備を持ち 、 各種の研究舎や娯楽機籾を備え、盛ん 現状の俄亡して了 i 、機な事がめれば、必十何時の

な時代もあつれが尖後幾多の鑓遜ｾ鐙て 、数 年前 日か再ぴ上方言吉一- I l j J ち、 溶誇の持ち味{ e 感得す

建築 ｭ 合に譲渡され同時に，Ｘ ｉｊｾ 会に徹 ｊ 放してゐ ＢＺＱ 具 る事が出来るでめらうか。 私 は下火になりつ、め

築部合貨を金援し、従ってf具禦古E室の康さも従来 る比傾向を衷心、より哀惜するものである」と 、上

の3分の l に縮少バ ー等の設備を1散し、名格も建築 方話再興輸に熱排剖反ひ、同好の志よ仮ひ走塁でと

倶楽部室と改務し、専ら協舎の集含 t 合員滋に侍 絡んで講演を終つれ。

，8IJ 賛助員の利用に供する事となり創立嘗時に比べ 織し 、 て大阪に於げる唯一の上方噺家である笑ｾ

て甚だ寂莫を感じる状態となっ7こロ加えるに事草壁 ; 事松高島師の認が始まる。允づ何よりも顔其物が如

の妥生や珠算等の銭めi斬〈春秋 2 回の大合を催す 何にも ｩ 公務に制ち 、 ￞ｉｾ 合者一同信事もなく笑顔にな

(f十、之と云って飽もやらす・に過しれが、本年度は る。する中師、d9uf与の「来の奉行裁剣」のーl市営

今少し積極的に{ 釘きかり舎員諸賢にも全般的に f具 熱演し始め、hWEE唯笑ひにのみ泌され、雑 l 人中

3提言s御利用 oオJ 願ひする潟め、 その最初の試みと 座する者もなく耳Ｚｾ傾げ 、拍手 裡に柊了しすこ。惜

してｊＡ ｾｩｦｸ す， r趣味の合 J を開催する惑とし去る 2月 し時間の都合上、案外に短時間の話でめっ1" 事が

＾ＮＺｘ 日 ｆ 言日の ｾｕ き Ｔ 放を＿飛ばしまし＿こ υ もの足らぬ感a < ' 輿え 1:(>

下 記

趣味の舎と懇貌晩餐合

1. 時 2月23 日 午後5時30分

1. 所 本倶楽部室

l. 趣味の合

よカ話の沿革に就い て

上方郷土研究合

講 師 南 オ ミ 芳 太 郎 兵

×  ×  

x  x  

それより舎ｾｾ改め 、食卓 ｻ･造り晩餐舎に入り

南米民に質問燃 ft 等，ちり。 ;叉合員鳥| 司馬の糸合間音

による組撚箸切術の公開等あり、一同之に習ひ置E

験する等 、いと和 紙ｾ々裡に午後 Ｘ 時半閉合 し

1:
0  

5 5 1 v  



ｲＮ ｾＺ＿ ｓｾ ｉＺＲ ｾｶＺｲ ［Ｈ ［＿ ・ ｾ Ｑｾ［ｾｾｾ 川村ワ
一 . ・ . ...... ...;... ...... ... 

Ｇ［ＺＮ］［ＮＺＺ・ＺＺＺｾＮ 回 以Ｎ［ＭＺ［ＺｾＺＺＮＺＺ日 一Ｍ

本 協 曾 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

前説殻表後に於げる本 l品合員中 の主広務公附者下 記の通りであ b ます( 受付')II Ill)

時

JiJ i'  

普 通 賛 助 員 板 垣 嘉 - ;f_¥・

法制委員舎 ( 第2回〉

3月l 日午後6一時8時50分

f具幾 部 室

出席者唱委員長 illl， 問

i 出席者 委 員 長 井 上

幹 事 勉 弁、 錦 問、

委 員 伊 除、 中 村、科 問、

森 口 、 吉 岡、川 勝、

委 員 島 影 、 宝 佳 、 卒野、本問、宮脇 :

怯称、、

時

所

ヨ糸口 、横見、

1. 市街地建築物法令官費行に! 測する件

2. 絵築関係法規類築後行に関する件

常務会 ｃｾＵ 回〉

3月4日午後51時50分ー7時

陳列壌か] 釜

出 席 者 連 事 今 林 訊l崎 長 扱 副 合 長

常 務 北1宣o. T. f: E ま E主 主tlO

三 浦 ::F. ;i t) 岩 尾 主 計

桐 本 主 計 久保問主計

亀 井 編 怜 北川編ｾｻｾ

棚 橋 縁 特

2義 事

1. 3月例舎に関する件

ｽＮ 金図書ｾ ｲｦｩｬｾｬ 組合減税題研究の件

}. 右に附する小委員合設置の件

材料委員会 〈第3回〉

。時 3月7日午後ら時50分 .-9時20分

: 所 陳列tM.!l IJ 室

: 出 席 者 委 員 長 級 久 保

幹 事 水 野 山、楠 ; 積、

委 員 管 樹、 裁 2言、 久保問、

閣 郎、 玉 ( 説、 中 島、

大|仮JH農林産物検査所長

兵 藤 時 次 郎 氏

}. 用材生産統制規則に闘する質疑際、特

2. 雑誌印刷誇震に関する件 了時

軟 化 委 員 舎 ( 第2回〉

3月8 日午後6時30分- 8時

倶 楽 部 室3 併 嚇 査 契 約 改 正 の 件 :  fo.J i  

4. 災害鼠皮委員合より抜刷再要求のイヰ j 出席者
委j主J長 期 日

5. 都市計笠災害強度、 2600年記念事業材料各委;
幹 事 大 下、 中 野、

報

員合より委員委強方要求の件

6. 合勢幹事合より 幹 事委強方要求の件

Ｗ Ｎｾ 員言全衡

告

1. ＲＩｾ 倒合及 ｦ 具幾昔日室組成の骨終了報告

2. 入 J齢者出征者報告

者s市計鐙委員企 u日間〉

l侍 3月6 日午後6時，，30分- 81時5分

所 陳列ｾＺ・Ｉｊ Ｑｊ 家

l V 5 6  

委 只 政 問、 械 111、

l . 天王寺五霊塔に関する講演舎の件

2. 1t:It 築製聞に関する研究の件

記念事業幹事打合曾 ( 第 l 回〉

1時 3月IIIJ 午後61ey20分 一7時50分

: 所 倶楽音IIE主

11

1

1席 者 委 員 長 松 本

幹司王 伊 隊 、 :1じ 垣、 i向 井、

1. 記 念II '，J¥臣のイ4・



2. 防空講演合開催の件

3. 建築技術者養成機闘に皆目する件

陳列獲幹事 舎 ( 第2回〕

時 3月12日午後6時20分- 8時20分

JoJ j' 陳列場>' 1i I 室

出 席 者 幹 事 長 池 同

常 任 幹 事 小 林、 瀧

幹 事ｾｴ，垣 、 松久保、

1. 1出品初j 誘の件

2. 二日舎懇親合開催の件

3. 材料表炎合開催のイ牛

t. ，. 材料紹介に闘す・るイキ

設備委員舎 ( 第2回〉

崎ー Ｓ 月 ＱＲ 日午後 ＶＱｾＳＰ 分 ＭＹ 時

見Ji 陳列穆別室

出席者 委 員 長 新 名

幹 事 石 弁、 前 原、

委 員 伊 藤、 岩 尾、

ヰt， )11、 ｪｩｾ＠ 、

大阪府警防課 吉岡信武氏

大阪市防護諜 宮岡秀穂民

i i i ! i 禽工業株式合量土井手氏

藤 商 曾 秋 田 氏

ト防議室設備に闘する座談合開催

災害彊度黍良金 (貫主3図〉

時 3月13 日午後6時20分一8時

所 { 具繁部室

出 席 者 委 員 長 波 部 I

幹 事 浅 野、 m 問、

矢 回

大 原、

士宮 井、

委 員 浅 弁、 大 野、 小 泉、

佐々木、 管、 国: : 目、

竹 花、 長 尾、 欠 問、

11# 

均t

最 IIJ 、 中 野、

ト風樫バン 7 レツト登行のイヰ

2. 釘抜手に附する研究の件

記念事業幹事打合命 ( W; 2回〉

可用 15 日午後6時 一7時 30分

f呉禦音E室

出 席 者 委 員 長 松 本 ・

幹 事 弁 ーに、 伊 藤、

援、 i国ヲ争、

星 野、

兆 l豆、

ト植林事業の経替に附する件

ト半島人の住宅問題に附する件

住宅委員舎 ( 第2回〉

時 3月15 日午後6時 一8時20分

舟i f具紫昔日室

出 席 者 委 貝 長 石 川

幹 事 岡 問、 矢 問、

委 員 岩 見、 北 垣、 小 林、

時

白 石 、 柏 村、

ト泌i州移民住宅の研究に闘する件

2. 見主義に齢i する件 。

3. 住宅説本置を行に附するイ牛

常 務 舎 ( 第6回〉

Ｓ 刃 Ｑ Ｘ 日午後 Ｕｾ 寺 ＴＵ ［ 土 ＭＶ 時

)ijf 陣列場1 l
1
J室

出 席 者 明 事 片 岡 令 長

監事弁上ｾ事

常 務 伊 際 主 記 北 思 主 記

玉 置 主 記 三 浦 主 紀

久保田主計 勉 弁 編 憐

北 川 編 偶 棚 橋 編 隊

政 岡 編 憐

議 事

報

ＱＮ災害 ｾＡｈ 託委員合より委員委強力要求のイ牛

2. 法制委員合より委員委頓力要求の件

3. 都市計定委員合より委委委頃方要求の件

4. 舎勢幹事合より経質要求のイ牛

5. 設備委員合ーより経質要求の件

6. 都市武袋促進幹事; 含より経主主要求の1*

7.都市問題合2義理事合開催の件

8. 替担保用意を令のf午

ヲ. 合員 i詮 衡

告

ト 禁ｾｴ，建築協合創立務省「式報告

2. 附西域工凶惚協議合報告

3.2月分台育十報告

4.  m征人情除隊報告

都市計蜜委員曾 ( 第3回?

時 3月20日午後6時 - 6時dOI.J'

所 倶楽部室

出 席 者 委 員 長 : ル J 二

幹 事 勉 弁、

5 7 1 v  



委 員 伊 藤、 守 閥、 中 村、

稗 問、 松 森a、

卜布施市内の一般都市後主主の研究のイ牛

2.旭区内今路署管内住宅資情調査の件

材料委員会 ( 第4即時〉

l辱 3  J122 日午後6時50分- 9時 30分

所 陳列ｾ￭ｊ ｉ ｊ 室

出 席 者 委 員 長 松 久 保

幹 事 木 野 山

委 員 猪 瀬、 榊、 閣 官g、

玉 置、 中 島、

1. 木材寸法規椅研究に闘する件

]. 同上品等規格に関する件

入 曾 者

8a¥工替昔日佳品普謀〉

特別賛助 員

高問主第三君 ｩ 迎中中ｾｾ迎中住宅地 ｊｊ 盟主 ｌ 自主去〉

普通賛助 員

川 谷 勇軍雪滋阻成田中 l町8の43( 布施市役所都

市計盟主{ 系〉

寺川稲雄主ヨ *1却京大今豆町630 ( 自宅告〉

柳 川 道 男 君 JRitX.lJ'n f 新 庄 町4 ( 小坂井組〉

官ir 図 書長芋i 尼崎市滋字御薗34 ( 同〉

退 曾 者

舎 員

市 場 一 市 君、 ヒ問 ｦｾ 荘君 、 i鬼 悶 久 裁 君、

民チ十 字君 、 中岡幸一郎君 、 際 弁 菊 次 君 、

地 方 舎 員

. 武同音信男君、 久樹麻一君・

舎 員 :  

! 特別賛助 員

背 山 清 次 君 住 吉 民 北 岡 港 町795( 株式合批竹中

! 大量産信雄君

工務底) ;  

: 普通 賛助 員

清水義三郎君比花阪四貫島白鳥田J 3 ( j ; 1 ! 洋紡紋株:

i 木 ー1; 芸評秋君、 後EM2院重正君 、 太 古 正 治 君、

式合r u : 轡絡謀〉

岡 原 直 前 右 君 北 区 都 島 本mi 3の55( 大坪ヱ務庖〉

西 野 正 義 君・ J待下三鳥都千皐村字片 111266C株 式

三浦英太郎君 、

ヨ互ヨ互]
合枇竹中工務! 苫〉

花 谷 隆君・涙漣版元町4の239の l(大阪府土木

部総務課) i 命 員

脳同亨吉君・港区東問中日1J 4の ] 18の J ( 大阪市教 j 中毘治三君・ Ii合間t笈埠頭恒一院街 14盟主耐昌公言j

育部建設課工事係〉 ・ H合f. f s夜支府内

向井沢男君西淀川医イ岡町1 . 117( めめりか屋) ; 堀岡 !lJ' 三 君 間 同

安 問 繁 綴 君 普請E賛助員より事事絡 j 立木十h 六君 兵庫県系武庫II 日大庄村I i ! i 字萩戸 539

日 高 徹 治 君 住吉阪ヰ>: ! l l f.大遁35 ( 合名合枇八木 j の47

工務} 苫) i 吉野幸雄君・ J Mf 中tnr 内郡入尾町 JI ' 本871>. 谷疋

染: f I 尚治君普遜賛助長よ h鱒 格 j  友 方

地 方 曾 員 ; 中村武雄君・ 7也民共b清水町877中s] ; JJ

松 井 一 男 君 ・ 紳 奈 川 際 逗 子 町 逗 子 卜025( 合名合; 光| 河清吉君 様1賀市中区大岡田I 子ill ノ上716

社入木工務底) ; 問中威左男君 * 京府北多摩郡昭和 村字 郷 地 227

鐙ケ江正人君 天津待別直義安街 5 自覚脳昌公言] 内 j 問中字三郎方

( 株式合社悩昌公司) i 大浦悦耳目君 北区灘川町34(電詩型川5. 406)

宮 本 信 政 君 同 (  同 )  ; 甲木秀治君北区都島中主! i 4の8

熊谷道太郎君 東京市京橋鼠西八丁堀2の 16( 自宅奇 i 小笹徳見詰君・ 東京市京橋区室町2の l の l 株 式 含

山 越五郎君・ 〕静岡市稲川町3の75(静岡限繋篠 j 枇 清水組内

部建築課) i 地 方 舎 員

高 橋 左 門 君 京焼府 旭町 lの 100利 回 方 〈 京 減 府 ; 西 村 隆君主 変緩限綾歌昔日坂出町新 宮町
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桜内仁一君倉敷市旭町北遁 ＶＶＰ の Ｓ 株式ｅ￬ｩ､Ｚｾ 普 通賛助 員

木 工 務1.5倉敷支庄内 問 中 敏 雄 君 旭 川 市 陸 軍 官 会 第4医十三傑主主3

大 塚 哲 夫 君 厳 島 市 袋 町 6 宮困対内株式合社松
若 林 季 雄 主 主 新 京 特 別rn滅 後 路 201 鹿島 組 ｈ ｾ ｈ 長

村 租E皆島替事長舟f
所内

光 岡 清 吉 霜 北京* 減昔百九初同 8 統 治 * 組 北 支
卒 木 滋 一 君 旭 区 生 江 町471 の l 中島良三方

支J占

土 手 孝 君 水 戸 市 外 陸 軍 飛 行 準 校 教 育 隊 第 五

永 井 忠君 日合爾笈市正腸河河闘街63の3
中隊第三斑

林 三 郎 君 ｩｬｾｾ ｩＺ州国遁イ七省政江際人道江街点遜
.ft sl 秀 夫 有 三重燃三電郡 n永村泊日: 本雪量主主1 f t

i量; 開後株式合社工事{ 系

株式合i i d : 三電器哲也所新築工事H1S長

鈴木文二郎君 ￌｉｾｾｾ 州国吉林市朝腸広陽明町東洋精
所内

麻加工株式合貢- 1: - ' <宅泉付
早 川 丈 夫 震 厚 生 合 言t舎周住宅課

隊重土希土佐君 同 ｾ河省紳武 屯 後宮部隊経理部 尾田正智君・ 中交官E遣軍登部隊本音刷会隊隊

紳武屯宿舎内
1資 問 徳 夫 君 閥東軍経理部主幹夫滋出所; 立腸出張

特 別賛助 員

所内

民ｾ ＧＪ ［広 ｩ 傘治君 西淀川区百烏町62昭 和 コ ン ヂ ツ ト
飯 野 敏 明 君 ｊＮｬＡｾ阪衛生野町 ｬ の Ｗ Ｓ

株 式 合 社

［Ｑ … 、 一 五 〉 山 ｾｾ 旬…ｾ、一一 ｙ 山〈 ｾｶＱ v d  

金 原 孝 男 君 北 区小松原町 10Jl f 光 建 材 工 業 株 式

手字社

高 木 主主君 北 la小松原町 10点洋工材需士( 竜也 合「 員

崎 2.665)  佐藤校大高[ { 君 昭 和 1S t，ド3j l 16 1: 1逝 去

平 + 希 雄 君 同 〈日D ( 謹んで哀悼の主主を決す〉

昭和 15年 4 月下旬設行大

建築物強度計算用風塵境準

後 行 所

j祉 闘

法 人

カ 定{ 買 3  5 銭

i室 料 5 銭

日 本 建 築 協 曾
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編 輯

後 記

①日寺節慌侍: こ劇務に携! まって居られる方 h か

い最近の種キキ自に関聯をもっ幾多の珠玉結

五? 戴〈主主が出来て、誠 に 御 同 度 比 の 上 u な

L  、。寄稿家各位に敬意を' 決する次第である。

唯 fご一般雑誌界の知〈四月待太君主として、錦

上更に光彩ｾ供へ併なかっ Ｗ こ事堂深〈御苑び

すると共に 、 返へり新参の腕の鈍さをｾｾぢつ

h 恐縮に湛~な L、。

①「ち' や、 今皮の月曜にお待ちする。 j i では

その節お伺ひ致しまして。」なんて曾話を交は

しながらお互に要領含併ない事が皮々 t: つに

「留守を訪ひ留守を訪はる、二日かな。」と云

ふ 正 月 の 旬 の 賀i貨に陀がしかっ7こ口定休日と

日曜日 とが、 てんでに 、 づれてしまつれから

で、 今夏 ι z レキの怖ろしさに篤〈揮t:'が、

これぢや i ) ，，- 天とう様もきこえませぬoj なん

で滴務ても居られな 1) ・つれ工場風景の一つD

①サイクんがくづＡＱＮ ＱＱｾ し＿こ ｯ 時計が様々な時

金報じ1:
0

Ｉｊ 先を ｉｉ ｾ し合ってみても 、 はっきり

しない。エレキもこう成ると 、五 郎 以 上 の 悲

喜 劇 作 者fごo ;'fiJ. 喰 っ て l己主力簿に卵l を押すと 、

墜の時計が笑ってゐる。こいつあ靭綾坊が出

来るわい主念にエレキ様々に J&. つ1: 。 占 め に

とばかり喜ん fごのも櫨花一朝、今 朝 lま出勤J管

の姿が九えなし 、。キ目聖書らすユ壁の時計は笑って

ゐる。とんTご、 どんにく風景の一つ。

①窓蒸や時計を知らなかっ 1: 蹴先ほど自然に

殺ん? ごものはあるまし、。色や音などの美の |住

界を展開しれ枕草子や、 さでは源氏物語なと

を諌んでみても 、流 石 に 古 人 ば め ら ゆ る 自 然

現 象 を、 時間の聖書象として、 そこに鋭い感箆

を{ 動かせてゐ 1: 事 が 分 か る。 賓 に 羨 ま し い 事

t:' 。併ン我々の血管にも必宇やこの銑敬な セ

; y ; < は脈打ってゐる に迷ひないと，忠ムロ

〔春うち、かな現場にで、 北川正繍〉

建 築 と 社 曾

第 23総 第 4 蹴

制 ｬ 回 ｬ 日新城 ｬ［ｪｬ ｔ 首 ｩ 明Ｚ塁ｾ I普

昭 和 15年 3 刃25 日印刷 昭 和 15Jf- 4 月 l 目安行

後 行 ・編 鶴

印 刷 人

大阪市北恒朝日 ピル日本建築協合内

印 刷 所 プラ トン 印 刷 枇

大阪市西直江戸沼南主主 2 了間 13若手地

後 行 所 紋 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 院 中 之 島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電館長北漬( 23) 4501番 ( 9 )

銀 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待 約R皮質底 柳 々 堂 書 j苫

大 阪 市 西 阪 京 町 掘 調 子 板 橋 西

電話土佐堀 2 4 4 0番

振 替 口 座 大 阪2084呑

戸 Jl¥ 

禁 鴇 載

本盟主に掲載せるものは、 一切 これを無断にて

将 戦 し 又 は 単 行 本 iこ上梓その他の複製行錯を

な すこと ぞ禁す' 0

庚 告 掲 載 料 金

普 主主 I  1  頁 ¥ 1  回 15，00 

主主| 弘頁 l 回 8，00 

日よ

表

一

表

紙 3 l 頁 45，00 i 図

l 頁 i 回 80，00 紙 4

建 築 事 務 所 録 l 欄 1，50 l 回

( 昭策関係撰者家内〉 l 欄 l 回 5，00 

康告掲載御申込は本合へ直接顕ひます。

本 誌 購 讃 御 注 文 は す べ て 前 金 で 本 合 直 接 叉

ｬ ま待約ｽ苫へ 、 娠替貯金又はま毒替で御扮込ｾ

ｾｩＧｻひます。郵岩手 代 用は 一 割増 、代 金 引 換は

お断り致しま す。

、，、内戸、， 、 ｊ 、，、円、，、内ＢＢ、ｾ旬、，、～ＢＢ、，、ｾ州、
、~町、，、《
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